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  プロローグ　壇だん上じょうの少女

  

  「諸君！」

  　壇上にはひとりの、少女。

  　スポットライトを浴びたその姿は若い革命家を思わせる――情熱と、鋭さと、危うさを身にまとっていた。

  「恋がしたいか！」

  　日ひ野の恵めぐ美み、十七歳、登と聖せい高校二年生。

  　ただいま絶賛、彼氏募集中。

  「恋がしたいか！　恋がしたいか！　恋がしたいかぁぁぁぁあああっ！」

  　恵美の言葉に反応した聴衆が、一いつ斉せいに拳こぶしをふりあげて絶ぜつ叫きよう。それを聞いている鶴つる見み圭けい悟ごの耳もどうにかなりそうだった。

  　登聖高校の講堂に集められた、二年生、五百人。

  　とあるイベントを前に、熱狂している。

  「か弱い女が男を求めるのは道理！　ぬくもりに飢うえた男が女を求めるのは必ひつ至し！　恥を捨て、良識を忘れ、身体のうちより発する熱情に身をゆだねよ！　男と女が求めあうことに、なんの遠慮がある！　我々はこの三日間のために、準備しつづけたのだ！」

  　口調がヒートアップする。

  　聴衆のテンションもまた、上昇する一方だ。

  　――異常だ。

  　と、圭悟は思う。

  　この熱気のなか、圭悟と同じように冷めている少女がいた。

  　背が高く、日に焼けた肌。長い髪を後ろで縛り、切れ長の目を壇上の恵美に向けていた。

  　圭悟と同じクラスの、河合かわい留る亜あ。

  　一輪咲いた、ユリのように凛りんとしている。

  「我々の準備を笑う者もある！　そう、すでに恋人がいるような輩やからだ！　しかしやつらはちっともわかっちゃいない、ちっともだ！　そうだな、たとえば――」

  　恵美の演説は続く。

  　圭悟は留亜へもう一度、視線を投げた。

  　女子水泳部のエース。男子とはほとんど会話をせず、どうしても必要なときだけ、一言二言話す――水泳部なのに、通称、「氷のアスリート」。

  　留亜は圭悟の視線に気づいたのか、こちらをちらりと見た。

  「たとえば――お前だ、鶴つる見み圭けい悟ご！」

  　たしか「鶴見圭悟」は自分の――。

  　え？

  　壇上の恵めぐ美みが、人差し指をびしっとこちらに突きつけていた。

  「俺おれには愛あい香かがいるから関係ない、みたいな顔しやがって！　私のかわいい愛香にあんなことや、こんなことしやがって……」

  「し、してない！」

  　思わず腰を浮かせて叫ぶ。

  　木き瀬せ愛香は――圭悟の、一応、彼女ということになっている女の子。

  「不健全性的行為は満十八歳まで禁止だぞ！」

  「してないっての！」

  「許すかー！」

  　恵美は、ぱちんと指を鳴らした。

  「聞け、男ども！　登と聖せい高校二年女子人気ランキング総合三位、文系男子が選ぶ女生徒ランキング第一位の木瀬愛香も、シャッフルに参加するぞ！」

  　ひときわ、大きな歓声――というか全部男の叫び声。

  「って恵美、やり過ぎだろうが！」



  [image: ]


  　ステージ上に、ひとりの少女が連れてこられた。

  　目隠し、猿ぐつわ、両手を背中で縛られた少女が、おびえたような足取りで――無論それが、愛あい香かだ。

  「さあ愛香、シャッフルにかける意気込みのほどを！」

  　恵めぐ美みが猿ぐつわをとって、愛香の目の前にマイクを差しだす。

  「……ひ、ひどいよぉ……恵美ちゃん、ここ、どこ？　あたし、なにされちゃうの……？」

  　ぐす、と半泣きで答える愛香。

  「く……あ、愛香……お、女の私でも嗜し虐ぎやく心しんをそそられるわね」

  「止やめろ、バカ！」

  　圭けい悟ごが席を飛びだしてステージに向かって走りだす――と、数人の男子生徒が正面に立ちはだかる。

  　真ん中にひときわでかい、ラグビー部の副キャプテン。

  　――ああ、これはかなわねぇ、かないっこねぇ。

  「わかってるな圭悟！」

  　あっという間に男子生徒が飛びかかってきて、圭悟は組みしかれる。

  「我々は平等である！　祈るならクジの神様にでも祈れ！」

  「ど、どうかしてるぞ、恵美。愛香ちゃんは、お前の、友だちだろうが……」

  　そう――まさにどうかしている。

  　登と聖せい高校の三年間において、もっとも盛大なイベントのひとつ――。

  「絶対に成功させる！　思い出どころか、一生のパートナーを見つけるつもりで行きやがれ！　我々、修学旅行問題検討委員会は、三日後の旅行開始に向け、校内に特別室を設置した！　悩める女も、男もみんな相談に来い！　恋だ、恋がしたいぞこの野郎！」

  　オッサンジョークで締めくくったわりに、聴衆からは拍はく手しゆ喝かつ采さい。

  　圭悟は薄れゆく意識のなかで、恵美の演説を聴いていた。

  　次は陸上部短距離選手の男子生徒、田た中なかくんが連れてこられ――なんとかランキングで総合一位でなんとか――今度は女子生徒が声をからして叫ぶ。

  　――俺おれの修学旅行は、いったいどうなるんだ……。

  　つぶやいた圭悟の言葉を聞いた者は、いない。

  　これから受験期に突入する、登聖高校の二年生。

  　その不安、プレッシャーが、よりいっそう熱狂を煽あおっているのかもしれなかった。

  　そして、まったく予想もしなかった大事件に巻きこまれるとは、このときの圭悟は――。

  　いや、予感は、あった。

  　この時点ですでに、事件は始まっていたのだから。

  　話は二日前にさかのぼる。

  　圭悟のクラスメイトが、死んだ。
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  第一章　事件はすでに

  



  
    １
  


  

  

  　恵めぐ美みの演説の、二日前のことだ。その事件は起きた――起きていた。

  　圭けい悟ごの通う登と聖せい高校は、スポーツに強い学校ということで県下でも有名だった。制服は男子はブレザーであり、女子はセーラー服タイプのスカート、胸元にワインレッドのリボン。

  　高校二年の十一月。

  「大学受験」という文字が目の前にちらついていた。

  　その日は、いつもどおり登校した。予習してなかった科目を教えてくれと頼まれたり、頼んだり、昨日観たサッカーの試合やテレビドラマについて盛りあがったりした。

  　そんな雰囲気が変わったのは、教員が教室に入ってきてから。

  　クラス担任の谷たに田だが、授業でもないのにやってきたのだ。

  「みんな、ちょっと席に着いてくれるかな。大事な話があります」

  　温おん厚こうな顔を、やけに神しん妙みようにして言った。

  　ざわついていた教室が静かになっていく。

  「この二週間、欠席していた沢さわ口ぐちくんですが――」

  　みんなの視線が、ひとつだけ空席の机に寄せられた。

  　窓際の、真ん中。

  　沢口陸りく人との席だ。

  「突然のことで驚くと思いますが……残念なことに亡くなったそうです」

  　谷田がそう言うと、室内から物音は、完全に消えた。

  　――亡くなったそうです？

  　言葉の意味を理解し、のみこめた生徒はいなかったのではないか。

  　谷田は淡々と続ける。

  　通つ夜やは今日。告別式は明日。告別式にはクラスのみんなに参加してもらいたい――。

  　みんな、上うわの空で聞いていた。疑問が頭のなかを駈かけめぐっている。

  　なぜ？　いつ？　どうやって？

  　死んだのか。

  「あの……」

  　ひとり、女子が手を挙げた。

  「沢口くん、死んじゃったんですか？」

  　冷静に考えると、マヌケな質問だった。

  　しかし谷田はそれを笑うこともなく、黙ってうなずいた。

  「なんでですか？」

  「事故だと聞いています」

  「どんな……」

  「わかりません」

  　女生徒はまだ聞きたそうな顔をしていたが、そのまま着席した。

  　ほかに質問がないなら――と、谷たに田だは教室を出ていった。

  　そして谷田が教室を出ていった途端――。

  「おいマジかよ、死んだって!?」

  「二週間？　そういや学校来てなかったよねー」

  「なになにどうしたんだよ、事件か、殺人とか？　テレビの取材とか来んのかな」

  　金かな縛しばりから解放されたように、一いつ斉せいにしゃべりだした。

  　そのなかで圭けい悟ごは――ぼうっとしていた。

  　現実感がなかった。

  　沢さわ口ぐちは二週間、欠席していた。友だちがほとんどいなかった。彼が欠席することで困る生徒は、クラスにはいない。

  　成績は、抜群によいというわけではないが、上位。目立ったのはそれぐらいだ。

  　高校に入ると、急速に男臭くなっていく男子たちのなかで、沢口だけは中学時代を忘れられないかのように、変わらなかった。窓際の席で、いつもつまらなさそうに外を眺めていた。

  「なにそれ、そこに行ったっての？」

  　近くの声が耳に入った。沢口と一番か二番目に仲がよかった――といっても、たまに弁当をいっしょに食べていたぐらいだったが――生徒の周りに、男子が集まっている。

  「あー、知ってるよ、俺おれも。なんだっけー、財宝伝説がどうのってやつだよな？　暗号を解いたそこにはなんかあるっていう」

  「ケータイに来んの？」

  「そそ、メール。指定アドレス以外、拒否ってたら受信しねーよ」

  　圭悟もその噂うわさをどこかで聞いたことがあった。

  　携帯電話に突然舞いこんでくる、一通のメール。

  　ヒントをもとに暗号を解けば、財宝が見つけられるという――まったく、バカバカしいスパムメールだった。今どきそんなもの誰だれが信じるのかと、聞いたときに思ったものだ。

  　しかし、沢口はその財宝とやらを探しにいったのだという。

  　――本気にするやつがいたなんて……。

  　信じられなかった。

  　沢口には夢見がちなところがあったのだろうか――と、思ったときだった。

  　圭悟の携帯電話が、メールを受信して、ポケットのなかで震えた。

  



  
    ２
  


  

  

  「スパムメールの類たぐいでしょ。あのねえ、なんでも結びつけて考えたがるのは結構だけど、そんなことでいちいち私の手をわずらわせないでくれる？　これでも忙しいんだけど。多忙。とても多忙。そりゃもう多忙よ」

  「研究室で、ビール飲みながらタバコ吸ってるようにしか見えませんけど……」

  　圭けい悟ごが言うと、ビッとそのタバコが投げつけられた。ちなみに、火がついている。

  「なにするんですか！」

  　タバコは圭悟まで届かず、床に落ちる。圭悟はそれを拾いあげると持参した携帯灰皿にねじこんだ。他人に向かって火のついたタバコを投げるなど、良識ある成人は絶対にやってはならない行為である。

  　この携帯灰皿、当然のことながら圭悟用ではない。

  　圭悟の目の前にいる相手が、おそらく、灰皿もないところでタバコを吸っているだろうと見当をつけたからだ――で、当たったわけである。

  　圭悟は、公こう和わ大学の研究室にいた。

  　天井が高い。並べられた本棚は真新しく、本の入っていないものもあった。

  　六台のデスクにはパソコンが並び、そこいらにコピー用紙や書籍が積まれていた。

  　公和大学の文系学部は、私立大でもトップクラスである。この大学には以前に一度だけ来たことがある。そう、圭悟の妹が巻きこまれた『ＱＯ』の事件のときに。

  『ＱＯ』の事件とは――オンラインＲＰＧである『ＱＯ』をプレイ中、失神するプレイヤーが発生した事件だ。

  　ゲーム内に「聖しよう徳とく太たい子し」の映像が現れ、それを見た人間が気を失った、という奇妙な事件でもあった。その被害者は昏こん睡すい状態となり、一時は命の危険まであった。

  　圭悟の妹、絵え璃りも、そのときゲームをプレイしており、昏睡状態に陥った。結果として絵璃を含む、被害者全員が昏睡状態から目覚めはしたのだが――圭悟が事件に直面したときは、すべてが謎なぞに包まれていた。

  　あのとき、オンラインＲＰＧと、聖徳太子と、白しら鳥とり信仰を結びつける大胆な推理をし、事件の解決に一役買ったのが――この女性。

  「携帯灰皿なんて持ちあるいて、やだやだ」

  「ポイ捨てなんて絶対ダメですよ。俺おれは地球に優しいんです」

  「喫きつ煙えん者にも優しい社会になってほしいもんだわ」

  　彼女は、長イスの背にだらりと身体を預けていた。黒のジャケットの下にはペパーミントブルーのパーカーを着ている。ぴっちりしたジーンズはむつきの細い足によく合っていて、組まれた足にはレザーブーツが履はかれていた。

  　公こう和わ大学文学部博士課程に在籍中で、指導教員は金かな井い教授。好きなものはタバコ、嫌いなものは禁煙席限定のカフェ――それが、間ま宮みやむつき、この人。

  　一方で、宗教団体『劫ごう光こうの道みち』を強烈に批判している人物でもあった。

  『ＱＯ』の事件のときには、『劫光の道』も一枚噛かんでいた。一枚どころか――事件の陰で暗あん躍やくしていたと言っていいかもしれない。

  　教団は、ゲームプロデューサーをそそのかし、人を昏こん睡すい状態にする映像をつくらせた。そして、自分たちの力で被害者の昏睡状態を回復させたように見せようとした――。

  　圭けい悟ごは個人的にも、『劫光の道』と因いん縁ねんがあった。

  　母親が、熱心な信者だったのだ。

  　もともと宗教に興味がなかった圭悟は、事件が起きるまで、母親の好きにしたらいいと思っていた。『劫光の道』とやらがどんなにいかがわしい宗教団体だったとしても、それで救われる人間だっているかもしれないから。

  　けれども、意図的に事件を引きおこし、それを宣伝として利用しようとしたのは、許せなかった。

  　だから、間宮むつきと手を組んだ。協力して戦うパートナーとして。

  　むつきもまた、教団との個人的な因縁があった。それは圭悟のものよりもずっと深く、憎ぞう悪おを含んだものであるらしい。むつきは教団に、尋じん常じようではない怒りをぶつけていた。
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  　怒りの理由を、「大切な人を奪われた」と、むつきは一度だけ言ったことがあった。けれども、それ以上の詳しいことを圭けい悟ごは聞けないでいた――。

  　あの事件から、一か月以上が経たっていた。

  　十一月。

  　秋は深まっている。

  　圭悟はむつきの、相変わらずの非常識さに呆あきれていた。まったく変わらない、この人は。

  　――ああ、そうだ、この人はこんなふうだった。

  　思わず圭悟は、苦笑した。

  「なによ」

  「……会えて、うれしいですよ」

  　口元に運んでいたビールを、思わずぶっと吐きそうになりながら、むつきが吠ほえる。

  「急に変なこと言わないの、バカ！」

  　ビールで――ビールのせいなのかはわからないが、紅こう潮ちようした頬ほおをぷいと背そむけて、むつきはカンに口をつける。

  　短めの髪、白い喉のどが動くのが見える。化粧っ気が少ないのは、化粧など必要ないとでも言わんばかりに整った顔立ちだからなのかもしれない。

  　相変わらず、美しかった。驚くほどに。

  「一応、メールの内容とかプリントアウトして持ってきたんですけど……見ない、ですよね、興味ないですよね？　にらまないでくださいよ」

  「久々に顔を出したと思ったら、スパムメールの相談か。そんなメールと、君のクラスメイトの死が関係するとでも？　殺人事件なら警察が動くし、事故死でも警察が動く。自殺ならそれこそメールは関係ないでしょ。そんな当たり前のことを質問しに来たわけ？　はー、私も落ちぶれたものね」

  　そりゃ昼間からビール飲んでごろごろしていたら落ちぶれるというものだ。

  「私がビールを飲んでいるのは気持ちを落ちつけるためよ」

  　こちらの考えていることを読んでいるのか、先んじてむつきが言う。

  　ビールを飲んだところで気持ちが落ちつくわけもないだろうと圭悟は思ったが、それを口にするほど愚かではない。むつきの手元には、タバコがあと十本以上は残っているのだ。

  　圭悟は昨日あった、クラスメイトの告別式のことを思いだした。

  　厳しい顔でうつむいている沢さわ口ぐちの父、泣きくずれている沢口の母親。若くして消えた命がもたらす、悲しみの大きさ――。

  　気持ちが重たくなったのは、圭悟だけではなかったと思う。そしてひょっとしたら自分は、その気持ちを紛まぎらわせるために、間ま宮みやむつきという人に会いに来たのかもしれない。

  　パワフルで、常に前進しつづけているであろう、この人に。

  　一度は「パートナー」と呼んでくれた、この人に。

  「なに、まだなんかあるの？」

  　むつきに聞かれ、圭けい悟ごは首を振る。クラスメイトの話をしてもしかたがないだろうと圭悟は考えた。

  　そう言えば――沢さわ口ぐちの棺ひつぎは閉じられたままだった。顔は露出しておらず、遺い影えいに挨あい拶さつすることしかできなかった。

  　――なにか意味が……いや、とくにないだろうな。やっぱり間ま宮みやさんの言うとおり、事件性があれば警察が動くだろうし、邪じや推すいしてもしょうがない……。

  「いえ――俺おれも、実際はあまり心配してなかったんですよ。ただ愛あい香かが――あ、憶おぼえてます？　『ＱＯ』の事件のときにも、すこし話に出た女の子です。あいつ心配性だから、修学旅行に行く前に調べられるなら調べたほうがいいんじゃ、って――」

  　また、タバコが飛んできた。

  「なにするんですか！」

  「結局、旅行の自慢かー！」

  「どうしてそうなっちゃうんですか」

  「どうせメルボルンとかアムステルダムとかカイロとか、私が行ったこともないようなところに行くんでしょ。ええ、うらやましいうらやましい、はいはい、はよ行ってしまえ」

  　なんで国名じゃなくて都市名なんだ。

  　言いながらむつきは立ちあがる。そして圭悟の背後へ回りこみ、襟えりを引っぱった。

  「ちょっと、間宮さん！」

  　圭悟はそのまま背中をバンバン押されながら、部屋の外へと追いだされてしまった。

  「ちょっ、と……」

  　鼻先で、ドアが閉じられる。

  「なんか、気に障さわること言ったかな……」

  　相変わらずのマイペース――というか、自分勝手。

  　初対面のときもそうだった。あのときは口論になり、「帰れ」と冷たく拒絶された。

  　今ではすこしは慣れた。きっと、いちいち腹を立ててもしかたのない相手なのだ。

  「俺も自分のことしか話してなかったけど……また今度来ようかな」

  　圭悟は頭をかきながら、その研究室をあとにした。

  　そこは公こう和わ大学の一般校舎の背後に建てられた、研究棟とうだった。かつてむつきに言われたからというわけでもないが、公和大学の文学部を目指し、圭悟は勉強を始めていた。

  「受験のことも聞きたかったけど……俺の頭じゃ入れないってどやされて終わりかなぁ」

  

  

  　一方むつきは、ふーっ、とケンカを終えた猫のように息をついて、長イスに戻った。ビールのカンをつかんで、残っている黄金の液体をぐいと飲みほす。

  　まったく、人をなんだと思っているのか。便利屋扱いか？

  「――ん」

  　応接テーブルの上に、数枚のコピー用紙と、茶封筒。

  　むつきがとりあげた封筒のなかに、数枚の紙し幣へい。

  「あの野郎……」

  　それは『ＱＯ』の事件のときに、むつきが貸した金だろうと気づいた。圭けい悟ごに返すと言われても、絶対に受けとる気はなかった。くれてやったつもりの金を返されるのなんて、むつきの性しように合うはずがない。

  「まったく――」

  　けれども、不思議といらだちはなかった。圭悟は、強く言われると折れて、すぐに受けいれるようなところがあるのに、こういうところは頑固なのだ。

  「そういう頑固さは……ま、嫌いじゃない」

  　むつきはその下にあるコピー用紙――スパムメールを印刷してきたらしい紙を手にとった。

  　なにげなく視線を落として、止まった。

  「なに、これ……」

  　あわててもう一度読みなおす――。

  

  都市伝説？　暗号を解いて探しあてろ！

  

  　これ絶対みんなに転送してね！

  　かの天才が遺のこしたという遺産を探せ！　埋まい葬そうされた暗号を君は見つけられるか？

  　　なづきの田の　稲いながらに　稲がらに　匍匐はひ廻もとほろふ　野老ところ蔓づら

  　　浅あさ小じ竹の原はら　腰なづむ　空は行かず　足よ行くな

  　　海うみ処が行けば　腰なづむ　大おお河か原はらの　植うゑえ草くさ　海処は　いさよふ

  　　浜つ千ち鳥どり　浜よは行かず　磯いそづたふ

  お友達にも転送してね☆☆転送しないと君の葬式あげることになるよ☆☆私の友達転送しなくて一週間後に死んじゃった

  

  　いやな、感じがした。

  「これがスパムメール？」

  　スパムっぽくないな、と思った。

  　スパムメールの類たぐいは、アダルトサイトへの接続を促すものが多い。興味を惹ひくようなタイトル、メールを見ざるをえないようなタイトルをつけ、本文内にはサイトへのリンクをつける。

  　なぜスパムメールが流は行やるのかというと、単純に効果があるからだ。

  「こんなメールを開くわけない」と思うようなメールも多い。しかしもし仮に、一万人にたったひとりしか開かないようなメールだったとしても、百万人に送れば百人が開くことになるのだ。そして、日本国内の携帯電話の契約数は、約一億。

  　メールを送るのに、費用はほとんどかからない。だから、スパムメールは送られつづける。

  　だが、圭けい悟ごの持ってきたこのメールは、どこかのサイトに誘ゆう導どうしているわけでもない。そのくせ、「私の友達転送しなくて一週間後に死んじゃった」などと、ほかの誰だれかに送信させようとする、意志がある。

  　むつきは『ＱＯ』の事件以後、携帯電話を替えた。この電話の番号やメールアドレスは、ほとんど誰も知らない。しかもアルファベットと数字を組みあわせた、推測されにくいアドレスだ。だから今まで受信していなかったのだろう。

  　いやな感じがしたのは、しかし、その点ではない。

  「暗号」とやらの中身だ。

  　いやな感じ――というより、悪お寒かんがした。

  　本文に書かれているのは暗号でもなんでもない和歌四首、『古事記』にある内容だ。

  　ヤマトタケル――『古事記』の表記に従うと、倭やまと建たけるの命みことが死んだときに詠よまれた歌だ。

  　以来、天皇の葬儀にあたっては必ず歌われる歌、大おお御み葬はふりの歌うたとなり、昭和天皇崩ほう御ぎよのときにも歌われたものである。

  　葬儀の際に歌うというのは古くからある風習でもあり、こと天皇の葬儀に限ったことではない。たとえば民間でも、通つ夜やの際、死者を送る歌を歌うことがある。夜更け、親族が車くるま座ざになり、手をたたきながら歌う――今でも残っている風習のひとつだ。

  　大御葬歌を歌うことは、古代より脈みやく々みやくと受け継がれている儀礼であり、この歌を知っている人間も多いだろう。

  　そんな和歌を見て、いやな感じがしたのは、二点ある。

  　ひとつは、倭建命が死んだときのことに関係している。倭建命は、死後、白鳥になって飛びたったという伝説を残している。

  「白しら鳥とりって言ったら『ＱＯ』のときの……」

  　あのときも白鳥が関係していた。『ＱＯ』の事件に関係があるのか――。

  「まさか……尾お花ばなが？」

  　オンラインＲＰＧ『ＱＯ』に、特異な映像エフェクトを仕込み、数十人を意識不明の状態にした張本人が、尾花秀しゆう五ご朗ろう。尾花は『劫ごう光こうの道みち』にそそのかされ、その特殊なプログラムをつくってしまったのだった。そして自分が利用されていたことに気づき、『劫光の道』の幹部である一いつ色しきによって、殺されそうになった――。

  　尾お花ばな秀しゆう五ご朗ろうが、このメールに関係しているのだろうか？

  　また犠牲者が出るのだろうか？

  「あれで懲こりなかったのか、あいつは」

  　もしそうなら、と思うだけで気分の悪さと怒りとが入りまじる。

  「でもこっちの言葉が気になる……」

  　そしてもうひとつの、むつきの感情をざわつかせた点。

  　煽あおりの文句にある「埋葬」という言葉。

  「暗号」なら「隠された」や「埋めこまれた」という言い方ではないだろうか？

  　それをわざわざ「埋葬」としているのはなぜだろう？

  　そしてさらに「葬式」まで出てくる。意識的に文字を選んでいるとしか思えない。

  　しかしこのメッセージでなにを伝えようとしているのか。

  「誰だれかの葬式でもあげようとしているの……？　バカな、ケータイメールで参列者募集なんて、あるはずがない」

  　営えい利り目的にしては、リンクがない。

  　いたずらにしては、趣旨がはっきりしない。

  「……だとしたらやっぱり」

  　むつきはもうひとつの可能性に気づいていた。もしそれがほんとうだとしたら、気分の悪さは今の比ではない。生ぬるい手で背中をなでられているような、不気味な予感。

  　そうでなければいい。

  　しかし心のどこかで、そうであることを願っている。

  　否定しようと思いながら、心臓の鼓動が早くなっていた――。

  　ゆっくりと、紙をめくった。

  　残り二枚。

  　添付ファイルの画像を印刷したものらしい。

  　ひとつは――山のような、写真だった。

  　正面にこんもりとした緑。稜りよう線せんは奥へ奥へと続いている。手前に見える鉄塔は、送電塔かなにかだろうか。

  　大きい山のように見える。しかし小さいかもしれない。

  　全体をぼかし、ピントをずらして撮っているのだ。長く見ているとめまいがしてくるような、気分の悪い写真――。

  　そしてそこには、意味的なちぐはぐさまでもある。

  　倭やまと建たけるの命みことの墓は、三重県亀かめ山やま市にある「能の褒ぼ野の神社」にあると言われている。

  　また、倭建命の化け身しんとして飛びさった白しら鳥とりは、いくつかの土地に飛来したという。それらは倭やまと建たけるの命みことに縁のある土地だとして神社が建てられていた。

  　だが――そのどれもがこんなにはっきりとした山ではない。能の褒ぼ野の神社にいたっては木々こそあるが、完全な平地だ。「埋葬」したなら「墓」ではないのか？

  　愛知県名古屋市、熱あつ田た神宮の西には「白しろ鳥とり古こ墳ふん」と呼ばれる前方後円墳があるが、これとて山のようには見えない。その上、住宅地の真ん中にあり、最近では地方豪ごう族ぞくである尾お張わり氏の墓ではないかという説もある。

  　つまり、歌が示し唆さしている内容と、写真とが、合っていないのだ。

  　――考え過ぎか。

  　すこし、安心した。

  　見ても意味がわからない写真――つまり、むつきの想像していたそれではなさそうだ。

  　わずかに油断していたのかもしれない。

  　もう一枚の写真を見たとき――むつきは言葉を失った。

  　泣いている。

  　僧。

  　痩やせこけ、布を肩からまとっている。

  　粘土や蝋ろうなどでつくられた、塑そ像ぞう。

  　天を仰ぎ、吠ほえるように大きく口を開けている。

  　胸をかきむしっているようにも見え、顔をゆがめている。

  　悲しみ。

  　絶望。

  　声の限りに叫んでいる。

  「五十嵐いがらし、さん……？」

  　つぶやいていた。

  　むつきは、この像がどこにあるものか、知っている。奈良だ。

  　それはあの人が教えてくれたものだから。

  　とても大事な人。いや、とても、大事だった人。

  「――間ま宮みやくん？」

  　突然ドアが開き、むつきはぎょっとしてふり返った。そこには、この部屋の主ぬし――教授の金かな井いが立っていた。

  「どうしたの？」

  「いえ……」

  　むつきは平静を装って、圭けい悟ごが持ってきた紙をまとめ、折りたたんだ。

  「あー、また、間宮くん、ここは禁煙だって何度も言ってるのに」

  「……そう言えば、今週だか来週だかに、関西で行われる学会がありませんでしたっけ」

  　金かな井いの小こ言ごとなどまるで聞かずに、むつきは言った。

  「うん、京都でね。明後日……いや、明明後日かな？　学会というより、地域の研究者の発表会みたいなもので――ああ、これだ。案内が来てるね」

  　金井は自分のデスクに置かれていた封筒をむつきに見せた。むつきが、それをひったくる。

  「じゃ、私、教授の代理で行ってきますね」

  「え？　ちょっと、間ま宮みやくん、間宮――」

  　金井の声を背後に残し、むつきは研究室のドアを閉じた。

  　――行かなきゃ、私が……。

  　研究棟とうの廊下を歩きながら、むつきは思った。

  　あのとき、五十嵐いがらしは死んだ。それは、間違いない。

  　だが、あのメールの差出人は、五十嵐のことをおそらく知っている。

  　まず、「葬儀」にまつわる言葉を連発したことと、大おお御み葬はふりの歌うたが載せられていたことだ。

  　五十嵐――民俗学者であり、国文学者でもあった五十嵐亮りようが研究のメインにしていたもの。

  　天皇の葬儀である。

  　僧の写真もそれを裏付けている。あの僧の塑そ像ぞうは、法ほう隆りゆう寺じの五重塔の最下層、北面にあるものだ。釈しや迦かの涅ね槃はんに直面した人々が、嘆き悲しんでいる様子を像にしている。

  　――壮大な仏教パノラマ、とでも言うべきかな……。

  「涅槃」とは釈迦の「死」を意味する。釈迦の死に直面した弟子たちが、全身を使って、まるで吠ほえるように泣いている――その光景を塑像で表現したものだ。

  　五十嵐はこの、泣き方に注目していた。

  　かつて天皇の葬儀を行う際、参列者はいかに自らの悲しみが深いかを競いあった。それは、

  仏教式の葬儀が行われる前、奈良時代の直前まで続いた「誄しのびごと」と呼ばれる儀礼である。

  　いかに上う手まく悲しみを表現するか――。

  　まず、泣く。

  　悲しみを舞いで表現する。

  　歌や音楽を奏かなでる。

  　なかには、自らの大だい腿たい部を切りつけ、血を流すことで悲しみとする者もあった。

  　当時の泣き方など想像するしかないのだが、手がかりとなるのが五重塔の、僧の像だ。

  　この像は、奈良時代の始まりにほぼ重なる七一一年に作成されたものであるため、「誄」が行われていた時代の泣き方の参考に適している――と指摘する学者がいて、五十嵐もそれに賛成だった。そしてよく、論文でとりあげた。

  　葬儀、倭やまと建たけるの命みこと、五重塔の像――これらは五十嵐の研究領域に、非常に近い。

  　そして極めつけが、メールの最初にある「天才が遺のこしたという遺産」という言葉。

  「『天才』という言葉が意味するもの……」

  　宗教法人『劫ごう光こうの道みち』。

  　かつて五十嵐いがらしは、むつきとともに『劫光の道』に籍を置いていた。

  　その幹部に「五人組」というものがあった。

  　五人の人間が各部門のトップに立ち、組織の運営上、機密を要する業務を行った。五十嵐は――そのひとりだった。

  『ＱＯ』の事件でも行動していた一いつ色しき巽たつみは、「武闘の一色」と呼ばれる。

  　一色は、教団の陰で行動する工作員や、過激な思想を持つグループとの折せつ衝しよう、そしてときには――脅きよう迫はく、傷害、殺人まで手がけた。

  　一色とは、『ＱＯ』の事件のときに遭そう遇ぐうした。ゲームプログラマーである尾お花ばな秀しゆう五ご朗ろうを口封じのために始末しようとし、彼の腹に拳けん銃じゆうをぶっ放したことは、記憶にはっきり残っている。

  　むつきの実の父でもある二ふた見み儀ぎ介すけは、「理論の二見」といった。

  　杜ず撰さんな編集だった教典を見直し、再構築した。また、教団が直面する法律問題を解決するのが二見の仕事だった。

  「弁論の三さえ枝ぐさ」は、コミュニケーション心理学の分野で博士号を取得している五十代の男で、大きくふたつの仕事をしていた。

  　ひとつは、マスメディアコントロール。効果的な広告展開や、教団内で定期的に行われる大会の仕切り――こちらは表向きの仕事だ。

  　そしてもうひとつが、洗脳だ。一歩、『劫光の道』に足を踏みいれた人間を、逃のがさないための手て練れん手て管くだを考え、マニュアル化した。また教団が必要としている、政治や経済上のキーパーソンに接触し、教団のために便べん宜ぎを図らせた。莫ばく大だいな金を動かすことも多かった。

  「女じよ傑けつの四よつ谷や」は教団の女性部の頂点に立っていた。

  　家庭に不満を持っている既婚女性をターゲットに、徐々に教団内にとりこんでいった。女性さえ手しゆ中ちゆうにすれば、子どもはもちろんやがて夫も信者となる。家庭の悩み相談など、心理的な側面からアプローチすることが多かった。

  　女性だけによる女性部を結成し、より結束を固めていった。さらに教団内の権力争いでは、一色に対抗する女性だけの武闘派チームをつくろうとしていた。

  　そして五人目。

  「天才の、五十嵐……」

  　五十嵐亮りようは、日本中、さらには世界中に散らばる、無数の伝でん承しよう、風習を採集し、莫大な情報を整理し、誰だれも気づかなかった法則性を導きだした。五十嵐の仕事は、教団内でも学力の高い人間を集め、論文を書かせ、本人も書きまくることだった。ただの薄っぺらい新しん興こう宗教ではない、理論で裏打ちされた信頼できる宗教であることを、対外的に示そうとした。

  「類たぐい稀まれなる偶察力セレンデイピテイを有する学者」として、メディアでもとりあげられた。

  　一見、なんら関係のない事柄から、まったく違う発見をする能力を、「偶察力」と言う。五十嵐いがらしの発見が、これまでの学者にはなかった視点を持っていたから、そう呼ばれたのだろう。

  　五十嵐は、非合法な仕事には一切、手をつけなかった。

  　しかしそれでも「五人組」のメンバーにしたのは、ほかの四人としては、ゆくゆくは仕事をやらせるつもりだったのかもしれない。

  　むつきが気になっていることは、「五人組」という呼び方にくわえて、もうひとつある。

  　それは、むつき以外ほとんど誰だれも知らないはずの事情だ。

  　その五十嵐が、死の直前まで全身全霊を傾けて書いていた論文がある。

  　完成していないし、発表もしていないからという理由で、五十嵐は見せてくれなかった。

  　徹底的に先行研究を覆すような内容だったらしい。

  　テーマだけでも教えて、とむつきが聞いたとき、五十嵐はこう答えた。

  　――天才への挑戦、だよ……。

  　もしもその論文を、この奇妙なメールの差出人が知っていたとしたら。

  　そして五十嵐を知る人間に向かって、なんらかのメッセージを飛ばしているのだとしたら。

  「どうして知っているの……？」

  　五十嵐は、教団から離れた広島県の借家で論文を執筆することが多かった。その場所は、教団には知らせていなかったはずだ。

  　五十嵐の死後、一か月ほどしてから、むつきはその借家を訪れた。

  　最後にむつきが見たときと、変わった様子はなかった。

  　しかし、五十嵐の使っていたパソコンを起動すると、論文はきれいになくなっていた。保存していたはずのフラッシュメモリもどこかに消えていた。

  　誰かが持ちさったのだろうかと考えたが、別の可能性を思いつき、むつきはあきらめた。

  　論文はすでに完成され、五十嵐が助手として在籍していた公こう和わ大学、あるいは出版社に送られたのではないか――と。

  　むつきはその後、どこかの媒ばい体たいで発表されるのではないかと期待したが、今もって行方はわからなかった。

  「もしもあの論文が残っているのなら……」

  　ひょっとしたら持ち主は、なんらかの理由で扱いに困っているのかもしれない。相談する相手を必要として、五十嵐を知る誰かを探しているのかもしれない――。

  　彼は「世に出すべき決定的な論考になる」と言っていた。ならば、自分が手にしなければ。

  　五十嵐亮りようという天才を愛し、その死を、もっとも間近で目にした、間ま宮みやむつきが。

  　暗号とやらを、解いてやる――。
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  　圭けい悟ごがむつきと会った翌日、登と聖せい高校の講堂で恵めぐ美みが演説をぶちかまし、それからさらに一日が経過した――。

  　明日から修学旅行というその日。

  　昼休み、圭悟のもとにやってきたひとりの男子生徒。

  「圭悟、けーいーご、圭悟っ！」

  「……まとわりつくな、うざい」

  「うざいとか言うな！　触るぞ、なでるぞ、へし折るぞ、へし折ってやるぞおお！　――う、うそうそ、うそですよ、ね、ね、スミマセン、圭悟さん、だから、ほら、その、今、俺おれの首にかけてるチョークスリーパーはずしてください、ね？」

  　圭悟が後ろから締めていた両手を解くと、ひゅー、などと言いながらこちらを向いてへらへらと笑う。

  　神かん田だ英えい慈じ。

  　数少ない、中学時代からの知りあいだ。

  　バスケットをやっていた圭悟は身長が一八〇センチあるのだが、英慈はそれより一五センチ以上低く、本人は身長のことをいたく気にしている。

  　さらさらの髪の毛を軽く茶髪にしていた。中学のころから女とバイクにしか興味がなく、スポーツが強い登聖高校を選んだのだって、

  「ああ、家から近いし。女子のレベル高いし」

  　という理由だけ。ある意味、意志の強さを感じさせる男。

  「圭悟さー、メシ食ったろ？　ちょっと行こうぜ。ほら、特別室」

  　特別室――それは恵美が演説でも言っていた、修学旅行問題検討委員会が設置したものだ。

  　圭悟は英慈に連れられ、教室を出た。

  　そもそも、たかだか修学旅行の実行委員に「問題検討」などと物ぶつ騒そうな名前がついているのは、かつて修学旅行中に、男女で夜の街に繰りだしたりと問題を起こす生徒が多かったらしく、一度、登聖高校の修学旅行は中止になった経緯がある。

  　しかし修学旅行に行きたいという学生の要望は、当たり前ながら強かった。だから、まずは生徒同士で問題をクリアにし、それを自主的に解決できるなら行ってもいいだろう――と教職員会で決定したらしい。

  「問題検討」という名は修学旅行復活後も残り――現在にいたる、と。

  「なあ、なんで俺を誘うんだ？　英慈は女狙ねらいなんだろ？　俺じゃなくてもっと……」

  「バカだな～。シャッフルのためだよ！　圭悟よりかっこよくて気の利きいたヤツはいっぱいいるけどさー、シャッフルは、チームプレイだからな！　俺より目立つような男だとやりにくいから、圭悟程度の男がよかったんだよね」

  　この野郎。

  「シャッフルって……クジで決めるんじゃないのか？」

  　と圭けい悟ごが言うと、心底驚いたとばかりに英えい慈じがのけぞって見せる。ワーオ。……怒るぞ。

  「冗談、冗談だって！　にぎり拳こぶしつくるなよ圭悟、なっ？」

  　修学旅行再開を許可する一方で、教職員側はさまざまな条件をつけた。

  　必ず学業に役立つような場所を回ること、自由行動では班単位で行動すること――まるで、小学生か中学生の修学旅行のような。

  　これではまともに遊ぶこともできないと――もっとも「修学旅行」の本義からすれば遊ぶこは間違いなのだが――問題検討委員会が編みだした、ひとつのシステムがシャッフルだった。

  　自由時間にいっしょに行動する班を、クラスを超えてシャッフルしようというものだ。

  　しかしそのシャッフルは、クジによって決まると聞いていた。

  「あのなー、シャッフルってのは、問題検討委員が恣し意い的に組みあわせるんだよ」

  「……恣意的に？」

  「いわば『出来レース』ってわけだ。わかる？　大体さー、なんのために特別室なんて設置してると思ってんの？」

  「それは……修学旅行にあたっての、体調不良や、精神的に不安なことを相談する……」

  　言いかけて、圭悟は立ちどまった。

  　英慈が壁に右手をついて、ぷるぷる震えて笑いをこらえている。

  　……殴なぐろうかな。

  「日ひ野のがあそこでお前を名指ししたのもわかるわ。このシャッフルは、高校生活だけじゃなくて、卒業してからもつきあえるようなパートナーを探す、チャンスなんだぜ？　お前みたいに愛あい香かちゃんに頼りっきりの男はよー」

  「頼りっきりじゃない」

  「公園で３Ｐしたんだっけ？」

  「するかっ！　――ったく、パートナーなんて大げさなんだよ。たかだか修学旅行だろ？」

  「大げさ？　たかだか？」

  　廊下の角で、立ちどまった。

  　親指で、くいくいとその先を英慈が示す。

  　角を曲がった先には――生徒の、列。

  　ここは校舎の端っこ。物理や化学の準備室や、英語のときに使うオーラルコミュニケーションルームなど、授業時間以外に生徒が来るはずもない。

  　そこに、行列ができている。

  　全部、二年生。

  　その列は、「オーラルコミュニケーション準備室」という、なんのために使うのかさっぱりわからない部屋に続いていた。

  　そこが特別室なのだと、気づいた。

  「すげ……」

  「俺おれたちにはシャッフルが一番の楽しみなんだよ、わかる？　大体よー、行き先だって今日びの高校なら、公立校だって海外だぜ。シカゴとか北京ペキンとかジャカルタとかさー」

  「……なんで国名じゃなく、都市名なんだ？」

  「それが俺たちときたら、行く先は……」

  　はー、とため息。

  「古典的にも京都だよ。恋愛に期待するしかねーじゃねーか」

  

  

  「来たな鶴つる見み圭けい悟ご。色しき魔ま神じんめ」

  「シキマジンってなんだよ。新あら手てのジンマシンか？　ていうか前は『くん付け』で呼んでなかったっけ」

  「問答無用！　女の敵はこの私、日ひ野の恵めぐ美みの敵である！」

  「オーラルコミュニケーション準備室」は、細長い部屋で、一番奥にオーラルコミュニケーションルームへ続くドアがあった。

  　両脇わきには鉄製の棚。

  　英語の教材や、今はもう使うこともないレーザーディスクやらカセットテープやらがほこりをかぶっていた。

  　中央に机が三つ。山のように名簿や紙が積まれている。顔写真つきの履歴書まであったように見えたが、問題検討委員の男子生徒がささっと隠してしまった。

  　日野恵美はふんぞり返るように座っていた。

  　黒い布を頭からばさりとかぶり、ローブのようにしているのは、あるいはどこぞの妖よう術じゆつ師かムー大陸の占せん星せい術じゆつ師かもしれなかったが、それを言うとまたうるさそうなのでスルー。

  「日野、俺おれは今回のシャッフルにかけてるんだ！　お前の力で俺に彼女をつくってくれ！」

  「ふふふ、私は君のようなアツイ青年を待っていたのだよ。だが勘違いしてはならない、彼女ができるかはあくまでも君次第。私はその手助けをしてやるに過ぎない」

  「おおおお！　頼もしいぜ！」

  　がしっ、などと、しっかり握手を交わしているバカふたり。

  「貴様、今この光景をバカバカしく思っていたな！」

  　ぶんぶんと首を振る圭悟。

  「――で、英えい慈じはどんな子がいいのよ」

  　恵美が名簿を手にとると、横に控えていた問題検討委員二名が筆記体勢に入った。まるで事情聴取か裁判だ。

  「遊びは別でなんとかするから、本気でつきあえる子がいいな。Ｄ組の滝たき井いさんとか、Ｊ組の桜さくら田ださんとか――」

  「……ちょっと待って。遊びは別でなんとかするって、なに」

  「ちょっと遊んだりする子はさー、すぐ声かけられるじゃない？　だからお嬢様系美少女にあこがれるわけよ！」

  「き、貴様は女の敵じゃ！」

  　机をひっくり返して叫びだす恵美。コピー用紙が勢いよく宙に舞う。

  「お嬢様とつきあいたいとか言うやつが、遊びの女を確保すんなっ！」

  「え、えー、でもさ……それって男のロマンじゃん」

  　問題検討委員の二名が紙を拾いあつめる。ひどく手て際ぎわがいいのが気になるところだ。

  「ほんとに女心がわからないやつだな……。大体Ｊ組の桜田ちゃんなんて、圭けい悟ごのことがいいかもとか言ってるんだぞ」

  「げー！　よりによって圭悟かよ!?」

  「……へ、俺？」

  　突然、矛ほこ先さきがこちらを向いた。

  「桜田……ああ、テニス部の？」

  　圭悟は日本史の授業の係を担当していて、授業前には教室まで資料を運んでいる。桜田も日本史の係で、資料の受け渡しのときに話をしたことがあった。

  　すこしぽっちゃりしている感じはあるが、性格の穏やかな優しい女の子だった。男子よりも女子から好かれるような子で、たしかにお嬢様と言えばそうかもしれない。

  　――でもそれで好きになるような関係か？　絶対うそだろ。

  　そう言えば、次の授業は日本史だ。

  「まー、圭悟には愛あい香かがいるから、って私は言ったんだけどね。彼女も強ごう情じようで」

  　言いながら、恵めぐ美みがちらりとこちらを見る。

  　どうする、脈アリだぞ？　とでも言いたげな――野や次じ馬うま根性丸出し。

  「あのなあ、お前は……」

  　お前は愛香ちゃんの味方なのか、敵なのか、どっちなんだ――と言いかけて、圭悟は言葉をのみこんだ。

  　気づいたのだ。

  　この部屋の一番奥にある、テレビ台を縦長にしたような、天地一メートル程度の両開きの収納。ほんのすこしだけ、戸が開いている。

  　そこから、こちらをのぞく、目。

  　――うわ、すげーこっち見てる……。

  　圭悟と目が合い、ぱたんと閉じられた。

  「……恵めぐ美み、ちょっと聞いていいか？」

  「こ、この部屋にはほかに誰だれもいないぞ」

  　いるんじゃねーか。

  「……わかった、もう出てきていいから、愛あい香かちゃん」

  　しーんと静まりかえる室内。やがて、そろそろと戸が開かれる。

  　そこには体育座りしている愛香がいた。

  「どうして……わかったの？」

  　狭いところに隠れていたからか、汗をかいて前髪がぺたりと額についている。

  　愛香は内気なくせに、ときどき大胆。常に迷まい子ごのような目をしているが、ごく稀まれにきらっと光が宿ることを、圭けい悟ごは知っている。

  「いいから、その座り方やめなよ。パンツ見えてる」

  「ひっ」

  　愛香はあわててスカートで前を隠す。

  「マジでっ!?」

  　と、色めきたつ英えい慈じには――圭悟が手を出す前に恵美が目つぶしをくれていた。

  「うおおおおいてええええ！」

  「さしずめ、恵美に変な話させて、俺おれがどういう反応するか見ようと思ったってところかな」
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  　立ちあがり、スカートをはたきながら、ばつが悪そうに愛あい香かが答える。

  「う、うん……よく、わかったね？」

  「違うんだよ圭けい悟ご、これは愛香じゃなくて私が提案したの。怒らないでよ」

  「うおおおお」

  「別に、怒ってるんじゃないよ」

  「圭悟くん、目が怒ってるもん……」

  「うおおおお」

  「怒ってないって」

  「愛香のけなげな気持ちを放っておく圭悟も悪いんだって」

  「うおおおお」

  「英えい慈じうっせー！」

  「えーい、うるさい！」

  　ふたりに怒ど鳴なられ、さすがの英慈もふてくされ、膝ひざを抱えて泣きだした。

  「なんでこんなことするんだ？」

  　すこし、かちんと来ていた。

  　自分の気持ちを疑われていた、ということなのだろうか？

  「だって圭悟くんが……」

  　ぐす、と愛香が鼻をすする。

  　そのとき圭悟は――やばい――と思った。

  　経験的にわかる。こういうときの愛香は要注意だ。

  「せっかく……なのに、愛香……食べてくれないし。据すえ膳ぜん食べないのは、男の恥だよ？」

  　また、しーん、と静まりかえる部屋。

  　それは、聞きようによっては――いやどこからどう聞いても、愛香が誘ったのに圭悟が応じなかった、としか理解できない。

  　しかし実際は、「愛香がつくった料理食べてくれないし」が正しく、据え膳食わぬがなんとやらは完全に誤用である。

  　もうひとつちなみに言えば、愛香の料理の腕はかなりのレベルだ。悪いほうに。

  　と、圭悟はそこまで一瞬で考え、弁明を、

  「圭悟ぉぉおおおおお！」

  　する暇を恵めぐ美みが与えてくれるわけもなく、愛香の手をつかんで部屋を飛びだした。

  「逃げるぞ！」

  「待て圭悟おおおおおどういうことだ！」

  　走って、走って、ふり返り、走って、階段を飛びおりたところで、ふり返り、もう追っ手がないことを確認し、

  「はぁ、はぁっ、ああいう、勘違いさせるようなことは言わないで、お願い、頼む」

  「は……はひ」

  　引っぱってこられてふらふらになっている愛あい香かの肩をつかみ、圭けい悟ごは言った。

  　ふたりの様子を、通りがかった三人の女生徒が見て、くすくす笑いつつ通りすぎていく。

  　圭悟は、愛香との関係を改めて思う。

  　別々の中学に通ってはいたが、ふたりともバスケット部だった。

  　そして同じ公園でいっしょに練習するようになって――。

  　――も、もしも私がね、圭悟くん……あのとき圭悟くんがやったみたいに、エンドラインぎりぎりから、ス、スリーポイントを入れられたら……。

  　つきあってください――と言って、愛香はシュートを放った。

  　あのとき、愛香の放ったシュートは――リングに当たって外れたのだ。

  　けれどもその瞬間、圭悟の身体が反応していた。

  　リング下に滑りこんでジャンプした。そして外に逃げそうになったボールをつかんで、そのままリングにたたきこんだ。

  　アリウープのような形だった。

  　結局、うやむやになってしまったのかもしれない。でも圭悟がやったことは、愛香の言葉にたいして、限りなくイエスに近い答えだった。

  「ね、ねえ、愛香ちゃん」

  「あうあう」

  　揺すってみると、ガクガク揺れる愛香。そのまま圭悟のほうに倒れかかり、ぎゅうっと抱きしめられる。

  「ちょ、ちょっと愛香ちゃ――」

  「鶴つる見み」

  「ぎゃあっ！」

  　そんなときに背後から話しかけられ、思わず叫ぶ圭悟である。

  　そこにいたのは、圭悟と同じく日本史の係、河合かわい留る亜あだった。

  　もうそんな時間か――と気がついた。地図や資料をとりにいかなければならない。

  　留亜は、ふたりの関係などどうでもよさそうに見ていた。さすが「氷のアスリート」。

  「ごめん、行くよ。――愛香ちゃん、教室に戻って。いいね？」

  「は、はひ」

  　へろへろと、廊下を愛香が歩いていった。

  「行こう、さっき予鈴は鳴ったみたいだし」

  　圭悟は留亜の前に立って歩きだした。ちらりとふり返ると、愛香は壁に手をつきながらゆっくりと歩いている。愛香もまたちらりとこちらを向いて、名残惜しそうな視線を送りつつ、唇をとがらせていた。

  

  

  　無言。

  　廊下を歩く、圭けい悟ごと留る亜あ。

  　留亜が無む駄だ口ぐちをたたくところなど、圭悟は聞いたこともないし、おそらく今後も聞くことはないのだろう――と、思っていた。

  「かわいいよね、木き瀬せさん」

  　ぽつりと、留亜が言った。

  　聞き間違いかと思った。

  　ちらりと留亜が圭悟を見る。どうやらほんとうに言ったらしい。

  「かわいい……かな。俺おれにはよくわからないけど――放っておけない感じはすごくある」

  「…………」

  　愛あい香かの気持ちはすごく伝わってくる。好かれているな、と思う。

  　そして自分もそれに応こたえたいのに、愛香への気持ちが異性に対する愛情なのか、たんなる親しみの情なのかわからず、二の足を踏んでいる――。

  「俺には妹がいるんだけど、それに近いかも……。そんなふうに言ったら愛香ちゃん怒るだろうけどね。でも、ほかの男子が思うような愛香ちゃんって、実際とはちょっと違う」

  「…………」

  「愛香ちゃんのいいところはもっと違うところにあると思うし。まあ――女子同士の評価とかってよくわかんないけど」

  「…………」

  「あのー……留亜？」

  　ひとりでしゃべっているとバカみたいだ。

  　とはいえ、日本史の係でこうしていっしょに行動していても、留亜が口を開くことは滅多にない。今日、話しかけてきたのなんて、かなり珍しいことだ。

  　留亜は女子といるときもあまり話している様子はない。頼まれたことを断れない性格だからか――日本史の係もそうだが――それを優しさだと思われて、ほかの女子はいっしょにいるのかもしれなかった。

  　水泳部でもそうなのだろうか。

  　練習中、黙々と泳いでいる留亜を、圭悟は知っている。

  　きっちりと、なにがあっても乱れない平泳ぎのフォーム。

  　県内では敵なし。全国大会の出場経験も多く、決勝まで進出したことがある。

  　ストイック。

  「氷の」はともかく、「アスリート」という言葉は彼女のためにある言葉だと思えた。

  　そして留る亜あには、もうひとつの側面があった。

  　ある放課後、日本史の先生が休むと聞いて、翌日の一限目の準備は要らないから早く登校しなくてもいいことを、留亜に伝えにいった。

  　どうしても英えい慈じがついていきたいと言うので――いやな予感はしたのだが、ふたりで水泳部が練習しているプールに向かった。

  　屋外のプールだ。

  　留亜を探していると、英慈が突然、口笛を吹いた。

  　――やべー、水泳部の女の子スタイルいいじゃん！　これは目の保養になるなりぃ～。

  　バカ、そんなこと言うんじゃない――と圭けい悟ごが言おうとしたときだった。

  　目の前に、留亜が立っていた。

  　競泳用のぴっちりした水着。水を滴したたらせていた。スイムキャップとゴーグルを外した留亜は、均整のとれた肉体といい、はっとするような美しさがあった。

  　――うお、河合かわいってそんなにイイ身体してたのかよ！

  　と、英慈が言ったときだった。

  　英慈の身体が、後方に――。

  　ふっとんだ。

  　留亜の、見事な中段の突つき蹴げりだった。

  　唖あ然ぜんとしていると、刺すような留亜の視線が圭悟に向けられた。

  　――あ、明日……日本史の先生、休み、だから……早く来なくていいって……。

  　――そう。

  　それだけ言いのこすと、留亜は去っていった。

  「……聞いてる？」

  「え？」

  　留亜が立ち止まって、こちらを見ていた。

  「修学旅行、楽しみ？」

  　話しかけられていたとは、気づかなかった。

  　どうして急に――と思いつつ、つい最近になって、そういえば留亜と会話が成立しだしたことをふと思いだす。

  　なぜ最近になって、とは思うが、会話ができるようになるのはうれしいことだ。

  「どうだろ……そんなでもない、かな……。恵めぐ美みが言ってたような、恋人がいるからとかそういうんじゃなくてさ。ていうか、愛あい香かちゃんは彼女なんだけど違うっていうか……」

  　愛香とは、あのスリーポイントシュート以来、つきあっているような感じだ。けれども、つきあっているのに、べたべたするわけでもない。中途半端な関係だった。

  　その関係に甘えていたのかもしれないと思ったのは、『ＱＯ』の事件のときだった。

  　愛あい香かを、泣かせてしまった。

  　圭けい悟ごの一番になりたいと、愛香は言った――。

  　圭悟にとっても愛香は一番だ。けれどもそれは、女子のなかでは一番ということであり、きっと愛香が言ったような意味とはまた違うのだろう。

  　あの事件から、ふたりの仲が進展したとは言えない。しかしこうして愛香との関係を考えるようになったことだけは、進歩なのかもしれない――。

  　圭悟がそんなことを思っていると、留る亜あが口を開いた。

  「男女の関係は、君が思うよりもずっと複雑で、それが本来の姿なんじゃないかな」

  「……え？」

  「とある男が、父であり妻の夫であるだけではなく、会社では課長で、趣味の囲い碁ごクラブだと新入りで――人間の役割なんてひとつじゃない。誰だれかに役目を背負わされることはないし、すべての役割が義務ではない」

  　留亜がこんなに長く話しているのを聞いたのは、初めてかもしれない。

  「えっと……留亜？」

  　留亜はしかし、それ以上なにも言わなかった。

  　いつも大人びて、どこか悟さとったようで、感情を見せることもないと思っていた。

  　その留亜の、心を垣かい間ま見たような気がした。

  　――人間の役割なんてひとつじゃない、か。

  　といっても、いったい留亜がなにを言いたかったのかなんて、さっぱりわからなかったのだけれども――。

  



  
    ４
  


  

  

  　その会場内にいるほとんどは、主婦だった。

  　家電製品の安売り――ということで、とあるホールを借りきっている。

  　思った以上に盛況だ。ほっとしたように息をつくひとりの女。

  　長くはない茶髪を後ろでまとめ、目元にはサングラス。パンツスーツを着ているので、やり手のキャリアウーマンのように見えなくもない。

  「ま、ここからが本番ね……」

  　仲なか根ねまどかはつぶやいた。

  　一か月ほど前まで、登と聖せい高校のスクールカウンセラーだったが、今は本業に集中している。『劫ごう光こうの道みち』のスポークスマンだ。

  「なかなかの盛況ですねえ」

  　まどかの横にやってきた、中年の女。ひょろりとしているが、着ている服はそこそこ高級なものだ。

  　鶴つる見み圭けい悟ごの、母だ。

  「みなさんの熱心な信仰のおかげです」

  「はい！」

  　彼女は子どものように無邪気に返事をして、どこかへ行ってしまった。ああして熱心に手伝ってくれているのを見ると、まどかもうれしくなる。

  　圭悟の母は一時期に比べるとずっと落ちついて、健康になった。これも信仰による導きだろうとまどかは思う。こうして教団は人を救ってきた。

  　むつきは教団のやることの、一から十まで否定しようとするが、ああいう人間にはなにを言っても無駄だ。信仰がなければ、圭悟の母だってもっと悪い人生を送ることになっていただろうと、まどかは考えている。

  　しかしまどか自身は、圭悟の母とは違ったものを教団に求めている。

  　教祖である真しん劫ごう院いんくららだ。

  　まどかは、教団の教義ではなく、くららそのものを信仰している。

  　くららには特別な力がある。だから、その力をもっと多くの人に知ってもらいたい――。

  　今日、まどかがここにいるのは、お目め付つけ役としてだ。

  「五人組」のひとりであり、教団のマスメディア担当である三さえ枝ぐさ。その弟子がどこまで成長したのかを確認しにきたのだ。

  「ようこそ、お集まりくださいました」

  　マイクを持った、その、三枝の弟子が登場する。

  　ここで、彼は教団のすばらしさについて語る。聞きやすいように「お得な話」から始まり、救われた人のエピソードを――。

  　宗教に興味を持っている人間は少ない。まずはこうして、話を聞いてもらう場所をつくるだけでもひと苦労だった。場所をつくれば、あとは話術。その力量が高まれば、信者の獲得率もあがるというものだ。

  　マイク越しに、弟子のスピーチは始まった。

  「……仲なか根ねさん」

  　そこへ、圭悟の母がまたやってきた。

  　どうやら、まどかを呼んでいる人がいるらしい。

  「急ぎなの？　……しかたないわね」

  　スピーチを録音しておいて、と彼女に命じて会場を出た。

  　駐車場に行くと、見慣れた黒い国産車があった。

  「くらら様……？」

  　それはふだん、『劫ごう光こうの道みち』の教祖、真しん劫ごう院いんくららを乗せている車だ。

  　スモークガラス越しになかをのぞき込む。

  「くらら様――どうしてここへ」

  　手招きされたので、ドアを開けてなかへ乗りこんだ。

  　くららの年齢ははっきりとはわからないが、ぱっと見では中学生程度にしか見えない少女だ。背は一五〇センチ程度で、驚くほどに白い肌。そして浮うき世よ離れしたように、どこを見つめているのかわからない瞳ひとみ。

  　こほんこほん、と咳せきをした。熱があるのか、頬ほおに赤みが差している。

  　黒い冠かんむりからヴェールが下がり、かつて女性の神しん職しよくが使った水すい干かんをふだんは着ている。

  「まどか」

  　ぽつりと、くららが言った。

  　一日に数語しか発せられないくららの肉声。

  　それは、「ご託たく宣せん」「ご神しん託たく」などと呼ばれ、特別な意味を示し唆さすることが多かった。

  「はい、なんでしょう」

  　緊張のせいで、まどかの声が強こわばった。

  「一の矢を放ちました」

  「……一の矢？」

  　なにを言われたのか、すぐにはぴんと来なかった。

  「この矢は反撃の矢。向かうべくは彼を追いつめた相手。恨みを晴らすのは恨みを持つ地」

  「反撃……恨み？」

  　あとは自分で考えろと言わんばかりに、くららはそっぽを向いた。

  　――反撃の矢……恨み……一の矢……。一、ってことは一いつ色しき先生？

  　一色は『ＱＯ』の事件のとき、むつきに姿を見られた。指名手配犯と教団の関係が、ひいては世間を騒がせた事件との関係がバレてしまったのだ。その後、張られた警察の警戒網をかいくぐって逃亡には成功したものの、さらに警察の警戒が厳しくなったため、謹きん慎しんしていた。

  「謹慎していた岐ぎ阜ふの一軒家を、一色先生が出た、ということでしょうか？」

  　まどかは聞いたが、くららは答えない。

  　――でも、恨みってなに？

  　――そうだ、『ＱＯ』の事件……。

  　自己中心的で、徹底した個人主義の一色だったが、教団の仕事で失敗したことは、これまで一度もなかった。

  　唯一の失敗と言っていいかもしれない。『ＱＯ』の事件が。

  　あれを恨みに思わないわけがない。

  　だとすると、恨みを向ける相手は――。

  　ただじっと、くららがまどかを見つめている。

  「……くらら様、私はこれで失礼いたします」

  　言って、まどかは車から出た。

  　――これは、まずいわ。

  　むつきの父である二ふた見みが、法律を使って『劫ごう光こうの道みち』を守る「盾たて」となるとしたら、一いつ色しきの場合は積極的に相手を攻撃する「剣」だ。

  　一色の行動内容は、とくに秘密中の秘密であり、明かされることはほとんどない。「五人組」に近い存在であるまどかですら、わからないことがほとんどだ。

  　ただ、その「剣」の威力がすさまじいことぐらいは知っている。

  　かつて、警察の特殊急襲部隊だか、海上保安庁の特殊警備隊だかにいたと聞いていた。

  　ぼさぼさの髪でだらしない格好の一色を思うと、公務員だったのかというのはある種の驚きだった。どうも、高校を中退して遊びやケンカに明け暮れる一色を見かねた彼の親が、無理矢理訓練所に入れてしまったということらしい。

  　腕力と運動神経は抜群だったため、初めて格闘技を学んだ一色は、それにのめり込んだ。

  　ある日、隊員同士でケンカが起こった。そのとき一色は――我を忘れて手加減ができず、相手を殺しそうになったという。

  　一色は職を解かれ、野に放たれた。

  「親不孝者」と親にも見捨てられた。

  　最初の殺人を犯すまで、時間はかからなかった。

  　殺されたのは『劫光の道』の信者だった。

  　一色を非難する――前に、四よつ谷やが一色の身辺を調査させた。そして警察よりも先に、一色の居場所を探しあて、その身柄を確保した。

  　四谷は、一色をくららに会わせたらしい。

  　そこでどんな話がなされたのか、まどかは知らない。けれどもその時点ですでに、四谷は一色をとりこむことを考えていたようだった。

  　一色は、真しん劫ごう院いんくららに服従した。

  　ほかの誰だれが命じても鼻で笑って相手にしないが、くららが言ったことは、すべて確実に実行した。

  　くららにたいして服従する気持ち、それはまどかにもわかる。他人を捕らえて離さない不思議な視線――今ではまどかもかなり慣れたが、これでも最初のうちは、くららの前にいるだけで奇妙な動どう悸きに襲われ、滝のように汗をかいた。

  　しかし、まどかにとって不思議なことがある。くららは言葉を発することが少なく、しかもわかりづらい。一色はどのように判断しているのだろうか。

  　おそらく二見か三さえ枝ぐさ、四谷の誰かが一色といっしょにくららの言葉を聞き、内容を噛かみくだいて説明するのだろう。そして一いつ色しきは、教団のために行動するようになった――。

  　教団に因いん縁ねんをつけ、小こ金がねをせびろうとしたチンピラはやがて行方不明となった。教団のバックアップを受けて当選した市議会議員で、その後ほかの宗教団体に鞍くら替がえをした者がいたが、不可解な自殺を遂げた。教団の資金を流用し、私し腹ふくを肥やしていた男は海難事故に遭あった。

  　まどかの知っている範囲でその程度だ。もちろんそれらは、一色がやったという証拠などなにひとつ残されていない。

  　表面上、教団と一色はつながりがないことになっている。

  　さもなければ、警察の捜査、暴力団やそのほか過激思想を持つグループなどの、復ふく讐しゆうの手が教団に及ぶ。一色のことはもちろん「五人組」の存在も、対外的には徹底的に隠された。

  　その一色が、目標を定めて動けばどうなるか。

  　狼おおかみが兎うさぎを追うようなものだ。あっという間に噛かみ殺される。

  　むつきのほうは、自分で首をつっこんでるし覚悟もできているだろう。

  　それより心配なのは、圭けい悟ごだ。

  　妹を助けたいという一心で『ＱＯ』の事件に関わった。まどかも圭悟の熱意にほだされ、すこしばかり協力してやったところもある。

  　そんなことで一色に逆さか恨うらみされ、危害を――下へ手たをしたら殺されるというのは、あまりにも酷こくな話だ。

  「そう言えば登と聖せい高校、修学旅行だっけ……」

  　旅行先は、京都だ。

  　一色や教団の活動拠きよ点てんは、近きん畿き一帯――。

  「飛んで火に入るなんとかじゃない！」

  　電話をかけてみよう――と思いつつ、せっかくの修学旅行に水を差すのも悪いような気もした。一色が圭悟を襲うかもしれない、というのは、まどかの推測でしかない。

  「……動きがはっきりするまで、そばで見守っててあげようか」

  　そう決めると、まどかは教団の本部に電話をかけた。ほんとうに、一色の所在が確認できないか聞いてみる。もしそれが事実なら、自分は、京都へ行こう。

  

  

  　そんなふうに、各人各様の思いを抱え――。

  　登聖高校二年生、修学旅行のその日を迎えた。
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  第二章　いにしえの都にて

  



  
    １
  


  

  

  　新幹線「のぞみ」は、東京駅を出発し、西へ向けてひた走っている。

  　その「のぞみ」のグリーン席に、カップのコーヒーをすするひとりの女性がいた。

  　間ま宮みやむつきは、物思いにふけっていた。

  　新幹線は、静かに、考えをまとめるにはよい空間だ。

  　高校生の修学旅行らしい一団が、自分と同じ列車にぞろぞろと乗りこむ姿を東京駅で見たときにはぞっとした。自分の静かな時間を邪じや魔まされるのではないかと思った。しかし、さすがにグリーン席の車両までは来ないようで安心した。

  　――考える時間、か……。

  　なにを考えるのか――と思うまでもなかった。

  　頭に浮かぶのは、五十嵐いがらしのことばかりだ。

  　五十嵐は、大学院生だったころ、むつきの父である二ふた見みのところへやってきた。むつきはまだ中学生だった。

  　そのころの二見は、とある私立大学の教授を務めていた。専門は宗教学。五十嵐は、二見の論文を読んでいたようだ。

  　二見が目指していたのは、「完全なる教義」。

  　理論的な矛む盾じゆんが一切なく、宇宙を定義できるような教義――それをつくろうとしていた。法律のような曖あい昧まいさのなさを二見は好んでいた。五十嵐は、二見の書く論文の、そういった緻ち密みつな論理性に惹ひかれたらしい。

  　五十嵐は、ひらめきや直感を大事にしている面があった。自分にないものとして、二見に尊敬の念を抱いていたのだろうか。

  　新幹線はトンネルを抜けた。

  　もうしばらくすると富士川をまたぐ鉄橋から、富士山が見えるはずだ。秋晴れのいい天気だとむつきは思う。

  　――秋が似合う人だった……。

  　男の割りには長く、さらさらとした髪。そう、秋のように憂うれいを常に漂わせ、涼やかな声で歴史や文学を語った。むつきが話をするときは根気よく耳を傾け、外科医がメスを入れるように正確に、話の要点を指摘した。

  　五十嵐は、直接話をすることで、さらに二見に惹かれたようだ。そして自ら書いた論文を持参した。二見は五十嵐の論文の出来に驚き、その実力を認め、家への出入りを許した。

  　――石いし頭あたまがふたつも並んでる。

  　最初の印象はこんなところだった。

  　むつきの家庭教師を買ってでたのだって、父の機嫌をとりたいからなのだと思っていた。

  　しかしほどなくして、それは誤解だと気づいた。

  　――あの論理の塊かたまりである二ふた見み先生から……君のように自由奔ほん放ぽうな思考を持つ人間が生まれたというのは、ある意味奇跡かもしれない。君には二見先生の論理性と、きらめくような発想があるんだよ。

  　五十嵐いがらしは、むつきになにかを発見したようだった。どうせお世辞でしょう――と思いながら、二見にならともかくむつきにお世辞を言う理由はないだろう。

  　そういった五十嵐の行動のすべては、向学心によって裏付けられていたとむつきは思う。資料を読むスピードは異様に速く、一度見聞きしたらけっして忘れない。そのくせ、知識の多さに混乱することもなく、むつきが質問するとすぐに答えが返ってきた。

  　――ウェブの検索エンジンみたい。

  　石いし頭あたま――から進歩したのかわからないが、むつきは五十嵐の処理能力の高さに驚いた。

  　ただ、あまりにも向学心が強く、日常生活に支障を来きたすこともあった。

  　居候のくせに論文を書きはじめると、パソコンの周囲に資料を積んで、何時間経たってもその場所から動かなかった。ちょっと呼ぶぐらいではダメ、大声で呼んで生なま返事、三日間風ふ呂ろに入らなかったときはさすがに、むつきは強引に五十嵐を引っぱり上げて風呂に放りこんだ。

  　――ゲームに熱中する子どもじゃないんだから。

  　誰だれかがそばについていてやらないと、この人は風呂どころか飯も食わないのではないか、とむつきは思った。

  　二見とはそこが違った。二見は、きっちりと決まった時間に起き、決まった時間に飯を食い、決まった時間に散歩をし、決まった時間に本を読み、決まった時間に風呂に入る。

  　その、ロボットのような二見のふるまいは、むつきにとってはとっつきにくい部分だった。そういう生活に慣れていたのだろう、母も、家の仕事を黙々とこなし、無む駄だ口ぐちをたたくことはほとんどなかった。

  　二見に比べれば五十嵐は――たしかに常じよう人じん離れした能力の持ち主ではあったけれども、どこか間まの抜ぬけた、優しさにあふれる人間だった。

  　きっと、自分は五十嵐によくなついていたのだと思う。

  　そして五十嵐もまた、妹のように自分をかわいがってくれたのだと思う。

  　論文を書くことに、夢中になっている五十嵐の、世話を焼くことは楽しかった。できれば、その役割はずっと自分でありたいと思った。

  　十歳の年の差。

  　五十嵐から見たら、自分は子どもにしか見えないだろう。

  　でも、時間が経てば、年の差なんて気にならなくなる――。

  　むつきは、ため息をついた。

  　気づけば五十嵐いがらしのことを思いだしている――その間だけ、むつきはあのころの自分に戻れるような気がしていた。五十嵐が、そばにいたあのころに。

  「……思い出に浸るのは、もう止やめたじゃないか」

  　ほろ苦い後悔が、胸のうちをよぎった。

  　むつきは、改めて圭けい悟ごが持ちこんだメールについて考えをめぐらせた。

  　スパムメールについて、インターネット上で騒がれていないかどうか、ひと通りチェックをしてみたが、むつきの思っていたほど記事はなかった。

  　ごく少数のブログでとりあげられ、いくつかの掲示板にそれと見受けられる書きこみがあったぐらいだ。それらの内容は、メールの本文にあった和歌が、倭やまと建たけるの命みことの大おお御み葬はふりの歌うたであることは気づいているものの、

  『ほんとうに財宝なんてあんの？』

  『ほかのスパムとは違うけど、だからなにって感じで、新たな広告スパムなのかもしれない。ひょっとしたらテレビの新番組とか』

  『画像が意味わからない。不気味』

  　つっこんだ推測を展開しているようなものは、なかった。

  　メールが五十嵐の存在を示唆していると気づいた人間は、むつきのほかにいないはずだ。

  　圭悟のクラスメイトが死んだことも、メールとは関係がないだろう。そちらもそれとなく調べてはみたが、そもそもニュースとしてとりあげられていなかった。事件性が低いか、あるいは未成年であることに配慮したからか、どちらかだと思われる。

  「さて……どこから解くべきか」

  　まずは教授の金かな井いに言った建たて前まえ上、研究発表を聴きに行かなければならない。

  　その後は――、

  「法ほう隆りゆう寺じ、かな」

  　単純に考えれば、山の写真は、僧の写真と関係があるのではなかろうか。つまり、僧の像がある五重塔から、山が見える。

  　それにしても、メールの送り主はいったい何者なのか――。

  「五十嵐さんのこと、というだけで関西まで引っぱりだされる私もよっぽどどうかしてる……。

  でも、これは、私じゃないとできないことだから」

  　和歌四首。

  　法隆寺の塑そ像ぞう。

  　山の写真。

  　まったく無関係に見えるものから、ひとつの結論を導く能力――。

  「偶察力セレンデイピテイなら、私にだってあるはずよ……」

  　京都到着まで、あと三十分以上ある。

  　わずかな休息を求めて、むつきは瞳ひとみを閉じた。
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  　そのころ、圭けい悟ごは新幹線の車両連結部分であるデッキにいた。

  　今朝、妹の絵え璃りに思いきり蹴けられた背中が痛い。

  　――お兄ちゃん、あんなダメ父と絵璃を放置して旅行なんて行っていいの!?　絵璃も連れてってよ！

  　前半についてはまったくそのとおりで限りなく申し訳ないとは思うが、後半部分を叶かなえるわけにもいかない。父は相変わらず、自分の部屋で飲んだくれていた。

  　三日後、家に帰ったときになにをされるかわからなかったが、とりあえずお土産みやげでなんとかしようか――と思いつつ、ため息をついた。

  「……あれ」

  　圭悟は、客車に入る前で立ち止まった。

  　ひとりの女子生徒がいた。

  　スポーツ用のスニーカーに、タイトなジーンズ。だぶだぶの白いパーカーを着ている感じは少年のようにも見えるが、後ろで縛った長い髪が、それを否定していた。
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  「河合かわいさん？」

  　乗降用ドアの前にいた留る亜あは、驚いたようにふり返った。

  　手には――携帯電話。

  「どうしたの、こんなところで」

  「…………」

  　留亜は圭けい悟ごから視線を逸そらし、ポケットに携帯電話をつっこんだ。

  　そして無言で圭悟の横を通っていこうとする――。

  「修学旅行……」

  　圭悟は、声をかけた。

  「楽しみじゃなかったの？」

  　昨日、留亜に聞かれた言葉を、そのまま返す。

  　――修学旅行、楽しみ？

  　留亜がそんなふうに聞いたのは、修学旅行を楽しみにしていないからだろうと考えていた。

  　なぜなら、シャッフルがあるから。

  　シャッフルのせいで、全然交流のない男子と同じ班になる可能性だってある。留亜は、そういうコミュニケーションが、苦手なのだと思っていた。

  　昨日の放課後、シャッフルが行われた。

  　形式は、クジ。ただし、例によって黒い布をかぶっている恵めぐ美みの持った箱に手をつっこんで、そこから紙を引きぬく。

  　箱のなかには――一枚の紙しかなかった。もちろん「出来レース」である。

  　圭悟は四人の班に当たった。

  　メンバーは、予想どおり愛あい香かといっしょだった。そして英えい慈じも同じ班だ。ここまでは完全に予想どおりだった。

  　そしてもうひとり――。

  「……楽しみだったよ」

  　四人目である河合留亜は、圭悟が思いもしなかった言葉を言った。

  「鶴つる見みは、楽しみじゃなかったんだよね」

  　そう言われると、困る。

  「いや、結構楽しみだったよ」

  　留亜が楽しみだと言った以上、そう答えるしかないではないか。

  　圭悟は、グレーのコットンジャケットを着ていたが、これは買ったばかりなので、傍はたから見ると意外とノリノリのように見えるかもしれない。

  「――席に戻ろうぜ。まあ、ひどいことになってるだろうけど、ひとりよりはいいよ」

  　ひどいこと、というのは、圭けい悟ごの席の周囲に陣取っている、六人の男子生徒のことだ。

  「空間情報研究会」――三次元の物体が持つフォルムや存在感を、研究する会――ようは美少女フィギュアを愛でる会らしい。そのメンバーが、いる。

  　愛あい香かは彼らの好きなフィギュアの主人公に似ているらしく、大人気だった。そして彼らはみなシャッフルでぜひとも同じ班にしてくれと恵めぐ美みに迫ったが、愛香には圭悟がいるという理由でその要望を恵美は蹴けられたらしい。

  　その腹いせか、愛香と圭悟が並んで座っている席のそばで、わざと大声で話したり、愛香にだけ話しかけたり、咳せき払ばらいしたり――。

  　なんで修学旅行に来て、こんな嫌がらせをと思うが、面倒なことには愛香がそういうことをまったく気にしないので、怒るに怒れない圭悟である。

  「鶴つる見み……」

  　しかし留る亜あは、

  「もうちょっと、ここにいない？」

  　と、さらに思いがけないことを言った。

  「どうして？」

  「……話したいことが……あって」

  　顔を伏せながら、留亜が言う。

  　話したいこと？

  　留亜が、自分に？

  　新幹線がトンネルに入り、耳がキーンとした。

  　足下から響いてくる絶え間ない振動――留亜は言いにくそうに、お腹なかの前で組みあわせた手をいじっていた。

  　――なんだ……話したいことって。

  　シャッフルは、「出来レース」だ。

  　つまり、留亜が同じ班になったのも、理由があるから――。

  　――もしかして、留亜は……。

  　不意に訪れたこの状況に、思いがけず緊張する。

  「あの……」

  　留亜は、言った。

  「な、なに」

  　声がかすれた。

  「私――」

  　もしかして、という気持ちと、まさか、という気持ちがごっちゃになる。

  　掌てのひらに、じとりと汗がにじむ。

  「メールをもらってたんだ」

  　留る亜あはポケットから、携帯電話をとりだす。

  「……メール？」

  　どうやら、圭悟が考えてしまったような話ではないらしい。

  　身体中が緊張から解かれ、その場に溶けてしまいそうだった――というより、そんなバカな勘違いをしていた自分をぶん殴なぐってやりたい。

  　しかし、

  「……沢さわ口ぐちから」

  　その留亜の言葉で、まるで冷水でもかけられたかのように圭けい悟ごははっとした。

  　沢口――死んでしまったクラスメイトが、留亜にメールを？

  「興味……ないよね」

  「ある――沢口のことは知りたいと思ってた」

  「…………」

  「どんなメール？　いつ受信したの？　ていうか沢口、河合かわいさんのアドレス知ってたんだ？」

  　ためらいがちにうなずく留亜。

  「受けとったのは、沢口が欠席しはじめて、しばらくしてから、かな……。アドレスは水泳部の誰だれかに聞いたみたい……それが誰かはわからないけど」

  「沢口は、河合さんのことが好きだったのか……」

  「好きなんて」

  　留亜はすばやく首を振った。

  「……暗い人間同士、馬が合うとでも思ったんじゃない」

  「そんなこと――」

  「私みたいな人間、必要とされても好かれはしない」

  「そんなことないよ！　河合さんにはほかの女子にない魅力があると思う」

  　思わず、そう言っていた。

  「え……」

  「自分に厳しいのは美び徳とくだと思う。水泳で全国大会まで出て結果を残すこともそうだけど、それ以上に、そこまでストイックになれることがすごい」

  　日本史の係でいっしょになったせいで、圭悟は留亜をよく見るようになっていた。

  　プールが開放されている時期は、毎日毎日泳いでいる留亜。

  　それを「暗い」だなんて言ったら、間違っている。友だちとあまりしゃべらないのだって、悪いことではないはずだし、しゃべらないからって好かれないことはない。

  「ほかの人には真ま似ねできないことだし、俺おれは河合さんのこと尊敬してる。ひたむきに水泳に打ちこんでる河合さん、カッコイイよ――」

  「…………」

  　しかしそこまで言って、圭けい悟ごは、留る亜あがぽかんとこちらを見ているのに気づいた。

  「ご、ごめん、ひとりで話して……」

  「…………」

  　まったく、なにを言っているのだろう――。

  　圭悟は、中学のころバスケットをやっていた。そして高校に入っても続けるつもりだった。

  　しかし、それはかなわなかった。圭悟の母が家を出てしまうと、家事をやる人間が誰だれもいなくなったのだ。必然的に自分がやらなくてはいけなくなった。料理や洗濯までしながら、部活を続けられるほど、登と聖せい高校のバスケット部は甘くない。

  　だから留亜がうらやましかったのかもしれない。思う存分、自分のやりたいスポーツに打ちこめる留亜が。

  　そんな留亜に、後ろ向きの発言をしてほしくない――。

  　でもそれは、ただの自分のわがままなのだろう。

  「同じ係のよしみで、そう言うのかな」

  「そういうわけじゃ――」

  　妙なことを言ってしまったと圭悟は後悔する。

  「ほんとうにごめん……忘れて。ええと、それで……メールだっけ」

  「そう、沢さわ口ぐちのメール……」

  　かろうじて話をもとに戻す。

  　落ちつきはらって留亜は言った。

  「……暗号を解いた、って書いてあった」

  「暗号？　あのスパムメールの？」

  　こくりとうなずく、留亜。

  「解いたと言うより、写真の山がどこか、わかったみたい。送電用の鉄塔がどうのって――」

  　送電用の鉄塔。

  　圭悟は自分の携帯電話をとりだし、メールを呼びだす。

  　たしかに――手前に送電塔らしきものが写っている。

  「……沢口は送電塔や、送電線が好きだったの」

  「送電塔に送電線が好き？」

  　世の中には、いろいろな趣味の人間がいるものだ。

  　コンビナートの写真を撮りまくったり、石油タンカーに胸をときめかせる人もいるのだから、送電塔や送電線にロマンを感じる人もいるのだろう。

  「そうか……電力会社によって送電塔って違うのか」

  　今さらながらに、電力会社もＪＲのように民営化され、独自に採算をとっていることを思いだした。ということは、送電塔や送電線の規格が異なっていてもおかしくはない。そこにおもしろみを感じるのだろうか――。

  「沢さわ口ぐちは、この場所を見たことがあったのかな……」

  　あるいは、同じ趣味を持つ仲間の写真を見た、か。

  「ていうか、メールの原文見せてくれないかな」

  「……それはできない。メールは削除した」

  「削除？」

  「私に直接メールアドレスを聞く度ど胸きようもないくせに、勝手にメール送ってくるやつなんて、許せないから……」

  　ひゅうううと、冷たい風が吹いたように圭けい悟ごは思った。そういえば留る亜あのあだ名は「氷のアスリート」である。

  　圭悟は昨日、旅行中にはぐれるといけないから、留亜に電話番号とメールアドレスを聞いたが、あれはよかったのだろうか？　嫌われていないことを祈るのみだ。

  「メールの内容は、鉄塔と、そこに向かってることと」

  「やっぱり行ったのか……」

  「それと――なんとかサラサラの罠かも、とか書いてあったような」

  「なんとかサラサラ？」

  「カタカナで書いてた気がする。『漢字にしたいけど、携帯電話じゃ変換できない』みたいにメールにあったかな……」

  「なんとかサラサラ」

  　首をひねったが、さっぱりわからない。

  　しかし「罠わな」という言葉が気になる。

  　――やっぱり沢口はこのメールに関係のあるところでなにか……。

  　事故、あるいは、事件に巻きこまれた――。

  　情報不足だ。しかしこのことは、むつきにも伝えて、反応を見てみたい気もする。

  「……ちょっと、ほっとした」

  　留亜が言った。

  「誰だれかに言いたかった。メールを受けとったときは、こんなことになるなんて……」

  　圭悟は留亜の心中を察した。

  　沢口が欠席しはじめてからメールを受けとり、それを消してしまった。そのとき、沢口が死んでしまうとは思いもしなかったろう。

  「俺おれに話してほっとするなら、いくらでも聞くよ」

  「…………」

  　留亜はうつむいて、わずかにうなずいたように見えた。

  　新幹線が間もなく京都駅に着くというアナウンスが、聞こえてきた。
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  　登と聖せい高校の生徒たちは、京都駅にほど近いホテルまで移動した。チェックインを終えると時刻は昼の一時を回っていた。

  　すこし遅いが、これから昼食で、生徒は各自、自由行動で昼食をとることになっていた。

  「ねえ、圭けい悟ごくん、知ってる？　河合かわいさんすごいんだよー」

  「ええと……なにが、かな……」

  　愛あい香かが言うので、圭悟は口を開いた。

  「私の友だちのね、ブラスバンド部の女の子たちなんだけど、ほかの高校の男子にナンパされたことがあって、なんか強引に連れてかれそうになったんだって。そのときにね、通りがかった河合さんが、その男子を撃げき退たいしたんだって」

  「へー……」

  　プールで、英えい慈じが蹴けりとばされたことを思えば、ありそうな話ではある。

  「『へー』って、反応薄いなあ」

  「うん、まあ……この状況でどんな反応を求められているんだろう、俺おれ……」

  　圭悟は答えた。

  　そこはホテルの一室。

  　イスに座らされ、両手両足を縛られている圭悟。

  「なんで俺までぇぇぇえええ」

  　その横には英慈。

  　ふたりの正面に、愛香と、留る亜あ。先ほどまで恵めぐ美みと問題検討委員の男子生徒がいたのだが、圭悟と英慈を縛るとどこかに行ってしまった。ちなみに、抵抗する男子ふたりを拘こう束そくするのにもっとも活躍したのは、留亜だったりする。隙すきをついてすり抜けようとすると、恐ろしいまでの反応速度で襟えり首くびをつかまれた。

  「あのー、これからなにが起きるのかな」

  　圭悟としては当然いやな予感がする。「愛香と仲良くやりなさいよ」と言った恵美の言葉をそのまま受け取るなら、愛香といっしょに出かけたりすればいいだけのはずだが、それなら両手両足を縛られる理由がない。

  　ということは、圭悟と英慈が逃げだしそうななにかが待ちかまえていることになる。

  「なにが起きるのか……いい質問です、圭悟くん。圭悟くんがとても喜びそうなことです！」

  　すでに泣きたい圭悟である。

  「じゃじゃーん！　お弁当をつくってきたんですー！」

  　いやな予感、的中。

  　英えい慈じなどはすでに真まっ青さおになって震えている。圭けい悟ごだけでなく、英慈も何度か愛あい香かのつくった弁当を食べたことがあるのだ。

  　大体どこの高校に、修学旅行に弁当をつくってくる生徒がいるのか――いや、なによりもそれ以前に、これから弁当を食べるらしい男子ふたりが、どうして両手両足を縛られなければいけないのか――。

  　留る亜あはと言えば、愛香がとりだした弁当箱に興味をそそられているようだった。

  　ピンクのプラスチックケースの弁当箱。愛香がフタを開いた。

  　なかには、一面の黄色。

  　おそらく卵焼き。

  「あれから……いっぱい練習したんだよ」

  　愛香はしみじみ言った。

  　あれから、というのは、愛香が以前、圭悟の家に来て、圭悟の妹の絵え璃りといっしょに家中の食材をしっちゃかめっちゃかにして、食事会をやったときのことだろう。圭悟にとってはすでに思いだしたくない過去である。

  　そのときも愛香は卵焼きをつくったが、苦かった。どうやったら卵焼きが苦くなるのか、その調理手順を聞きたいような聞きたくないような――結局、聞かなかった。

  「おい、愛香ちゃんお手製の弁当だ！」

  　ふと気づけば、部屋の入り口のほうに人だかり。直後に、フラッシュを焚たかれた。

  「空間情報研究会」の六人が一いち眼がんレフのカメラを構えて撮影を始めていた。愛香はふり返って手を振ったりなんかしている。

  「さて――圭悟くん、英慈くん、試食してみてね」

  「お、おお、俺おれはいいよ、圭悟のためにつくったんだろ？　俺が食べたら悪いからさ！」

  　友を売って難を逃のがれようとする男、発見。

  「えー、でもちゃんと、みんなで食べても大丈夫なように、二箱分つくってきたんだよ？　いっぱいあるから、お腹なかいっぱい食べてね！」

  　カチカチカチカチと音がするので圭悟が横をちらりと見ると、英慈の奥歯が鳴っていた。

  「じゃあ、まずは圭悟くん。はい、あーんして」

  　愛香は箸はしをとりだし卵焼きをすくいとる。

  　圭悟の目の前に、卵焼きを差しだす。

  「あーん」

  　無言で首をねじってなんとか逃れようとする圭悟。

  「あーん」

  　首の筋すじが切れそうなほど思いきり首をふり向ける。

  「……ぐす」

  　愛あい香かの目に涙がたまる。

  「やっぱり……圭けい悟ごくんは私が嫌いなん……」

  「わー！　わかった、わかったから！」

  　泣かれると、あとが――というより、恵めぐ美みが怖い。圭悟は意を決して卵焼きに向かいあう。

  　見た目は美しい黄色。

  　白身がとろりとはみ出ている。

  　過去に食べた卵焼きの味を、圭悟は思いだしていた。

  　そして、ぱくりと口に含んだ。

  「にが――」

  　言いかけて、

  「……くない」

  　おお、という目で英えい慈じが圭悟を見る。

  　しかし、

  　――なんだ、これ……？

  　苦くはない。ただ、味がしない。噛かんでいくと、ところどころにぷちぷちとした感触がある。まるで、数かずの子こでも入っているような。

  　そのくせ味がない――いや、わずかに風味がある。

  　ニオイつき消しゴムのような――。

  「う……うぇぇ……」

  　身体中が鉛のように重くなる。圭悟の横では英慈もすでに卵焼きを口に含んでいた。そして、狐きつねにつままれたような顔をしてから、だんだんと筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい――あたかもナイフでガラスを引っかいた音を聞いたような――違和感に、その表情は浸食され、やがて顔が土つち気け色になっていく。たぶん、圭悟自身も同じような顔をしているだろう。

  「……は、ひゃいても、ひい？」

  　吐いてもいい？

  　と、言って、愛香の表情が曇くもった。

  「圭悟くん、私のことが……」

  　急いで首を振る。

  「じゃあ、飲みこんでね。いっぱい食べてね」

  　はたしてこの物質は飲みこんでも人体に影響はないのだろうか――。

  　圭悟が混乱する頭で迷っている間にも、フラッシュが焚たかれてこの光景は撮られていく。

  「……ちょっと、食べてみたい」

  　横から留る亜あが言った。

  「もちろん、いいよ！」

  　やめろ、犠牲者を増やすな――と圭けい悟ごが口を開く前に、留る亜あは卵焼きを口にしていた。

  「どう？　どう？　おいしい？」

  「……味……ん？」

  　咀そ嚼しやくしていた留亜の動きが、止まった。

  　直後、留亜は入り口のほうへと風のように走っていき、屈かがんでカメラを構えていた男子の頭上をひらりと跳びこえると、部屋の外に消えていった。

  　すごい身のこなし……と圭悟が思っていると、

  「河合かわいさん、どうしたのかな……あ、電話でもかかってきたのかな？　圭悟くん、全部食べたらダメだよ。河合さんのぶんは残してね」

  　ふり返った愛あい香かが、卵焼きを圭悟に差しだした。

  　――もしもこれを全部食べたとしたら……俺おれはどうなるんだろうか。

  　もちろん、誰だれにもわからない。

  

  　ホテルのエントランスに行くと、ばつが悪そうに留亜が立っていた。

  「あの……」

  「なにも言わなくていい、逃げたくなるのは……わかるよ」

  　圭悟は首を振った。

  「大丈夫？」

  「大丈夫」

  　なわけはないが、とりあえずそう言った。

  　三口目まで食べたところでさすがに胃液が込みあげてきて、「お弁当あとで食べるから、京都の味も楽しもうよ！」と言って愛香を説得し、なんとか全部は食べずに済んだ。卵焼きになにが入っていたのかは、怖くて聞いていない。

  　ちなみに英えい慈じはと言えば、一口食べたあとは寝たふりで通した。

  　強引と言えばあまりにも強引だったが、愛香はと言えば「あれ……寝ちゃった。寝不足さんかな？」と納得する天然ボケっぷりだった。おかげで愛香の注意がすべて圭悟に回ってきた。

  「あれー、留亜ちゃん、圭悟と話が弾んでるじゃーん」

  　と、おそらく一口目も飲みこまずにどこかで吐いたらしい英慈がやってきた。

  　パーカーにカーゴパンツなんていう、大変わかりやすい高校生ファッションであり、圭悟に比べて明らかに元気なのが腹立たしい。

  「俺とはしゃべってくれないのに圭悟とはしゃべるのー？　ひどいなー、俺は留亜ちゃんと話したいことがいっぱいあるんだよ！　政治、哲学なんて知的会話はもちろん、恋の話や、バイクの話、それに、ふふ、夜にはちょっとエッチな話もね……。いやいや、だからね、冗談ですよ、冗談、ね、ほら、だから、そのにぎり拳こぶしと攻撃的な構えを解いてくれるかな、うん、痛いの嫌いだからボク」

  　プールのぞきの際に、蹴けりとばされていることが効いているのだろうが、それならそれで挑発的なことを言わなければいいのに――と思いつつ、「反省する時間があるなら女でもナンパしようぜ」というのがモットーの英えい慈じに言っても無駄だろう。

  「あ、河合かわいさんここにいたー」

  　愛あい香かも合流した。

  　裾すそ丈たけが短く、大きいボタンがアクセントのカーキのジャケットを着ていて、インディゴブルーのジーンズをはいていた。私服は意外と大人っぽい愛香である。

  　そして四人で行動を開始することになった。

  　ＪＲ京都駅へ向かう。

  　特徴的な外見もさることながら、百貨店を併設し、地下には商店街が広がる一大施設になっている。駅構内に走る大階段は迫力があり、とぎれることなく人が訪れては流れていく。

  　京野菜を食べさせてくれる和食の店で昼食。

  　圭けい悟ごは食欲がなかったが、「京都の味も楽しもう」などと言ってしまった手前、食べなければならなかった。

  　聖しよう護ご院いんかぶらを薄く切り漬け物にした、千せん枚まい漬づけをぽりぽりと噛かみながら、なんとかご飯を胃に入れる。愛香の卵焼きと千枚漬けが胃のなかでひとつになると、化学変化でも起こすのではないかという気もした。

  　それから、愛香の独断でショッピング開始。

  　一時間ほども店をまわると、荷物は両手いっぱいになった――圭悟のぶんではなく、全部、愛香のものだったが。

  「お土産みやげは一日目。あとは遊ぶことに専念するんです！」

  　それにしても、どうやったらこんなに土産を買っていく相手ができるのだろうか。

  　――絵え璃りにはなに買ったらいいかな……というか、許してもらえるか、だな。

  

  　地下のカフェで圭悟はだらけていた。

  　荷物を持って歩くのがつらいので、荷物番をしているつもりだった。

  　愛香はまだまだ購買意欲があるらしく、留る亜あを引っぱって――英慈はそれにくっついて――買い物に行ってしまった。

  　誰だれもいなくなって、むつきに電話をしようと思ったが、今度は電波が入らない。

  「はー……」

  　圭悟はテーブル上にある観光ガイドのような冊さつ子しに気づいた。時間つぶしにぱらぱらのぞく。

  　とくにその内容に期待していたわけではない。おしゃれなカフェ、雑貨を売っているお店、京野菜の専門店、ちょっと高級なレストラン――そういうものが並んでいた。

  　その最後に、京都市内の施設で行われるイベントが、一覧で掲載されていた。

  　そこに、「近きん畿き民俗学研究発表会例会」という文字。開催日は今日で、開催時刻はついさっき――始まったばかりだろう。

  「民俗学って、間ま宮みやさんが専攻している学問だったっけ」

  　場所はここからほど近い、公こう益えき団体の会館で行われるようだった。これなら、修学旅行の縛りである、「学業に役立つ場所にも行く」という条件をクリアできそうだ。なにせ圭けい悟ごは日本史の係である。

  　もっとも、サブタイトルの「倭やまと建たけるの命みことの遠征記録に見る風習の伝でん播ぱ」という文字を見る限り、講演の内容を聞いたところでちんぷんかんぷんだろうけれど。

  「倭建命……？」

  　むつきと会ったあと、インターネットで検索してみた、あの「暗号」にあった和歌。

  　あれは倭建命に関するものだった気がする――。

  　やがて戻ってきた愛あい香かたちに、その発表会に行きたいと圭悟は提案してみた。

  「うん、圭悟くんの行きたいところならいいよー」

  「まあ、俺おれも反対はしねーよ。課題もそれで終わりだろ？」

  「……いいよ」

  　反対はなかった。

  　京都駅前でバスに乗る。十分ほど行った停留所で降りると、そこは会場の目の前だった。

  　壁面にツタが絡からむ、古めかしい建物。その発表会の入場料は無料だった。

  　メインホールの分厚い扉を開いた。どこからどう見ても観光でやってきた高校生の四人組に、係員は不思議そうな顔をしながらも、レジュメの挟まれたパンフレットをくれた。

  　壇上に立っているのは小太りな男性だった。

  「あ、あそこ空いてるみたいだよ」

  　留る亜あが指したところは、一列に、女性がひとりしか座っていないところだった。そこだけブラックホールでもあるのか、空席が目立つ。

  　圭悟は先に立って歩き、その列へと入っていく。女性のそばに腰を下ろしながら、

  「……すみません、ここ失礼します」

  　と小声で言った。

  　すると――サングラスをかけた女が、いやそうな視線を向けてきた。

  「途中入場のくせしてばたばたうるっさいのよ……」

  　横おう柄へいでぶっきらぼう、失礼極まりない口調――。

  　聞いたことのある、声。

  「ま、ま、ま、間ま宮みやさ……」

  「圭けい悟ごか……？」

  　その瞬間、とてつもない偶然でもってこの若い民俗学者と再会したことに――喜びを感じながら、一方で悪い予感も覚え、さらには背後にいる愛あい香か、留る亜あ、そして女関係においてはトラブルの核かく弾だん頭とうである英えい慈じのことを思うと、ほろ苦い後悔が圭悟の胸をよぎったのだった。

  「……なによ、その、来なきゃよかったみたいな顔は？」
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  　発表が一段落すると、二十分の休憩を挟むというアナウンスが入った。時刻はすでに五時に近づいている。

  　館内にある喫茶店に行き、間ま宮みやむつきに対面するように四人が腰を下ろした。暴力団の若頭と下したっ端ぱのような構図になっているが、口が裂けてもそんなことは言えない。

  「えーと、こちら……間宮むつきさん。公こう和わ大学で博士過程に在籍してる」

  　圭けい悟ごが説明をした。愛あい香かには『ＱＯ』の事件について話していたから、むつきの名前は知っているはずだ。

  　だが、むつきの見た目については説明していない。

  　見た目だけは、恐ろしいまでに美しい。外見は心の内側を反映しないということを、圭悟は痛感している。

  「えーと……こっちは木き瀬せ愛香」

  「あー、あの子か」

  　むつきがぼそりと言い、タバコに火を点つける。

  　愛香は、予想以上のむつきの外見に驚き、それからいぶかしみ、複雑な思いにわけがわからなくなったような顔をしていた。そこに、「あの子か」という発言。この三秒後に泣きだしても圭悟としては不思議ではない。

  「で、こっちが」

  「神かん田だ英慈っす！　生まれる前から好きでした！」

  　トラブルの核かく弾だん頭とう、着火。

  「うるさい、ガキが。黒目にタバコの火を押しつけるぞ」

  「ひぃぃぃいいいい」

  　トラブルの核弾頭、鎮火。

  　のけぞっている割りに、どこかうれしそうな英慈。実はマゾだったことが判明。

  「……こっちが、河合かわい留亜。一応、四人で行動してるんですけど」

  「河合留亜……？　どっかで会ったことなかった？」

  　むつきが聞くと、留る亜あは首を振った。

  　――あなたみたいな波は瀾らん万ばん丈じようの人生に、留亜みたいな子が関わるわけはないでしょう。

  　と、心に思っていると、むつきが横目でにらみつけてくる。本能が危険を感じとる。

  「で、イスタンブールにいるはずの君が、なんでここにいるのよ」

  「修学旅行です」

  「リオデジャネイロだったっけ？」

  「ここは京都です」

  　答えながら、気まずい――というより、隣に座っている愛あい香かの視線が痛い。

  　なんですかこの人、どうして私は「あの子」呼ばわりなの、圭けい悟ごくん私のこと、なんて説明したの、どうしてこんなにきれいな人なの、この人とふたりで蔵ざ王おうに旅行したの――と、目は口以上に雄弁にものを語る。

  「さ、自己紹介は終わったからもういいでしょ。私はもうホテルに戻るわ。目当ての発表は聞いたから。君たちはせっかくだから残りも聞いていったら？」

  　むつきは立ちあがりながら言った。

  　圭悟は、むつきの様子の変化に気づいた。さっき、出会ったときの純粋な驚きとは変わって、今は、――なにか、「しまった」とでもいうような、後悔のようなものが見えた。

  　なぜ、ここで会ったことに後悔があるのだろうか？

  　それに、いくらむつきが他人と馴なれあわない人間だとしても、ここまでさっさと帰ってしまうとは――。

  「あ、間ま宮みやさん――」

  　沢さわ口ぐちの話をしたい。そして、むつきの意見が聞きたかった。

  　だから、あとで電話を――と、言おうとしたところへ、

  「間宮さん、ホテルってことはお泊まりですか!?　夜にお邪じや魔ましていいっすか!?　俺おれ、圭悟よりはタフだし、好きなプレイがあるならそれに応こたえられる自信がひいいいいいい」

  「ま、間宮さんこらえて！」

  　むつきが英えい慈じの胸ぐらをつかんで、火の点ついたタバコを右目にねじこもうとしていた。

  　圭悟が本気で止める。

  「ふん」

  　むつきが英慈を放りすて、鼻で息をつく。

  「君たちは京都で、歴史に触れあってなさい。見るべきものはいっぱいあるんだから」

  「間宮さんは京都以外のところに行くんですか？」

  「私は奈良に――」

  「奈良？」

  　圭悟が聞くと、むつきは舌打ちした。

  「お、俺おれ、あきらめないっすよ！　明日いっしょに行動しましょうよ。ね、ね、間ま宮みやさん。いいよな圭けい悟ご、なっ？」

  「え」

  　英えい慈じがこちらを見て目を潤うるませる。そんなにむつきに殴なぐられたいのか？

  　――明日の自由行動か。

  　しかし考えてみると、班別の行動だが、どこに行くかは自由だ。

  　――沢さわ口ぐちが行ったっていう写真の場所を、探せるかもしれない。間宮さんには知識がある。

  　電力会社の知識があるかはわからないけれども、それでも自分よりはマシだろう。

  　そう思いながら一方で、沢口の事故のことにのめり込みかけている自分に気づいた。

  　謎なぞの死。

  　解けない暗号と山の写真。

  　留る亜あへのメール。

  　どうも気になる。

  　そしてもうひとつ――むつき自身のこと。

  　様子がおかしい。いつもより、神経質になっているようだ。

  　もともとイライラしっぱなしのような人だが、今日の反応はひどい。英慈もバカだが、いきなり暴力をふるうようなことはなかった――。

  「……ええ、俺からもお願いします」

  　圭悟はそう言っていた。

  「いやに決まってんでしょ」

  「お願いします」

  「いやっ！」

  「お願いします」

  　圭悟が重ねて言うと、むつきは目を閉じ、眉み間けんにしわを寄せてぷるぷると震えた。

  「断固拒否！」

  　そして財さい布ふから紙し幣へいを抜きだすと、注文票の横に置いて背中を向けた。

  「間宮さんっ！」

  　足早に去っていくむつきの背中に、英慈が言う。

  「明日の朝、京都駅の中央改札に朝九時半でどうかひとつ！」

  　ふり返ってむつきが叫ぶ。

  「ひとつもふたつもあるか！」

  　そして肩を怒らせたまま、建物の外へと出ていくのだった。

  「は――」

  　英慈がため息をつく。

  「ステキだなあ――間ま宮みやむつきさん。あの凶きよう暴ぼうなところ――」

  「……そうか？」

  「そうだよ！　じゃあなんでお前は賛成したんだよ！」

  「それは……」

  　言いかけて圭けい悟ごは、はっとしてふり返る。

  　愛あい香かが、膝ひざを抱えてうずくまって床に人差し指でなにかを書いていた。

  「あ、あの、愛香ちゃん……？」

  　この誤解を解くのにかかる時間を思うと、圭悟は気が遠くなった。
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  　シャワーの設定温度はぎりぎりまで高くする。水圧は強く。

  　むつきは、湯気の立ちこめるホテルのバスルームで頭からシャワーを浴びていた。両手を壁について、ふうっと熱い息を吐く。

  　身体中の筋肉が弛し緩かんしていく。

  　肌の表面から、汚れが、汗が、垢あかがぼろぼろと落ちていくようだ。

  　むつきはこの感覚が好きだった。自分が新しいものへと生まれ変わっていくような――。

  　――でもそれは、錯覚ね……。

  　日本の神話に登場する伊い耶ざ那な岐ぎの命みことは、黄よ泉みの国からの帰り、阿あ波わ岐ぎ原はらという場所で、地獄の汚れを落としたという。いわゆる、禊みそぎというものの、もっとも古い形のひとつだ。

  　伊耶那岐命は、愛した相手である伊い耶ざ那な美みの命みことを亡くした際、どうしても会いたいと黄泉の国へと向かった。しかし、そこで再会した伊耶那美命は、身体中に蛆うじがわき、ころころと丸くなっていた。そして頭には強い雷いかずち、胸には火の雷、腹には黒い雷、女じよ陰いんには裂けた雷、左手には若い雷、右手には土の雷、左足には音を立てる雷、右足には伏せている雷、合わせて八種類の雷を身体から発していた――変わりはてた姿になっていたのだ。

  　伊耶那岐命は恐ろしくなって逃げだした。

  　その帰りに、禊ぎをした、というわけだ。

  　――ただ単に、においや汚れがついたから禊ぎをしたのではなく、逃のがれたい過去と決別するために禊ぎを――。

  　そこまで考えて、むつきはもう一度、息を吐く。

  　頭を、肩を、熱い滴しずくが打ちつける。

  　――だからと言って、シャワーを禊ぎ代わりだなんて、バカな話ね……。

  　そのとき携帯電話の鳴る音が聞こえてきた。

  　シャワーを止め、ぐっと髪をかきあげる。ガラス戸を開いてバスローブを羽は織おる。

  　タオルで髪を拭ふきながらバスルームから出る。

  　携帯電話はベッドの上で鳴りつづけている。電話をとると、ベッドにごろりと横になる。

  「もしもし」

  『あ、よかった、出ないんじゃないかって思ってました。鶴つる見み圭けい悟ごです、こんばんは』

  「……切るぞ」

  『わー、待ってください、待って待って！』

  「今、裸なのよ。バスローブ肩にかけただけで身体中濡ぬれてるし。濡れ濡れよ、濡れ濡れ」

  『え……』

  　ごくり、という音。

  「想像した？」

  『か、かか、からかわないでください！』

  「勃たっちゃっ」

  　切れた。

  　つー、つー、と聞こえる携帯電話を見ながら、珍しくあいつから切ったな、と妙なことに感心するむつきである。

  　が、直後にまた鳴った。

  『用件忘れてました』
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  「君ねえ……」

  　むつきは頭をバスタオルで乱暴にぬぐいながら立ちあがる。

  　もう、陽ひは沈んでいた。

  　カーテンを開く。大きくとられた窓からは、京都駅へと向かう線路が見える。明かりの点ついた電車が、ゆるゆると駅舎へと吸いこまれていく。

  　景観を守るという理由で、京都市内には大きな建物がない。見晴らしがよく、遠くの商店街の明かりまではっきりと見えた。

  『間ま宮みやさん、聞いてます？　明日ですよ、明日。あの……英えい慈じは、ああ言いましたけど』

  「ええ、聞いてるわよ。私は、君たちとは行動しないわ」

  『そう言うだろうと思いました。でも、いっしょに行動しませんか？』

  　話を聞かない圭けい悟ごに、むつきはいらだった。

  　こっちには五十嵐いがらしのことがあるのだ。明日は法ほう隆りゆう寺じに行く。

  「あのねえ、私には大事な用事があって、君たちをそれにつきあわせる気なんてさらさらないし、いるだけ迷惑な――」

  『心配なんです』

  　予想外の言葉に、むつきは言葉を切った。

  『なんか……雰囲気が違うっていうか。間宮さん、なにかで悩んでるんじゃないですか？　そんな気がして――』

  「へえ……」

  　素直に、驚いた。

  　鈍感な男だと思っていたのに、見るべきところは見ている。

  『「ＱＯ」の事件のとき、俺おれが言ったこと憶おぼえてます？　ひとりよりもふたりのほうが、ずっと心強いじゃないですか』

  「バカね……。考えすぎよ」

  『……確信しました。やっぱりなにか知ってるんですね。前だったら間宮さん、こんなこと言う俺にたいして、「あんまチョーシくれてっと挽ひき肉にくにしてやんよ」ぐらい言いましたもん』

  　言うか。

  『明日のこと、本気で考えてみてくださいね』

  「知らないって！　頑固だな君も！」

  『俺も間宮さんに話があって――』

  「知らんっ！」

  　むつきは電話を切ってベッドに放りなげた。

  「……くそ」

  　不意に静かになった室内。

  　圭けい悟ごが気づくほど、態度がおかしかっただろうか――。

  　もう一度、ベッドに倒れこむ。

  　目を閉じる。

  　開けっぱなしのバスルームで、水の滴したたる音が聞こえてくる。

  　その音に紛まぎれて、まぶたの裏の闇やみに、過去のことがよみがえる。

  

  　それは五年前の秋の日。

  　雨が止やむ気配はまるでなかった。

  　折からの台風で、紀き伊い山地一帯に暴風が吹きあれていた。

  「君は行くべきだと思う」

  「わかっています。でも私はひとりでは行きません」

  「僕にはまだやることがある」

  「それもわかっています。だから、私が出るときは五十嵐いがらしさんの仕事が終わったときです」

  「手遅れにならないうちに君を助けたいんだ。ここにいてはだめだ。君は、君自身が思っている以上に多感で、人の影響を受けやすい。あの子のそばに置けないよ」

  「まどかは、くららのそばにいてもいいのに、私はダメなんですか？」

  「彼女には迷いがないんだ。君には迷いがある。これは優劣ではなく、個人の差なんだよ」

  「あんな、人生血ち迷まよってるようなやつがよくて、私は――」

  「人を悪く言わないこと。悪く言えばそれは自分に返ってくる」

  　むつきは、そうやって五十嵐が自分を子ども扱いするのが嫌いだった。

  　――同じように、あなたと同じ年の女として扱ってください。

  　何度も言おうとした。

  　けれども、十年の年の差と、知識と、経験の量の差は歴然としていた。

  　それを忘れて食ってかかるようなら、それこそ子どもだ。

  「……わかった」

  　何時間にも及ぶ話の末に、五十嵐がため息交じりに言った。

  「今日の夜に出よう。ただしその後、僕は一度だけここに戻ってくる」

  　かつて父と絶縁をしたのをきっかけに、親に無理矢理入れられていた『劫ごう光こうの道みち』を、むつきは脱会した。

  　そして、一度は絶縁したはずの父と表面上の和解をし、二見むつきとして『劫光の道』に再度入信してから、一年が経たっていた。

  　五十嵐は、二ふた見みの口利ききもあって幹部として迎えいれられた。五十嵐は当時、論文が高く評価されており、ゆくゆくは公こう和わ大学に限らず教授クラスになるのはほぼ間違いないとささやかれていた。「五人組」ができたのは、五十嵐いがらしが入信してからのことだ。

  　ただし五十嵐もむつきも、教団の教えを広めるために入信したわけではない。

  　五十嵐は二ふた見みを心配していた。

  　同じ研究者として尊敬している二見が、いかがわしい宗教にどっぷりはまっていることにたいする心配はもちろん、なにかとんでもないことを二見が考えているのではないか、という不安を持っていた。

  　二見が「完全なる教義」を目指し、それを考案しようとしていることは、五十嵐も知っている。その教義を、二見は実践しようとしているのではないだろうか。

  　もちろん教義を実践することは悪いことではない。しかし二見は、真しん劫ごう院いんくららというふつうではない人間を、教祖にしたてあげた。くららと「完全なる教義」のふたつで、壮大な実験をしようとしているのではないかと、五十嵐は考えていた。

  　しかしこのことは漠然とした不安でしかない。むしろ五十嵐は、二見が教授職を捨て、『劫ごう光こうの道みち』にのめり込んだということを、よりいっそう心配していた。一度辞めた職には戻れないだろうが、研究者としてはまだまだ活躍していけるから。

  　むつきは、そんな五十嵐を心配していた。熱中すると周りが見えなくなる五十嵐を、止めてやることも必要だ。それができるのは、自分しかいない――。

  　そんなふたりが考えたのは、教団を外部的な力で分解することだった。

  　いろいろと悪評も立っている宗教団体であり、犯罪に手を染めているのではないかと、五十嵐は疑っていた。もしそうなら、その証拠をつかんで公表すれば、自然と教団も崩壊し、二見も目覚めるのではないか。

  　しかし、その犯罪の証拠を発見するのは、思いの外ほかに難しかった。新しん参ざんの信者であるむつきたちに、犯罪への関与をわからせるほど教団も愚かではないからだ。

  　結局、手に入ったのは、政治家へのヤミ献金に関する内部メモ、信者の家族を強引に入信させるために監かん禁きんしたという記録、お布ふ施せを払わせるためにサラ金へ借金をさせにいかせたという証言――といったものだ。これらの情報は、実際に行動にあたった信者で、教団のやり方に疑問を感じはじめていた人物から入手した。

  　一番インパクトがあったのはヤミ献金に関する内部メモだったが、すでにその政治家は引退していて、メディアがとりあげるかどうかはわからなかった。

  　となると、強い犯罪性を帯びた証拠というものは、なかった。

  　あとは『劫光の道』など新しん興こう宗教をよくとりあげる大手週刊誌があるので、ゴシップ的なネタを提供すれば、とりあげられる可能性は、まだある。

  　そこから広がって、テレビを始めとするマスメディアがとりあげるかもしれない――が、そんなことを期待するほど、むつきは楽観していなかった。

  　しかし、それ以上長く教団にいたところでもっと決定的な証拠が集まるのかも疑問だった。それに、やがては五十嵐いがらしも教団の行う犯罪の一いつ端たんを担うことになるのではないか――。

  「五十嵐さんも早く逃げましょう」

  「……その話はあとにしよう。僕の四駆がある。あれならこの雨でも大丈夫だ」

  　ふたりは風雨に紛まぎれて、教団の敷地を抜けだした。

  　五十嵐の黒いコートを追いかけ、夜道を歩いていく。ジャンパーの前をしっかりかきあわせて、むつきは水たまりをブーツで踏んだ。

  　暴風が髪の毛をめちゃくちゃにする。

  　手の甲や頬ほお、露出した肌にたたきつける雨が痛い。

  　ほうほうの体ていで、『劫ごう光こうの道みち』本部付近に停とめてある、車に乗りこんだ。いわゆるＳＵＶと呼ばれるタイプで、四輪駆動。車高は高く、走行時にはどっしりとした安定感があった。

  　五十嵐が濡ぬれたコートをバックシートに放りなげ、エンジンをかける。ヘッドライトが無数に降りしきる雨う滴てきを浮かびあがらせる。ルーフを、ウインドウを、雨がたたきつけ、ざらついた音を立てる。

  　車が動きだす。ワイパーを動かし、わずかな視界を確保して、『劫光の道』の本部がある邸宅を通りすぎる。

  　ぼんやりと、玄関にだけ明かりが灯ともされていた。

  　そのとき、むつきは玄関脇わきに誰だれかの姿を見たような気がしたが、すぐに暗がりに見えなくなってしまった。

  　午前三時。

  　こんな時間に外を歩いている人間がいるわけがない――。

  「――大阪まで出よう。あそこならなにをするにも便利だ」

  　五十嵐は言いながら、タバコを口にくわえた。火が点つくと、ほのかに、オイルの香りが漂ってきた。

  　光に浮かびあがった五十嵐の横顔は、雨に濡れ、疲れているように見えた。こんな五十嵐の顔は今まで見たことがなかった。

  　控えめながらも奥底には自信を潜ひそませているのが五十嵐だ。ひどく疲れているときも、それを悟さとらせない人間だった。

  　――見間違いだ。きっと、私の心が疲れているんだ。

  　そう考えて、むつきは視線を前に向ける。

  　教団関係者以外は、誰も来ないような山道。一応舗ほ装そうされてはいるものの、砂じや利りが飛びちっていて、小刻みな振動が続く。

  　ヘッドライトの明かり以外に、頼れる光はない。

  　車の走る音、雨の音、ワイパーの動く音、それらに混じって、木々のざわつき。

  　道路に覆おおいかぶさるような木立が、風のせいでとんでもない方向に揺れては戻り、葉を散らせていた。

  　しばらく山道が続く。辺りに人家はなく、わずかに農地となっているきりだった。

  「うん？」

  　五十嵐いがらしがふとルームミラーに視線を投げたのに気がついた。

  「どうしました？」

  「後ろから、車が――」

  　はっとしてふり返る。

  　きらりと、遠目に見えるヘッドライト。

  「気づかれたか――」

  「そんな！」

  「速度を上げよう……。本部の車なら、この車よりは性能が低いはずだから」

  　五十嵐がタバコを再度くわえ、アクセルを踏みこむ。

  　タバコの先端が赤くなる。

  「五十嵐さん、落ちついて」

  　むつきの胸に、じわりと、染みのような不安が湧いた。

  　その不安はじわじわと広がっていく。

  「僕は落ちついている」

  　集中しすぎている。

  　周りが見えていないときの、五十嵐の目――。

  「まだ距離はあります。こんなにスピードを出したら曲がりきれません」

  「雨でも、これぐらいの速度なら問題ない。これまでだってそうだった」

  　速度のメーターが八〇の数字を指したとき、山の合間をぐるりと回っていくカーブにさしかかった。

  　ここを抜けると、最も寄よりの集落に入る、というところだった。

  　異変が起きたのは、すぐにわかった。

  　あっ、と思う間もなく、車体が横滑りをした。路面のなにかにタイヤをとられたのだ。

  　夢中で叫ぶむつき。

  　視界が回転する。ガードレールもない道路で、車は外へと飛びだした。

  　がん、と下からつきあげる衝撃の直後。

  　むつきの身体はすさまじい勢いでふっとびそうになり、シートベルトが身体を締めつけ、エアバッグが作動した。

  　視界が白く飛ぶと、意識もその間、とぎれた。

  　その一瞬になにが起きたのか――。

  　やがて意識がよみがえる。

  　頭が軽いパニック状態になっていた。

  　――なに？

  　事故だ。

  　――なにが起きたの？

  　目を、開けた。

  　しぼんだエアバッグ。フロントガラスの向こうには、枝、葉、枝、葉。

  　身体中が、衝撃に麻ま痺ひしたようで、なにも感じていなかった。痛みも、寒さも。

  　むつきは気がついた。

  　運転席側のフロントガラスに、ヒビが見える。

  　違う。

  　つきやぶっている。

  　ゆっくりと視線を右に向ける。

  　むつきはそこに、見た。

  　ひと抱えほどもある丸太が、フロントガラスをつきやぶり、運転席に刺さっている。

  「い、や……」

  　五十嵐いがらしの左手が、サイドレバーの上にだらりと垂れている。

  　この辺りには、ログハウスを建てるための材木が積んであった。

  　飛びちった血が、運転席のエアバッグを、赤く濡ぬらしている。

  　つぅ、と垂れた血が、五十嵐の手首に現れた。

  　丸太が身体のどこに刺さっていたのか、むつきの記憶はかなりおぼろげになっている。

  　だらりと垂れた五十嵐の左手が、もう二度と動くはずもないことだけは、考えるまでもなくわかった。

  　暴風雨が、あらん限りのむつきの絶ぜつ叫きようをかき消して、凶きよう暴ぼうに吹きあれていた。
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  　愛あい香かは、うろうろしていた。

  　宿泊場所であるホテル。生徒は全員集められ、宴会場で夕食をとるのだ。

  　十人掛けの円卓がいくつも並び、クラスごとにしきられていた。

  　生徒の半分ほどが集まっていたが、圭けい悟ごを探せども、見あたらない。まだ来ていないのかもしれない。

  　ふと見ると留る亜あが愛香のほうを向いている。留亜に声をかけようとして、すぐ近くに別の人影を発見した。

  「あ、恵めぐ美みちゃん……」

  　フリルのついたショッキングピンクのシャツに、黒のスカート、そしてニーソックスにスニーカー。カジュアルで、エッジが効いている。

  　恵めぐ美みは、数人の男と――問題検討委員の連中と真剣な顔で話していた。その日の男女の動向についての報告会らしい。圭けい悟ごが聞いたら、その熱意を世界平和のために役立てろときっと言うだろう。

  「どうしたの、愛あい香か」

  「圭悟くん見なかった？」

  「圭悟……？」

  　恵美はすこし考えるようにしたが、

  「捜してみようか。――あんたたち」

  　恵美が問題検討委員に合図すると、男たちは一いつ斉せいにコクリとうなずいて、四方に散った。

  「……今の、なに？」

  「まあ、待ってなさい」

  　それから三分後、恵美の携帯電話がメールを受信した。

  「見つけた。行こう」

  「は、早い……」

  　修学旅行期間中に恵美を敵に回すということは、自殺行為に等しいことであると、鈍感な愛香ですらわかった。そんな人間はおそらくいないだろうことも。

  「お、恵美ー！」

  　そこへ登場した、そんな人間神かん田だ英えい慈じ。

  「今日、えらい美女に会ったぞ！　いやー、俺おれ、ああいう背の高い女の人に弱くてさー。カッコイイし！　お前とは正反対だよな、うん！」

  　と、恵美の頭をばふばふとたたいた。

  　恵美はなにも言わず、ただぱちんと指を鳴らす。

  　するとどこからともなく問題検討委員の男たちが現れて、英慈をさらっていく。

  「おい、なんだよ、こいつら！　おい、恵美！　おい！　俺をどこに連れてくんだ！」

  　声はやがて小さくなっていく。

  「……さ、愛香。気をとりなおして行くわよ」

  

  　そのころ圭悟は、むつきから一方的に電話を切られたところだった。

  　ため息をひとつ。

  　そこはホテルの廊下、奥まった場所。すこし離れたところを、登と聖せい高校の生徒たちが三さん々さん五ご々ごに宴会場へ移動しているのが見られる。

  「それにしても……また沢さわ口ぐちのこと話せなかったな」

  　携帯電話をポケットにしまって、とりあえず夕食に行こう――と、考えた。

  　そのとき、圭けい悟ごは足音を聞いた。

  　こちらに走ってくる。

  　気配。

  　はっとして圭悟がふり返ったとき――、

  「わっ！」

  　直後、圭悟の身体に衝撃が走った。

  　衝撃――いや、上半身を持っていかれて、そのまま、廊下の絨じゆう毯たんの上にぶっ倒れた。英えい慈じのタックルよりも、すこし軽い。

  「なにをする――」

  　首元に回された女の両腕、短めの茶髪。

  　抱きつかれた、と気がつくのにすこし時間がかかった。

  「な、な、な……」

  「圭悟くん、元気だった？」

  　両腕をつっぱって身を起こしながら、言ったその顔には見覚えがある。

  　黒のパンツスーツに、白のシャツ。そしてメガネ。

  　人なつっこい目に、魅み惑わく的な唇。忘れるはずもない――。

  「仲なか根ね先生!?」

  「久しぶりだねー。制服姿よりも、私服のほうがステキよ」

  「ステキよ、じゃなくてここでなにを――って」

  　圭悟はまどかの右手が、妙なところで動いているのに気がついた。

  「どさくさに紛まぎれてベルトを外すなチャックを下ろすな手をつっこむなああああああ！」

  「あらあら」

  　逃のがれようと絨毯の上で圭悟が転がると、今度はチョークスリーパーのように首に手を回された。プロレスと違うのは、思いっきり気き道どうを圧迫していることか。

  「動いたら、落とすわよ？」

  「……し、心理、か、カウンセラーの言うセリフですか」

  「ここ、大きいホテルだから空室のひとつやふたつ、きっとあるわよね」

  「泊まる気ですか！　やめてくださ――」

  　言いかけて、圭悟は気がついた。

  　視線の先に、足。

  　それを上に向けると、愛あい香かが見下ろしていた――呆ぼう然ぜんと。

  「あ、愛香ちゃん、いや、これは、勘違いというか、むしろ俺おれが被害者というか――ぐっ」

  　まどかの腕が、圭けい悟ごの首を締めあげる。

  　にこりと愛あい香かにほほえみかけながら、まどかが言う。

  「こんばんは、木き瀬せさん。元気？」

  　愛香が、まわれ右をして。

  「ちょ、ちょっと、愛香ちゃ――」

  　走っていった。

  　また誤解が増えた――と思うと、目の前に別の人間が立った。

  「けぇぇぇいごぉぉぉおおおお」

  　この、地中の邪じや神しんが発するような声は、ひとりしか心当たりがない。

  「女の敵が、成せい敗ばいしてくれるわ！　それにあんた、仲なか根ねまどか！　なにしに来た！」

  　腰に手を当て、ふたりを指さしながら恵めぐ美みが怒ど鳴なりつけた。

  「あら、おチビちゃん。学校とは違ってかわいい服着てるわね」

  「うるさい、余計なお世話だ。ここで会ったが百年目、今日という今日はふたりまとめて――って私が話している間に逃げるなー！」

  　まどかは圭悟の締めつけを解くや、身を翻ひるがえしてさっさと走りだしていた。

  「バーイ、とりあえず今日はもういいのー。またね、圭悟くん」

  　小さく手を振りながら去っていく。

  「くそ、逃げられたか……。罪人がひとり減ったが、まあいいだろう」

  「お、おいおい、俺おれはむしろ被害者で……」

  　圭悟はふらふらと立ちあがりながら言った。

  　そして、忘れていた。

  　まどかがベルトを外していったことを。

  「あのねえ圭悟、こういうときにはさ――」

  　ふり向いた恵美。

  　すとん、と圭悟のズボンが落ちて、トランクスが露あらわになった。

  

  　――なんで、どうして!?

  　廊下を走っている愛香がいた。

  　愛香はさっき、どうして圭悟は間ま宮みやという女性に、明日いっしょに行動しようなどと誘ったのか、聞きたかった。

  　それで捜していたのに、ようやく圭悟を見つけたと思ったら変な女と床に転がってじゃれあっていた。

  　――バカみたいだ。

  　愛あい香かは楽しみにしていた、この修学旅行を。

  　圭けい悟ごとつきあいだして、もう二年になるのに、遠出して遊んだことはほとんどなかった。学校のみんなもいるとはいえ、旅行に行けることをほんとうに楽しみにしていた。

  　それなのに圭悟は、どこか、楽しそうではない雰囲気を醸かもしだしていた。そして、むつきを明日の行動に誘ったりした。そして極めつけはさっきの女だ。

  　――圭悟くんは、ふたりきりになりたいなんて思わないんだ。私なんて……圭悟くんにとってどうでもいい存在なのかな……。

  　わからない。

  　考えれば考えるほど、袋ふくろ小こう路じから抜けだせなくなっていく。

  　愛香は走った。

  　走って、走って、走って――、

  「きゃあっ！」

  　廊下の角で、人に激突した。

  「――ってぇじゃねえか！」

  　尻しり餅もちをついた愛香が見上げると、そこには二十歳は過ぎているであろう、太り気味ではあるが肉付きのがっしりした男がいた。ほかの泊まり客だとすぐに気づいた。その横には仲間らしい痩やせ気味の男がいた。

  　あわてて立ちあがり、頭を下げる。

  「ご、ごめんなさい」

  「走りまわってんじゃねーよ、ガキが。――ああ、ぞろぞろ泊まってる修学旅行の生徒か。お前らマジで邪じや魔まだよ、うっせーし」

  「ごめんなさい……」

  　愛香にはそうやって頭を下げるしかなかった。

  　――なにやってるんだろう、私……。

  　感情的になって廊下を走るだけ走って、このざまだ。悲しさと情けなさが込みあげてくる。

  　そこは、見覚えのない一角だった。登と聖せい高校の生徒もまったく周囲に見あたらない。

  「あー、お前がぶつかったところいてえわ。打だ撲ぼくしたかもしんねえ」

  「えっ――」

  「これどうしてくれんの？　……よく見ると結構カワイイじゃん、お前。俺おれの痛いの、治してくれんだろうな？」

  「え、えと、あの……」

  「なに、さすってくれりゃいいんだよ。ここ」

  　太ったほうの男が、自分の股こ間かんを指さした。

  「――――」

  　愛あい香かは言葉を失った。

  　痩やせ気味のほうの男は「いいなあ、ぶつかったら痛いもんなあ、そこ」などと言っている。

  「おいおい早くしてくれよ。さすったら許してやるよ」

  「あの、でも……」

  「ほら、ほら早くしろって！」

  　男が腰を突きだしてにじり寄る。

  「いいだろ？　なあ、どうせほかの男のモノしゃぶったりしてるんだろうしよ」

  「い、いや……」

  　愛香が後ずさると、男が寄ってくる。

  　――助けて、誰だれか――！

  　そのとき、愛香の目の前に、背中が現れた。

  「すみません、こいつが迷惑かけたみたいで」

  　走ってきたのか、肩で息をして、額に汗もかいている。

  「圭けい悟ご……くん？」

  　ちらりと圭悟の視線が、愛香に向けられる。

  　大丈夫、と言っているような。

  「なんだよお前……」

  「こいつの彼氏です」

  　さらりと言った圭悟の言葉が、愛香の胸を打つ。

  「彼氏ィ？　んじゃ代わりに謝れよ」

  「はい、申し訳ありません」

  「ちげーよ。土下座だよ土下座。わかるだろ？　土下座」

  　そんなことまでしなくても――と愛香が口を開く前に、圭悟は行動に移していた。

  　その場に膝ひざをついて、頭を下げる。

  「すみません。――これで勘かん弁べんしてやってください」

  　あまりの潔いさぎよさに、男ふたりが顔を見合わせる。

  　私のためにそんなことまでしないで、と言いたいのに、言葉が出てこない。

  「――やだ」

  　すると太った男は、言った。

  「でも、あなたは今――」

  　圭悟が顔を上げようとしたところへ、男の靴くつが圭悟の頭を踏みつける。

  「きゃあっ！」

  「ったく不愉快なんだよ！　おめーら！　浮かれてんじゃねーよ！」

  「おい、やりすぎだろ、お前酔ってるから――」

  　横から痩やせ気味の男が止めに入る。

  　そのとき、もうひとりそこに現れた人物がいた。

  「お――」

  　太った男が気づいたときには、圭けい悟ごの頭を踏んでいる足をつかまれ、すさまじい力で引きあげられていた。

  「お、お、おおおお……」

  「河合かわいさん！」

  　留る亜あが、これまで愛あい香かが見たこともないようなきつい目で、男を見すえる。

  　その手から解放されると、一歩下がって男も留亜をにらみつけた。

  「次から次へと……」

  　顔を真っ赤にして、男が留亜に拳こぶしをふるった。

  「河合さん！」

  　頬ほおに打ちこまれようとしたその拳を、留亜がほんのわずか首を振ってかわす。

  　そして、留亜の左手が、男の拳をつかんだ。

  「て、てめ、放せ、放せコラッ！」

  　男の手が震えている。

  「てめえ、高校生のガキだろーが！　旅行先で問題起こして、停学になってもいいのかよ！」

  　男が吠ほえるが、その額に脂あぶら汗が浮かんでいる。

  　どれほどの力で留亜がその拳をつかんでいるのか、愛香には想像もつかなかった。

  「……停学どころか退学覚悟で、お前を半殺しにしてもいいんだぞ」

  　ぼそりと留亜が言うと、驚きよう愕がくのあまり、男は顔を青くした。

  「河合さん、止やめてくれ」

  「…………」

  　圭悟が留亜に言った。もう一度言うと、留亜はその手を解放した。

  　背後によろめいて、男が自分の拳を抱えるようにする。

  「くそっ――おい、行くぞ！」

  　ふたりの男は、愛香たちに背を向けると、逃げるように去っていった。

  「――よかった。愛香ちゃん、なにかされた？　大丈夫？」

  　圭悟が愛香の肩に手を置いた。

  「……ごめんなさい」

  「いいよ」

  「ごめんなさい……」

  　それしか言えなかった。

  　ピンチに現れてくれた。「こいつの彼氏」ってはっきり言ってくれた。土下座までしてくれた。その全部が、うれしかった。

  　それなのに、言葉が出てこなかった。そして代わりに涙がこぼれてきた。

  　圭けい悟ごが困ったように留る亜あを見る。

  　――私、圭悟くんを困らせてばっかりだ……。

  　大丈夫、泣かないで、という圭悟の言葉のひとつひとつが、温かいのになぜかつらくて、ますます涙が止まらなかった。

  



  
    ７
  


  

  

  　ちょうどそのころ、まどかは上機嫌でホテルのエントランスを抜けた。

  　恵めぐ美みに出会ってしまったのは不幸だったが、ともあれ圭けい悟ごは無事だった。思わず飛びついてしまったが、たまにはああやって若い男の子に飛びつくのもいいではないか。圭悟の反応もよかった。

  　ともあれ、一いつ色しきは、修学旅行に出た圭悟の動きを捕ほ捉そくできなかったか、あるいは、間ま宮みやむつきをターゲットにしているのかもしれない。しばらく圭悟を監視しながら、一色を探している教団本部からの連絡を待ったほうがよさそうだ。

  　一色は、誰だれにも内緒で隠れ家を抜けだしたらしい。くららや、ほかの幹部と話をしたかもしれなかったが、まどかが連絡をとった範囲ではわからなかった。

  　正面入り口からタクシー乗り場を横目に見つつ、ホテルの駐車場へと向かって歩く。

  　すっかり日は沈んでおり、冷たい風が吹いていた。

  　駐車場は、ちょうどホテルの陰になっているところで、人ひと気けがなかった。表通りの喧けん噪そうも届かず、ときどき通りがかる車の音だけが聞こえた。

  　ポケットのキーをまさぐり、ボタンを押す。駐車場に停とまっている一番奥の車が、車しや幅ふく灯とうを光らせてロックの解除を告げる。

  　車の横に立つと、まどかはなにか違和感を覚えた。

  　――なんだろう。

  　そのとき――背後で、物音がした。

  「……動くな」

  　男の気配。酒臭い吐息。

  　首元に押しあてられる、冷たい金属。

  　まどかは、身体中が、一瞬凍りついたように感じられた。

  「ごくりとつばを飲むのも止やめたほうがいいぜ。ナイフの切れ味だけは、一級だからな」

  「い、い」

  　声が震える。

  「一いつ色しき先生、ですか」

  「おう」

  　視線だけを車のサイドウインドウに当てる。

  　男が、自分の背後に密着しているのが見える。よれたシャツに、ダメージドジーンズ。だが、顔まではわからない。

  「どうして、私に、こんな真ま似ねを……」

  「お前、本部に連絡して、俺おれの行方探してるんだろ？　軽く脅きよう迫はくしないと、動かなさそうだからな。俺に、協力しろ」

  「……なんのですか」

  「高校生のガキぐらいいつでも殺せる。問題はあの女のほうだ」

  　間ま宮みやむつきのことか。

  　やはり、一色はふたりに復ふく讐しゆうしようとしている。

  「ちょっと前に、二ふた見みのジジイにもそれとなく話をしたが、なにも言わなかったぜ。殺してもいいってこったろう」

  　さすがにそれには、驚いた。

  　二見はむつきの実の父親だ。おそらく一色は、むつきを殺してもいいかと、単たん刀とう直ちよく入にゆうに二見に聞いたのだろう。二見はそれにたいして、断らなかった――。
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  「お前に協力してもらいたいのは古典の知識だ」

  「古典？」

  「昔、民俗学だかを勉強してたんだろ？　俺の方でまず五十嵐いがらしの論文の内容を適当にいじったシカケでとっかかりはつけた。あの野郎……死んでようやく、教団の役に立ったな」

  　吐きすてるように一いつ色しきは言った。

  　――五十嵐先生の、論文？

  　一色が五十嵐を嫌っていたのは知っている。二ふた見みの口利ききで教団に入信した五十嵐は、まどかの目から見ても、くららの起こす奇跡を信じているようなふうはなかった。くららへの信仰だけは誰だれにも負けないと自負する一色からすれば、五十嵐は嫌いや味みな男だろう。

  　それに、そんな一色を、五十嵐も嫌っていたのだろう。公然と、

  　――一色のような男を教団に関わらせるべきではない。

  　と五十嵐は主張していた。

  　もっともその主張は、そのあとに続く質問、

  　――あんな凶きよう暴ぼうな男を、秘密裏りに子こ飼がいにする理由はなんですか？

  　そちらが言いたかったことなのだろうけれども。五十嵐は、一色が教団内でどんな活動をしているのか、ほとんど知らなかったから。

  「論文とは……どういう、ことでしょうか？」

  「あいつが隠れ家を持っていることを、俺おれはつかんでいた。あいつの死後、書いてた論文を見つけてな――二見が読んで青ざめてたな。師匠の二見を批判し、教団の教義を否定するけしからん内容だったらしい。理屈で負けた二見のツラは見み物ものだったが、教団の批判は許せねえ。まあとにかく、そこに書いてあったものを引っぱって、暗号をつくることは、なんとかできたわけよ」

  「暗号……？」

  「携帯メールの暗号だ、知らねえのか？」

  　それは聞いたことがあった。『劫ごう光こうの道みち』の信者にもその奇妙なメールが届いた者がいた。

  「……あれは俺が部下に出させたメールだ」

  「なんのために、そんな……」

  「細かいことはこれから話す。お前は俺より頭いいんだから、ボロが出ねえように新しい暗号のヒントをつくれ。それで、間ま宮みやをおびきだすんだ。……車を運転しろ。俺の言う道を通って、奈良へ向かえ」

  　運転席に座らせられながら、まどかは必死で考えていた。

  　――どうしたらいい？

  　むつきのことが、嫌いだ。大嫌いだ。

  　――でも。

  　思いだされるのは、ふたりが子どもだったときのこと。

  　むつきは昔から意地が悪く、まどかは何度も泣かされた。そのときから、まどかは密ひそかにむつきのことを「疫やく病びよう神がみ」と呼んでいた。

  　関係が変化していったのは、高校に入ってから。

  　まどかは真しん劫ごう院いんくららに出会い、『劫ごう光こうの道みち』に入った。それを知ったむつきが、いつになく真剣な表情で「脱会しろ」と迫ってきた。

  　やがて、まどかがくららに心しん酔すいしていくと、むつきの態度は硬化していった。あの時期は、ほんとうに間まみ宮やむつきを憎み、心底嫌っていた。

  　――もしも、むつきが死んだとしたら……私はどう思う？

  　嫌いだ、大嫌いだ。

  　でも、一いつ色しきにあいつがむざむざ殺されるのを待つのも、いやだ。

  　――考えなさい、まどか。

  　むつきに連絡をとるのは絶望的だ。どころか、教団のほかのどの人間に知らせることも無理だろう。一色は、拉ら致ちや監かん禁きんのプロフェッショナルだ。そんなヘマはしないだろう。

  　ならば出し抜くことは？

  　できるかもしれない――いや、それにかけるしかない。

  　一色は動物的な勘が鋭い。警察の検問があるところなどに引っかかったことは、今までに一度もないと言っていた。その勘のおかげで、今まで何度もピンチを切りぬけたという。

  　つまり、外部からの助けがあるとは、考えないほうがいい。

  　――どうしたら、この状況をむつきに伝えられる？

  　与えられる時間は少ないだろう。

  　勘で及ばないのなら、計算してメッセージを発信しなければならない。

  　つまり、一色を満足させ、かつ、むつきにだけ本当の意味がわかるような「暗号」だ。

  　――考えなさい、仲なか根ねまどか。考えて、考えて――。

  「車を出せ」

  　助手席に乗りこんだ一色が言った。まどかは車を発進させる。

  　――もう、いつまで経たっても「疫病神」なんだから！

  　まどかの運転する車が、京都の夜を静かに走っていく。
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  第三章　決別にいたらしめる言葉

  



  
    １
  


  

  

  　翌朝、修学旅行二日目。

  　朝食は、ビュッフェ形式だった。夕飯と同じ宴会場に圭けい悟ごが入っていくと、まだ起きていない生徒が多いのか、半分以上のテーブルが空席だった。

  「おい圭悟」

  　そこには腰に手を当て、胸を張ってこちらを見ている恵めぐ美みがいた。

  　にらみつけるその姿は、相変わらず触れれば切れるような空気を醸かもしだしている。

  「愛あい香かになにをした」

  「なに、って……」

  「昨日泣かせたろ！」

  　あれは違う――と言いかけて、止やめた。上う手まく説明できないような気がしたのだ。

  　それに恵美になら、必要なら愛香のほうから説明するだろう。

  「仲なか根ねまどかとエロエロなことするから」

  「それは関係ないから……」

  「愛香に謝っておけよ、いいな！」

  　恵美は奥まったテーブルを指さすと、去っていった。

  　そこに愛香はいた。

  　クロワッサンがふたつと、山のようなフルーツ。明らかに栄養バランスがおかしい。

  「愛香ちゃ――」

  　圭悟は近寄って愛香に声をかけようとしたが、圭悟に気がつくと、愛香はそそくさと立ちあがり、逃げていった。

  「どうして……」

  　圭悟には愛香の気持ちがわからなかった。

  　たしかに誤解をさせるような行動があったのはわかるし、それについて説明したいと思うのだけれど、愛香はそれ以前に圭悟を避けているように見える。

  「おはよう」

  　そのとき不意に、耳元で声がした。

  「か、河合かわいさん……おはよう」

  　留る亜あは、じろりと圭悟を見る。

  「……木き瀬せさんは？」

  　留亜も気になっているらしい。圭悟はさっきの愛香の様子を説明した。

  「……そう」

  　留る亜あの感想は、それだけだった。

  　ふたりはビュッフェ用のプレートを手にし、料理の並んでいるほうへと歩いていく。

  　――まだ落ちついてないだけかな……。

  　そんなふうに考えて、圭けい悟ごは納得しようとした。そして気持ちを切りかえようと、違う話題を振る。

  「そう言えば河合かわいさんって、同じ中学の友だちとかいないの？　まあ、俺おれもうちのクラスには英えい慈じぐらいだけどね。それもそれでいいのか悪いのか――」

  「……なんでそんなことを？」

  「いや……なんとなくだけど。ちょっと聞いてみたくなって」

  　愛あい香かにとっての恵めぐ美みのような、親友はいないのだろうか――そんなことを圭悟は考えた。

  「……いないよ」

  「あれ、中学ってこの辺じゃ？」

  「違う。大阪の――」

  　言いかけて、はたと口をつぐむ。

  「大阪……」

  　意外だった。留亜の話す言葉は基本的に標準語だったし、関西弁のアクセントもまったくなかったから。

  　留亜はもう圭悟の問いには答えず、さっさと歩いていってしまう。

  　その背中についていきながら、またひとつ、留亜の謎なぞが生まれたと思った。

  　――きっと今後も解決されない謎なんだろうけど……。

  　そんなふうに考えていたとき、ポケットで、携帯電話が震えた。

  「メールか」

  　どうせ、部屋で寝坊した英慈からだろうと思いながら、携帯電話をとりだした。

  　そして――内容を見ると、身体が硬直した。

  「……鶴つる見み？」

  　圭悟の様子が違うことに気づき、留亜が近づいてくる。

  　その留亜に向かって、圭悟はうなずきかけた。

  　受信したのは、例の暗号メール。

  　その、第二弾だった。

  

  　九時半に、ＪＲ京都駅――英慈がむつきに言った時間だった。

  　そしてその時刻になった。

  　場所は、ＪＲ京都駅。

  　平日の午前ということもあり、スーツ姿が目立つ。しかし観光客の姿もちらほらあり、混雑とは言わないまでも多くの人が駅を利用していた。

  　そのど真ん中、中央コンコース。

  　いらだちを隠そうともしない女が、立っていた。

  　間ま宮みやむつきである。

  　タバコを吸いたいが、ここは禁煙のエリアだ。すでにさっき、勝手に吸おうとしたら駅員がやってきて、侃かん々かん諤がく々がくの口論をやったところだった。

  　九時三十五分、駅構内に入ってくる、高校生の四人組がいた。

  「遅い！」

  　その怒ど声せいに、周囲を歩く人々がぎょっとした視線を向けた。

  　当とうの高校生たち――つまり圭けい悟ごたちもむつきに気づいて、こちらへと向かってくる。

  「遅い遅い！　大体なんだ！　情報を小出しにして交換条件で人を呼びだすなどと。それが人じん倫りんにもとる行為だとは思わないのか！」

  　むつきとしては――この朝に、ここで圭悟たちに会うことなどまったく予定していなかった。それが、出がけにかかってきた圭悟の電話で予定が変わった。

  　――新しい、暗号メールが届きました。

  　それを見ないわけにはいかない。

  　メールを送れ、と言った。けれども圭悟は、

  　――じゃあ、会ったときに見せます。

  　などと答えたのだ。

  「はは、間宮さんの口から人倫なんて言葉が出てくるなんて思いませんでした」

  　ようやく目の前までやってきた圭悟がそんなことを言うものだから、思いきり太ももにローキックをくれてやった。うずくまり、苦痛にもだえる圭悟。いい気味だ。

  「間宮さん、今日も相変わらずお美しい！　俺おれのこと気軽に英えい慈じって呼んでくださ――」

  　ローキック。

  　圭悟の横に、もう一体のもだえる男。

  「き、急に暴力ふるうなんて、おかしいと、思います！」

  　すると、ふたりのもだえる男の前に、愛あい香かが立ちはだかった。

  「大丈夫だよ、愛香ちゃん」

  　圭悟が言って立ちあがる――が、愛香は圭悟にそっぽを向いた。

  「……なんだなんだ朝から痴ち話わゲンカか？　よそでやれ！　私はいらだってるんだ！」

  　早くしろ、と言いたかった。メールの続きさえ見れば、用はないのに。

  「それじゃあ奈良まで行く途中に、電車で見せますよ」

  「メール見せにきただけじゃないの……？」

  　と、愛あい香かが口を挟む。

  「いや、でも、まあ……事情があるというか」

  「まー愛香ちゃん、間ま宮みやさんはこの神かん田だ英えい慈じさんがエスコートするから大丈夫！　圭けい悟ごごときにはまだまだ早い。ね、間宮さん、俺おれいろいろプラン立てたんですよ！　おしゃれなカフェに美術館、陽ひが落ちたら、夜景の見えるラウンジで……ふふ、愛を語らうのです――ふぉっ！」

  　同じ箇所に、ローキックをくれてやった。床に転げる英慈。

  「午前……だけ、鶴つる見みの好きなように、させたら」

  　留る亜あがそう言ったことで、収まった。

  　五人でＪＲ奈良線のホームへとやってきた。発車待ちの電車に乗りこむと、隣に座った圭悟が言った。

  「これが例のメールです」

  　そして、むつきに携帯電話を開いて渡す。

  「……ずいぶん素直に渡すじゃない」

  「これ以上じらしたら、殺されそうだから」

  　わかってるなら最初からじらすような真ま似ねするな、と言いかけて、ぐっとのみこんだ。

  　今はメールが先だ。

  

  都市伝説？　暗号を解いて探しあてろ！　続編

  

  　これ絶対みんなに転送してね！

  　かの天才が遺のこしたという遺産を探せ！　埋まい葬そうされた暗号を君は見つけられるか？

  　　金鵜臨西舎

  　　野声催短命

  　　泉路無讃主

  　　良夕離家向

  お友達にも転送してね☆☆転送しないと死ぬよお前の葬式あげるよ☆☆私の友達転送しなくて一週間後に死んじゃった

  

  　むつきの脳裏に、なにかがひらめいた。

  　――見たことがある五ご言ごん絶ぜつ句くだ。でも、微妙に改変されてる……？

  「あ、あの間宮さん、実は俺も話しておきたいことが――」

  「黙ってて。集中できない」

  「……むう」

  　不服そうな圭けい悟ごの声が聞こえるが、無視。

  　このメールの内容を読みくだしてみると、こうなるだろうか。

  　――金の鵜うは西舎に臨み、野の声は短命たるを催うながす。泉せん路ろに讃さん主しゆはなく、よき夕べに家を離れて向かう。

  　金の鵜――これは、「烏う」を「鵜」に変えたのだろう。「金烏」とは「太陽」の意味を持つ熟語だ。太陽には三本足の烏がいるという中国の伝説から来ている。

  　つまり最初の句は、太陽が西にある家を照らしている――つまり、日没を意味する。

  　そしてこの日没がなんの比ひ喩ゆであるかというのは次の句で明らかになる。

  　野にあふれる声が、「短命」――つまり命が尽きたことを、しきりにささやく。日没はつまり、「人生の終わり」である。

  　そして三句目。「泉路」は「死し出での旅路」を意味する言葉であり、そこに向かう自分を、「讃主」――褒ほめてくれる人間がいない、と続く。

  　最後に、この夕暮れどきに、私は家を離れて旅立つのだ――として締めくくられる。

  　死に際した人間が歌ったものだ。

  　――まあ、死んでしまう人間を褒める、なんて意味としては変ね。これも改変されているのかもしれない……。

  　むつきはどこかでこの歌を聞いたことがある。漢詩には詳しくないが、自分が知っているということは、おそらく日本人のつくったもの。

  　――日本人の漢詩となると……『懐かい風ふう藻そう』？

  『懐風藻』は、日本最古の漢詩集と言われている。

  　編者は不明で、七五一年に成立。

  　和歌の成立が七世紀の前半であると言われているが、日本国内で漢詩を詠よむようになったのもちょうどそのころからだ。和歌が盛んに詠まれる一方で、漢詩は、国の制度や文化としては先進国であった中国に学ぼうと、輸入された文化でもある。

  　むつきは漢詩には疎うといが、『懐風藻』はひと通り目を通していた。

  　――でも、誰だれが書いた詩かまではわからない。

  　こんなことなら資料を持ってくればよかったが、今日は法ほう隆りゆう寺じを始め、結構な距離を歩く必要があるかもしれなかった。重い荷物はホテルに置いてきてしまった。

  　はっきりわかるのは、「鵜」と「烏」の改変。ほかにも改変があるような気がする。

  「間ま宮みやさん？」

  「すこし手が込んできたみたい。句のあちこちに、文字の修正がされてる」

  「この漢字が、なにを意味しているか、わかったんですか？」

  「そう簡単にはわからないわよ。人を漢和辞典かなにかだと思ってるの？　そんなにマイナーな詩ではないと思う。でもそのまま本物を載せてはすぐにネットで検索されてしまうから……ところどころ文字を変えたのではないかしら……」

  　しかし――どうしてか、納得できない自分がいる。

  　単にそれだけではない、と言われているような、そんな感じがするのだ。

  「ふー……」

  　わからないことを、悩んでもしかたがない。

  　駅のホームにベルが鳴りひびく。

  　電車のドアが閉じられ、ゆっくりと動きだした。

  　――あとは、こいつらをどうやってまくか、ね。

  　材料がそろってきた。もう気き兼がねする必要もないだろう。

  　今は先を急ぐべきだ。

  　いざ、法ほう隆りゆう寺じへ――。
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  「法ほう隆りゆう寺じは、聖しよう徳とく太たい子しによって創建され、以来約一千四百年におよぶ歴史と伝でん承しようを維持し、太子のご精神とともにその伽が藍らんを今こん日にちに伝えております」――と、法隆寺の刊行する『法隆寺』という書籍の冒頭には、ある。

  　圭けい悟ごは、購入した書籍から目を上げた。

  　これでも日本史の係であり、日本史の教科書に必ず登場する法隆寺を、実際見られるというのはうれしくもある――もっとも、同じ日本史の係である留る亜あは、圭悟の隣をつまらなさそうに歩いていたりするのだが。

  　両脇わきを松にはさまれた、二百メートルという長い参さん道どうを歩いていく。

  　参道を抜けるや、目の前には、国宝に指定されている法隆寺の南なん大だい門もん。

  　訪れる者を圧倒する、スケールの大きさ。ほかの神じん社じや仏ぶつ閣かくとは違う迫力がある――のだが、法隆寺にやってきた圭悟は、違うことを考えていた。

  　――聖徳太子、って言ったら、『ＱＯ』の事件の……。

  　前回の事件――あれは、『ＱＯ』というゲーム内に「聖徳太子」のようなグラフィックが登場した。ここでまた、聖徳太子がらみの建築物となると、どうしても気になる。

  「……言っとくけど、『ＱＯ』とは関係ないわよ」

  　すぐ前を歩くむつきが、ふり返りもせずに言った。

  「なんで俺おれが考えていること――」

  「君が考えそうなことぐらいわかるわよ」

  　南大門をくぐるところで、立ち止まった。

  「今回は映像の類たぐいは出てきていない。それに、法隆寺に用があったのであって、聖徳太子に用があったわけではないわ。それはそうと……後ろ、呼んでるわよ」

  「え？」

  　ふり返ると、南なん大だい門もんの石段の下で、手を振っている英えい慈じ。その横に愛あい香かと留る亜あがおり、どうもいっしょに写真を撮ろうということらしい。

  　その先には一いち眼がんレフのカメラを持ったメガネの高校生が六人。ついてきやがった。

  「間ま宮みやさん。俺おれ、話さないといけないことが――」

  　気づけばむつきは、さっさと中ちゆう門もんのほうへ向かっていた。ひらひらと、手だけ振って。

  　ため息をついて、圭けい悟ごは英慈たちのところへと行った。

  　平日の午前中、人影もまばらな南大門の前で、圭悟たち四人は並んだ。

  「もうちょっと、左に……ああ、そっち、そっちじゃなくて、こっち」

  　一眼レフを構えた、空間情報研究会の面々。

  　圭悟と、隣の愛香の間に、微妙な隙すき間まがある。

  「ちょっと、つ、鶴つる見みと愛香ちゃんの間に、神かん田だが挟まるべきじゃないかな！」

  　メガネをくいくいと直しながらいきりたつカメラマン。

  　むっとして、圭悟は思わず口にしていた。

  「……愛香ちゃん、もっとこっちにきなよ」

  「え？」

  　圭悟は愛香の腕に手を回して、ぐいと身体ごと引きよせた。目を白黒させた愛香の顔が、赤くなる。

  「け、圭悟くん、ちょっと……」

  「いや？」

  「いや、じゃ、ないけど……」

  「よし、いつでも撮っていいぞー！」

  　怒りに一眼レフが震えていたが、すかさず三脚を出して固定。そこだけなぜかプロ根性。

  　写真に収まる、四人。

  「なか、行こう」

  　愛香の手をつかんで、圭悟は歩きだす。そして歩きながら、言った。

  「あのさ、愛香ちゃん、俺さ――」

  「いい人なんだよ」

  　突然、そんなことを愛香は言った。

  「『空間情報研究会』の人たち、いい人なんだよ。だから、嫌わないで」

  　ふり返ると、カメラを抱えて急ぎ足にやってくる六人。

  「ごめん……」

  「謝ることじゃないよ」

  「誤解させるようなことして、ごめん」

  　立ち止まる、愛あい香か。

  「私のほうこそ……ごめんなさい。あのね、私、昨日は『ごめんなさい』しか言えなくて……それでなんて言っていいのか全然わからなくて……」

  　圭けい悟ごは、愛香の手をにぎる手に、力を込めた。

  「いいよ、もう、十分伝わった」

  「……ありがとう。圭悟くん、カッコよかったよ」

  「あ、あれはその――」

  　思いがけない愛香の言葉にしどろもどろになりそうなところへ、

  「はいちょっと通りますよ！」

  　英えい慈じが割ってはいり、ふたりの手を遠ざける。

  「お前ら！　四人でひとつの班でしょーが！　いちゃいちゃ禁止令！」

  「いちゃいちゃなんてしてねー！」

  「違うよ圭悟くん、四人でいちゃいちゃしたらいいんだよ！」

  「おお、妙案だ木き瀬せくん！　さあ留る亜あちゃんもこっちへおいで！　そして俺おれとめくるめく４Ｐの世界を……ああ、圭悟はいなくて３Ｐでも俺は全然構わな――」

  　圭悟のパンチと留亜のキックが、同時に英慈にヒットした。

  

  　むつきはそのころ、中ちゆう門もんの前で左に折れて先に進んでいた。

  　中門を直接くぐることはできないようになっており、脇わきにある通路から、なかへと入る。

  　なかにはふたつの建築物がある。

  　ひとつは、現存最古の飛鳥あすか建築である金こん堂どう。金堂内には釈しや迦か三さん尊ぞん像や薬やく師し如によ来らい像など、国宝や重要文化財のオンパレードだ。

  　そしてもうひとつ――こちらが無論のこと、むつきの目的――五重塔である。

  　五重塔は、もともと卒そ塔と婆ばと同じく釈迦の供く養よう、釈迦の遺骨の安置のために建てられた。ただの塔ではなく、釈迦をモチーフにした情景が、地上階にある。東西南北にそれぞれ、仏教のワンシーンが、いくつもの塑そ像ぞうで表現されている。

  　むつきが見たかったのは、北面――涅ね槃はん像ぞう土どだ。

  　横たわり、脈をとられる釈迦。それを悲しむ弟子たち――。

  　むつきは、その五重塔北面へとやってきた。

  　先客の老夫婦は、むつきがちょうど来たときにどいた。むつきは石段を踏みしめ、竹の囲いの向こう側、涅槃像土の前に立つ。

  　暗い。

  　若干距離があり、見づらい。

  　また、思いの外ほか、小さい。全体的に白っぽい塑そ像ぞうだ。

  　中央には横たわる釈迦しやか。金こん色じきのはずの身体も、ほこりをかぶっていてぼんやりとした光こう沢たくを持っている。

  　その釈迦の脈をとっている医師が手前にいる。

  　医師の横に――釈迦の死を悲しむ、弟子たちがいた。

  　――これだ。

  　コートのポケットから画像を印刷した紙を出す。

  　釈迦を中心に、扇おうぎ状に広がる弟子たち。

  　彼らは、胸をたたき、悲痛に顔をゆがませ、釈迦の死を哀あい悼とうしている。

  　そのうちの、左側の一番手前の塑像――これが、メールに添付されていた画像だった。

  　――これがなにかを意味しているのか……。

  　むつきは、今朝のメールが気にかかっていた。最初のメールの「大おお御み葬はふりの歌うた」に比べればずっとマイナーなものであり、しかも詩の文もん言ごんが改変されている。

  　つまり、前提条件としての最初のメール。

  　そして、具体的なメッセージを載せたふたつ目のメール――そういうことではないだろうか。

  　――最初のメールでわからなければ、さらに具体的にしたふたつ目のメールってこと？　クイズ番組のヒントみたいなものね……。でもそれにしては、問題の難易度が上がってる……。

  　ふたつ目のメールは、受信者に要求する知識レベルが高度になっている。画像も添付されていない。

  　――まるで、違う人がつくったみたいな問題……。

  　足下を凍こごえさせるような冷たい風が吹く。ひたすら静かだった。

  　この塑像は和わ銅どう四年（七一一年）につくられた。

  　千三百年間変わらない、静せい謐ひつな空気がここには流れていた。
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  　圭けい悟ごたちは、南なん大だい門もんから入り中ちゆう門もんの前に来ていた。

  　観光客がまばらな敷地内を見渡しても、むつきの姿はない。

  　キョロキョロしている圭悟の様子に気づいた留る亜あが指さしながら言う。「中門のなかに入るなら、左手にある入り口からしか入れないよ」。

  「ごめん。ちょっと、先に行ってる」

  　圭悟は言いのこして、走りだした。

  　――沢さわ口ぐちの話をして、それで間ま宮みやさんとは別行動にしよう。

  　そう、考えていた。せっかく四人でいい雰囲気になってきた。むつきも、圭けい悟ごたちにはついてきてほしくないふうだったから、別行動にするにはいいタイミングかもしれない――もちろん、むつきの様子が変なのは気になるけれども。

  　廻かい廊ろうに設置された入り口で、拝はい観かん料を支払い、圭悟は足を踏みいれる。

  「わぁっ――」

  　目の前に、不意にそびえ立つ五重塔。

  　薄青い秋の空を背景に、どっしりとした安定感、黒々としたシルエット――圧倒的な迫力だった。

  　一瞬、呆ぼう然ぜんとした圭悟の目の前を、袈け裟さを着た僧そう侶りよが歩いていき、五重塔に向かって一礼して去っていった。

  　圭悟は敷かれた砂じや利りを避け、石いし畳だたみを踏んで歩いていく。

  　正面には廻廊に接続している大講堂があるが、圭悟はその手前でむつきの姿を見つけた。

  　五重塔の、北面にいる。

  　入り口が南側だったので、ちょうどむつきは五重塔の陰になっていた。

  　砂利を踏んで近づいていくが、むつきは気づかない――。

  　そのとき、圭悟の携帯電話が、鳴った。

  

  　むつきがその音に気づいてふり返ると、圭悟がすぐそこにいた。

  「なに？」

  「いや、メールが……」

  　と言いながら、圭悟が携帯電話をとりだしている。ちらりと周囲をむつきはうかがったが、まだ圭悟のお仲間は来ていないようだ。

  「ま、間ま宮みやさん――」

  　すると圭悟は、携帯画面の液晶をむつきに差しだした。

  「――三通目です」

  　むつきは携帯電話をひったくるようにして、画面内をのぞきこんだ。

  　タイトルは同じ。

  　あとは本文――。

  

  　これ絶対みんなに転送してね！　転送しないとひどいことになっちゃうよ！

  　　ののづたふ磐余いはれの山に鳴く鶏とりを今け日ふのみ見てや霧きり隠がくりなむ

  

  　わかった。

  　この和歌を書いた人物が。

  「間ま宮みやさん……？」

  　圭けい悟ごに、携帯電話をつきかえす。

  　――大おお津つの皇み子こ。

  　和歌は知っている。この和歌も改変されているが、もとのものはこうだ。

  　――ももづたふ磐余いはれの池に鳴く鴨かもを今け日ふのみ見てや雲くも隠がくりなむ……。

  　『万葉集』に掲載されている、大津皇子の歌だ。

  「もも」を「のの」に、「池」を「山」に、「鴨」を「鶏」に、「雲」を「霧きり」に変えているのだろう。

  　それと、この改変箇所に気づいて、むつきにはもうひとつわかったことがある。

  　改変している箇所に意味はない――。

  「のの」「山」「鶏」「霧」の言葉を組みあわせても、とくになんの意味も生まれない。

  　――つまり、和歌そのものに意味がある。

  「間宮さん……間宮さん！」

  　むつきは歩きだした。

  　第二のメール、あの漢詩の作者もまた、大津皇子なのだろう。

  　正確な漢詩の内容は憶おぼえていないが、ポイントは、ともに大津皇子が書いたもの――ということだ。

  　大津皇子は、『懐かい風ふう藻そう』はもとより『日本書紀』にも登場する皇子だ。

  　威い風ふう堂どう々どうとした容よう貌ぼう、幼いころから学問を好み、知識も豊富で詩才に長たけていた。

  　ただそれだけではなく、力も強く、剣もよく振るった。そして武人には礼をもって接することができた人物なので、彼に命を預けた人間も多かった。

  　稀き代たいの天才だった、とも言える。

  「天才……」

  　若くして死んだところまで、五十嵐いがらしにそっくりではないか――。

  　胸が早はや鐘がねのように鳴りつづけている。

  　落ちつけ、と自分に言い聞かせる。

  　――あそこだ。

  　大津皇子、天才、埋まい葬そう、歌――むつきは、そこからひとつの場所を推測した。

  　――ふたりの神がいる山だ。

  　そこに、なにかがある。五十嵐についてのなにかを知る人間がいるはずだ。

  　ひょっとしたら、五十嵐の論文が――。五十嵐が最期に考えていたことがわかるのではないか。

  「間宮さん、ちょっと」

  　追いかけてきた圭悟が、むつきの肩をつかんだ。

  「三つ目のメール、なにかわかりました？　それに俺おれ、話があって……死んだ、クラスメイトの沢さわ口ぐちですけど」

  　――その死と、メールのこととは無関係だって、どうしてわからないのかな。

  「なんか、沢口は河合かわいさんにメッセージを残してて……ええと、なんだったっけ。そうだ、なんとかサラサラって言ってるんですけど」

  　……なんとかサラサラ？

  「バカにしてるのか！」

  　むつきがふり返ったそこは、入り口の反対側の廻かい廊ろうに設置された、出口だった。

  「私には君たちとともに行動する義理もなければ、君のバカげた相談を受けるような暇もないの。君のクラスメイトは事故死か自殺か殺人か、なにかわからないが警察が調べればいいことよ。そんなことをまだぐちぐちと、私に話そうとしていたの？」

  「ぐ、ぐちぐち、って……。ちょっと、気になるんですよ。なんとかサラサラはともかく」

  「だからそれが……バカにしてるというんだ！」

  　気づけばむつきは、すさまじい速度で左腕を振りあげると、圭けい悟ごの胸ぐらをつかんで廻廊の柱に押しつけていた。

  　――これから、五十嵐いがらしさんの遺のこしたなにかに逢あわなければいけないのに。

  「なぜ邪じや魔まをする？」



  [image: ]


  「く、苦しい……」

  　身長は一〇センチほど圭けい悟ごのほうが高いし、体格差もある。けれども、圭悟の胸元をつかんだむつきの左手は、白くなるほど強くにぎりしめられ、振りほどこうとする圭悟の両手にもびくともしなかった。

  　――早く逢あいたい。

  　大おお津つの皇み子このことは、ほかの誰だれかに気づかれる可能性がある。

  　先を越される前に急がなければ。

  「間ま宮みやさん、前は、俺おれのことを『パートナー』って……」

  　苦しさに、圭悟の顔がゆがむ。けれどもむつきの力は弱まることがない。

  　ずるり、と圭悟の身体が一センチほどさらに浮いた――。

  「止やめなさい」

  　むつきの肘ひじに当てられた、女の手。

  　留る亜あだ。

  　むつきが無視しようとすると、見た目にそぐわない強い力で肘をにぎりしめられた。

  「うっ」

  　一瞬、その苦痛にむつきの力がゆるむと、留亜はむつきの手を解放した。

  　その場にどさりと座りこみ、圭悟は胸を押さえて咳せきこんだ。

  「なにがあった」

  　屈かがみこんで、圭悟の背中をさすりながら、留亜が見上げるように聞いてくる。

  「関係ない」

  「…………」

  「君たちは勝手に、幼稚な警察ごっこでもやってれば？」

  　むつきは背中を向ける。

  　そして、開いた口から飛びだした――驚くほどに、冷たい声。

  「自分で考えず、他人に知恵を借りるだけの人間に、興味なんてないわ。バカはバカ同士で知恵でも絞ったらいい」

  　これで圭悟との――たった一か月低度ではあったが――縁も切れるだろう。

  「パートナー」と呼んだのは、『ＱＯ』の事件のときだ。

  　謎なぞを解き、宮城までふたりで行き、一いつ色しきと対決した。

  　しかしあれは、事件解決のための便べん宜ぎ上のことだ――と考える。

  　あのときそうしなければ、圭悟はむつきに情報を渡さなかったろうから。

  　――私が「パートナー」だと思えるのは……。

  　たったひとりだけ。

  　正確には、「パートナー」にしてほしいと思った人が、いる――。

  　むつきは法ほう隆りゆう寺じをあとにした。

  　――行こう、ふたりの神がいるところへ……千三百年前の天才が眠る山に……。

  　奈良県葛かつら城ぎ市と、大阪府太たい子し町ちようとの県境にそびえる山。

  　標高五一七メートル。山頂には、宮く内ない庁が認定する皇族の墓がある。

  　つまり――大おお津つの皇み子この墓だ。

  　山の名を、二に上じよう山さんという。

  



  
    ４
  


  

  

  　まどかは、両手と両足を縛られ、ベッドの上に横になっていた。

  　誰だれかの家のようだが、無機質な部屋だった。フローリングの八畳間程度の広さだろうか。

  　ベッドとパソコンがあるぐらいで、床に数本の一いつ升しよう瓶びんが転がっている。一いつ色しきが飲んだのだ。一色は、仕事があるとき以外はほとんど飲んだくれていると聞いていたが、これはたしかにそのとおりのようだった。

  　教団で用意している幹部用の隠れ家ではない。一色自身が用意したのだろう。

  　途中で一色と運転を代わり、目隠しをされたのでここがどこか、よくわからない。

  　両手にタオルを巻いてその上からナイロンのヒモで巻いているらしい。跡がつかないようタオルの配慮をしているのは、一色がまどかを敵として扱っているわけではないからだろう。

  　そもそも、なぜこんなふうに強引な真ま似ねをするのかと言えば、一色は教団には知られないよう勝手に隠れ家を抜けだしてきているからだ。自分自身の復ふく讐しゆうのために動くと知ったら、ほかの幹部は止めるだろうし、それがわずらわしいのだろう。

  　――でも、もしそうなら、くらら様はどうしてあんなご託たく宣せんを……。

  　まどかは、「一の矢を放ちました」と言ったくららの言葉を思いだす。

  「放たれました」ではなく、「放ちました」。ここにはくららの意志が働いているようにも、とれる。

  　――くらら様……。

  　真意がどこにあるのか、わからない。

  　一色から、道具のように扱われるのはいらだたしかったが、今は耐えるときだ。

  　――あいつ、私の暗号に気づいたのかな。

  　五十嵐いがらしの論文をまったく理解できない一色が、それっぽい暗号をつくれとまどかに命じた。

  　そしてまどかは、大おお津つの皇み子この五ご言ごん絶ぜつ句くを改編した。それさえ見れば、すこし調べればむつきはきっと気づくだろう。その五言絶句が、大津皇子が書いたものであり――。

  　二に上じよう山さんに、なにかがあることに。

  　まどかは、むつきが立てるであろう推論を、順を追って一色に説明した。だが、一色はよくわかっていないようだった。

  　――ま、全部わかられても困るんだけど……。

  　全部わかられてしまうと、まどかが暗号に込めた真意までわかられてしまう。

  　だが、まどかは知らなかった。

  　その後、一いつ色しきが勝手に大おお津つの皇み子この歌を持ちだし、第三の暗号として送信していたことを。

  　そしてそれを受けとったむつきが、一色のむちゃくちゃな改編内容を見て――歌の改編内容に意味はないと勘違いしたことを。


  [image: ]


  


  第四章　ふたりの神のいる山で

  



  
    １
  


  

  

  　――なんだよ、あの態度!?

  　圭けい悟ごは、頭に来ていた。

  　むつきのあの暴力的な態度、発言。たしかに、これまでだって頭に来るようなことはさんざんされたけれども、あそこまでストレートに怒りをぶつけられたことはなかった。

  「圭悟、顔がこえーよ」

  　英えい慈じが言って、圭悟の肩をぽんぽんとたたいた。

  　法ほう隆りゆう寺じの南なん大だい門もんを出たところの店で、昼食をとったところだった。

  「圭悟もそういうことは忘れてさー、遊びに行こうぜ！　これから楽しめばいいじゃん」

  　そう、たしかに英慈の言うとおりかもしれない――こういうとき、英慈の、底抜けの明るさがありがたかった。

  　圭悟はしかし、むつきにたいする怒りもありつつ、一方でせっかくよくなってきた四人の雰囲気を壊してしまった自分の行動を悔やんでいた。

  「あの……」

  　そこへ、珍しく留る亜あが口を挟み、ちらりと圭悟を見た。

  　話したほうがいいのかな――とたずねるような。

  「うん……」

  　愛あい香かと英慈にも、事情を話しておいたほうがいいだろうと、圭悟は思った。

  　そしてふたりに、沢さわ口ぐちのことを話す。

  　沢口の死の真相を調べようと思っていたこと、留亜に届いていたメール――。

  「そっか……河合かわいさん、大変だったんだね！」

  　話が終わると、愛香はそう言って、留亜の手をぎゅっとにぎった。

  「ひとりでつらいなら私に話してね！　私、話聞くぐらいならできる！」

  「あ……」

  　ありがとう、と口のなかで言う、留亜。

  　話しおえると、すこし冷静になった自分に圭悟は気がついた。

  　むつきは相当な気分屋ではあるが、圭悟の胸ぐらをつかむまでになるのには、なにかのきっかけがあるはずだ。「なんとかサラサラ」のせいかとも思ったが、考えてみると、その前からなにか様子がおかしかった。

  　――三通目のメールを見てからだ……。

  　むつきはあのとき、なにかに気づいたのではないか。

  　――なにに気づいたんだ？

  　携帯電話をとりだして、メールを確認する。圭けい悟ごからすれば、それはただの和歌にしか見えない。

  「さあ、それじゃー話も済んだところで、遊びに行こうぜ！」

  　と、英えい慈じが言う一方で、圭悟はひとり考えていた。

  　誰だれの詠よんだ和歌なのか。どんな意味を持っているのか。ちょっと調べればすぐにわかりそうではある。

  「……圭悟くん」

  　目を上げると、愛あい香かがこちらを見ていた。

  「まだ、気になるんだね」

  「あ、いや、これは」

  「なら――納得がいくまで、調べよう」

  「え」

  　耳を疑った。

  　――納得がいくまで、調べよう？

  　これまでの愛香なら絶対そんなこと言うはずがないのに。

  「……二通目と、三通目の内容を知りたい」

  　留る亜あも言った。すると英慈は、

  「あー、わかった、わかったよ！　しょーがねえなあ。日本史係なんかを相棒に選んだ俺おれの負けだよ」

  「……ありがとう」

  　圭悟が言うと、男になんて言われてもうれしくねえと、照れ隠しではなくかなり本気で英慈が言った。

  　そして、漢詩と和歌について調べられる環境――ということで、食事をとった店の人に聞いたところ、インターネットカフェはこのあたりにはなく、図書館はあるということだった。

  　圭悟たちは、法ほう隆りゆう寺じから移動を開始し、駅の反対側にある町立図書館へと足を運んだ。

  　図書館に入ると、手分けをして、漢詩に関する本や、漢和辞典、国語辞典などを集める。留亜はパソコンが使えないかと調べに行った。

  　本棚と本棚の合間を縫って圭悟が漢詩の本を探しに行くと、ぼうっとして棚に並ぶ書籍の背表紙を眺めている愛香がいた。

  「愛香ちゃん……ありがとうね」

  　圭悟が声をかけると、愛香は首を振った。

  「いいの。……私ね、さっき気がついたんだ。怒ったり、すれ違ったりするのって、きっとその相手じゃなきゃダメだからなんだよ」

  「え？」

  「どうでもいい相手だったら気にもならないでしょ？　私がね、あんなに腹を立てたり、感情的になっちゃうのって、それは相手が圭けい悟ごくんだから」

  　自信をもって、愛あい香かは言った。

  「私、決めたよ。圭悟くんを信じるって。だから、圭悟くんも」

  「わかった。……俺おれも信じる、愛香ちゃんを」

  　圭悟がそう答えると、愛香は最高の笑顔を見せた。

  

  

  　同じ図書館内。

  　はぁー、とため息をつく男子高校生ひとり。

  　英えい慈じは書棚の並ぶ一角で座りこんでいた。

  「なんでまあ……修学旅行まで来て図書館なんて来なくちゃいけねーんだ」

  　思わずひとり言。

  「圭悟に声をかけたのが失敗だったか……いやしかし圭悟以外に、自分のことを放っぽってまで俺の恋愛成じよう就じゆのために動いてくれそうなやつもいないしなあ」

  「…………」

  「あいつは愛香ちゃんがいるからいいし、だとしたら俺はもうひとりの女の子と……そういう発想は悪くなかったはずなんだよ」

  「…………」

  「ただそれが――って、うおっ！」

  　英慈は近くに立っている姿に気づき、あわてて立ちあがる。

  「る、る、る、留る亜あちゃん……い、いやー、なかなか、ないね、本ないねー」

  「…………」

  　留亜は無言で書棚から一冊とりだすと、ぱらぱらとなかを見始めた。

  「ね、ねえ、やっぱりさあ、修学旅行まで来て図書館なんてのもないよねえ」

  「…………」

  　手にしていた本を、留亜は書棚に戻す。そして別の一冊を手にする。

  「る、留亜ちゃーん」

  「…………」

  　無言。

  　英慈はもう一度深く、ため息をついた。

  「はぁ……そうだよなあ、俺なんて相手にされないよなあ。名前すら呼んでもらえないし……。ていうか、圭悟からも相手にされてないような気がするんだよな……。俺なんてただの邪じや魔ま者っつうか、ここにいても意味がねーっつうかさ……」

  「……意味なんて」

  　初めて留る亜あが、応答した。

  　相変わらず本に視線を落としたままだったけれども、それはたしかに留亜の言葉だった。

  「意味のあるなしなんて、誰だれかが決めるものじゃない。自分で探すもの」

  「留亜、ちゃん……」

  　すると留亜は、英えい慈じに本を押しつけた。

  　和歌に関する書籍のようだ。探すのを手伝え、ということらしい。

  「わかった、わかりましたよ――ああ、なんだかんだ言って、俺おれは圭けい悟ごにふり回されてんのかもなあ」

  　こくり、と、ほんのわずかに留亜がうなずいたように見えた。

  

  

  　圭悟たち四人が、調査を開始してから三十分ほどで、漢詩と和歌がなんなのか、判明した。

  「両方とも、大おお津つの皇み子このつくったもの……か。でもこれってどんな意味があるんだろう」

  　テーブルに四人で座り、携帯電話の画面と見比べながら考える。

  「最初のメールはそのまま和歌を流しこんで、ふたつ目とみっつ目は違うんだろ？　じゃー簡単じゃん、違うやつがつくったんだよ。んで最初のメールを真ま似ねてばらまいたと」

  　さっきまでとは打って変わってやる気になったのか、英慈が言う。

  「ありそうなことだけど、俺のところにきたメールの送信者名は、前といっしょだったよ」

  「迷惑メール送るようなやつの考えることなんて知らねーよ」

  　それはそうだが、そこを推理しなければならない。

  「……うのさんりょう？」

  　愛あい香かが、二通目のメールを見ながら、妙なことを言いだした。

  「ウノさんだよ、圭悟くん」

  「……なにが？」

  「サンリョウってでも、なんだろうね」

  「いや、だから……」

  「これ、見て」

  　圭悟に身を寄せるようにして、愛香が携帯電話の画面を見せる。そして、『懐かい風ふう藻そう』を解説している書籍を手にとる。

  「あのね……文字が変えられていたところが、あるでしょ？」

  「うん」

  「その文字を抜きだしたの」

  　メールにあった内容はこうだ。

  

  　　金鵜臨西舎

  　　野声催短命

  　　泉路無讃主

  　　良夕離家向

  

  　そして、本物の漢詩のほうはこうなる。

  

  　　金烏臨西舎　　金きん烏う西舎に臨てらい

  　　鼓声催短命　　鼓こ声せい短命を催うながす

  　　泉路無賓主　　泉せん路ろ賓ひん主しゆなく

  　　此夕離家向　　この夕べ家を離さかりて向かう

  

  　書きかえられた文字だけ抜きだすと――。

  「鵜野讃良」

  　という文字になる。

  「うのさんりょう……だな」

  　留る亜あがふたりの背後に回りこんで、上からのぞき込む。

  「『野』の字が入ってるからなんとなく人の名前っぽいだけで、実際は意味もない言葉じゃないのか？」

  「違う……」

  　ぽつりと、留亜が言った。

  「人の名前……ウノノサララって読む」

  　サララ？

  「なんとか……サラサラ？」

  　圭けい悟ごはあわててその名前を調べた。

  　ウノノサララは、持じ統とう天皇が天皇になる前の名前だった。正式名称は、[image: ]うの野の讚さら良らの皇ひめ女みこといった。そして大おお津つの皇み子ことの間に浅からぬ関係があった――。

  「大津皇子を、処刑した……？」

  　[image: ]野讚良は謀む反ほんの罪で、大津皇子を含む三十数人を捕らえたと書かれていた。これは実際に謀反が計画されたかどうかは定かではなく、[image: ]野讚良皇女と、皇太子草くさ壁かべ一派による陰いん謀ぼうではなかったか、とする見方もあった。

  　現に極きよつ刑けいを受けたのは大津皇子だけであり、ほかの逮捕者たちはほどなくして政界に復帰していたりする。

  「沢さわ口ぐちのメールには、ウノノサララの罠かもしれない、ってあったのか……」

  　留る亜あが、うなずいた。

  　なにかがつながりそうだった。

  　――間ま宮みやさん……。

  　むつきは、この暗号に含まれている「[image: ]うの野の讚さら良ら」というメッセージに気づいていたのだろうか？　そして今、どこにいるのか――。

  　大おお津つの皇み子この、死に際してつくられた漢詩に、その死の原因である[image: ]野讚良を紛まぎれこませるなど冒ぼう涜とくもいいところではないか。改変をした人物の、不気味な意図が感じられる。

  「二通目と三通目が両方とも大津皇子の遺のこした歌だから……最初のメールの山の写真は、大津皇子の墓の写真ってことなのか？」

  「お墓ってどこにあるの？」

  「ええと……奈良県には天皇のお墓である古こ墳ふんが今でも多く残っているんだけど、大津皇子の場合はちょっと違うみたいだ」

  　圭けい悟ごはその場所を、見つけた。

  「山にあるんだ。二上山という、山に」

  　言いながら、圭悟は、大津皇子について書かれている文章の、ほかの部分が気になった。

  「大津皇子は、武力、知略に優れ、ことに詩歌に長じていた……いわば、天才である」

  「天才……」

  　留亜もまた、圭悟と同じことに気づいたようだった。

  「天才……天才の五十嵐。まさかね」

  「河合かわいさん？」

  　しまった、というように留亜は口元に手を当てる。

  「五十嵐いがらし？　そう……言ったの？　そいつ、何者？」

  　圭悟はその名前には聞きおぼえがある。

  『ＱＯ』の事件のときだ。あの蔵ざ王おうの山中で、一いつ色しきが口にした言葉。

  　五十嵐という、頭のいい男といっしょに、教団を抜けだそうとしたむつきだったが――大雨のなかで、事故を起こした。

  　――大切な人を奪われたからよ。……私の命よりも、大切な。

  　むつきがかつて、圭悟にそう言った。

  　それが教団を憎む理由だと。

  　むつきはこの暗号を解けば、天才――五十嵐の遺したなにかに出会えるのではないかと考えたのではないか。だから――圭悟たちがついてくるのがとてつもなく邪じや魔まだった。

  　――そうか、それであんなに神経質だったのか……。

  　しかし、むつきは沢さわ口ぐちの死のことをよくわかっていない。そしてそのことをまともに聞こうともしなかった。何者かによる罠わなかもしれないという可能性に、気づいていない――。

  「間ま宮みやさん、この文字のことに、気づいてないんだ……。まずい、知らせないと」

  　圭けい悟ごはむつきの携帯電話をコールしたが、しかし電源が切られているのか反応がなかった。

  「もしもこの暗号どおりに行動したとしたら、行った先は」

  「二に上じよう山さん、かな……」

  　と、愛あい香かが言った。

  「行こう」

  　圭悟は立ちあがった。

  　まさか、という目で愛香が圭悟を見上げる。

  「二上山――間宮さんを追わないと」
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  　どこに自分がいるのか、本人はわかっていなかった。

  　まどかは、車の後部座席に転がされていたのだ。

  　一いつ色しきが運転する車で移動していた。今日の一色に酒臭さはない。仕事だからだ。

  　転がっているまどかには毛布がかぶせられていた。がたごとと揺れる気持ち悪さ以外はなにもわからない。上半身を動かしてなんとか毛布から顔を出してはみたが、青白い秋の空が見えるばかりだった。メガネもないので、視界がにじんでいる。

  「窓に顔を出すんじゃねえぞ――めんどくせえことさせるなよ」

  　後ろも見ずに、一色が言う。その言葉の意味を、考える必要はなかった。

  　おとなしくさせるために、殴なぐったり、半殺しにしたりは簡単にやる男だ。

  　一色は、むつきに先んじて二に上じよう山さんに向かっている。

  　車が、ぐるりとカーブした。

  　遠心力に身体を持っていかれ、まどかはドアに頭をぶつける。

  　がさつな運転だった。

  　砂じや利りを踏んで車体が揺れる。ブレーキを踏まれて、シートから転げそうになった。

  　一色はエンジンを切ると、外に出て、後部座席のドアを開いた。まどかの足下から上半身を乗りいれる。

  　昨日と同じ服――よれたシャツに、ジーンズ。髪の毛は相変わらず、右は銀髪、左は黒髪という恐ろしく目立つ色。指名手配犯のくせに、これでは捕まえてくださいと言わんばかりだ――と周囲から言われても、本人は一向に気にしない。

  　その一いつ色しきの手には、ガムテープがあった。

  「まだ解放してはくれないわけですか」

  「理由ぐらい、わかってんだろ」

  　一度手放せばまどかが戻ってくることはないのだから、すべてが終わってから解放しようということだろう。利用できそうな人間は、とりあえず近くに置いておく、ということか。

  　つまり自分が自由になるときは、むつきが死んだとき――あるいは、死が確定的な状況に置かれたときだ。

  「ここに人が来ることもほとんどねえだろうけど、ちょっと黙っててもらうぜ」

  　一色がガムテープをびりっと破く。

  　人が来ることもない――と言いつつ、一色の背後から車の通る音が聞こえてきた。スピードが出ており、そのまま走りさる。

  　その車が走っているのは、ここではない舗ほ装そう道路だろう。すぐ近いところだ。

  「間ま宮みやむつきが……来るの？」

  「そうだ」

  「私がそこに立ちあうことはできないんですか」

  　口元に押しつけられそうになるガムテープを避けて、まどかは言う。

  「ダメに決まってんだろ。俺おれの仕事は単独が流儀だということを知ってるだろうが」

  「でも――」

  「ちっ」

  　首を振って避けるまどかにいらだちを感じたのか、一色は後部座席に入りこんできた。片足を座席にのせ、ほとんどまどかに馬乗りになる。

  「じっとしてろ」

  　ガムテープを、口に押しつけられた。接着剤のにおいが鼻をついた。

  「……あのふざけたサングラスをとると、お前もそれなりの女だな」

  　一色が、まどかの顔を至近距離でのぞきこみながら言った。

  「俺がいつも仕事を終えたときになにをするかわかるか？　そいつの身体で一発抜くんだ。相手は誰だれでもいい。どんな女でも、男でもな――」

  　ごとりとガムテープが落ちたと思うと、まどかは自分の胸元に一色の手が伸びたのを感じた。思いきり強い力で乳房をつかまれる。

  「うっ」

  　痛みに思わず喉のどが鳴る。

  　一色がまどかの耳元でささやく。

  「殺し足りねえときは……イク瞬間にそいつの首を絞めるんだ……いいぞ、そんときの顔は。快感と苦痛が入りまじった顔になる。死ぬ瞬間にそいつが恐怖を感じないときってのは、意識を失ってるか、薬で頭がトンでるか、セックスしてるかのどれかだろうな」

  　生温かい吐息が首筋に当たる。

  　まどかの身体中から汗が噴ふきでた。

  　にぎりしめられた乳房に、ますます力が込められ――。

  「なんつって！」

  　いきなり一いつ色しきはぴょこんと身体を起こすと、

  「俺おれにはくらら様がいるのに、それはねえよ！」

  　下品な笑い声を上げた。心底楽しそうに。

  「お前はおとなしくそこで寝てろ、いいな。ああ、ジャケットに仕込んでいた、隠しナイフやらは全部外しておいたからな。お前も物ぶつ騒そうな女だ。服を傷めるのは悪いと思ったが、裸にひんむいて置いておくよりマシだろ？　俺様の配慮だ。ひははは」

  　勝手なことを言うだけ言って、勝手なことをやるだけやって、一色は後部座席のドアを閉めた。直後に、ロック音。

  　――なんなんだ、あの男は……。

  　まどかはその場で脱力した。

  　つかまれた胸が痛い。乱暴につかまれたから、なかのシャツのボタンがひとつ、ちぎれたらしい。ブラジャーもずれている。

  　しかし、それどころではない――むつきが来ているのだ。

  　身体をよじりながら、上半身を起こす。口で息ができないので、呼吸がつらい。

  　ぼんやりと、一色が遠くに歩いていくような姿が見えた。

  　一段高くなっている場所なのだろうか。また車の走る音が聞こえたが、車の姿が見えない。すこし行ったところに、段差があり、最初は川かと思ったがそこに車が走っているようだ。

  　反対側は森になっている。こちらは、森の手前にとられたスペースで、たしかに誰だれかが通るような場所でもなかった。

  　車道らしい上には道路標識があるようだ。が、まどかの視力では見えない。

  　――そうだ、助手席のアッパーボックスに――。

  　この車には、助手席の膝ひざの上にあるグローブボックス、さらにその上にはアッパーボックスと、二種類の収納がある。

  　アッパーボックスに、予備の携帯電話とメガネがあるはずだった。

  　もともとまどかが持っていた携帯電話はすでに没収されていたが、まさか車のなかまで全部調べてはいないのではないか――。

  　両手両足を縛られた状態で外に抜けだし、転がりながら助けを求めに行くという選択肢も一瞬考えたが、ここがどこなのかわからない以上、まずは携帯電話にかけてみよう。

  　しかし、これが思った以上の苦難だった。

  　まずガムテープを剥はがすのに時間がかかる。身体を折りまげ、膝ひざでガムテープをこする。端がなんとかめくれあがるまでそれを続け、めくれたところから徐々にはがしていく――。

  「し、死ぬ……」

  　ようやく全部剥がれたのが、およそ二十分後。すでにぐったりしているまどかである。

  　次の問題は、いかにして助手席に行くか――。

  　すでに汗ばんでいる身体を落ちつけるように深く呼吸をして、まどかは運転席と助手席の間に、上半身を滑りこませた――。

  

  

  　タクシーの窓から見える奈良の景色は、ほとんど必ず山が目に入る。

  　圭けい悟ごたちは図書館を出てからＪＲを乗り継ぎ、途中でタクシーを拾った。

  　沢さわ口ぐちがメールの暗号を読みとき、山の画像が二に上じよう山さんであることに気づき、そこに向かったのなら、死の原因も二上山にあるのではないだろうか。

  　もちろんそれは推測でしかなかったが、「ウノノサララの罠わな」とメールを書いた沢口のことも圭悟は気になっていた。もしかしたら、沢口は二上山へ向かう途中、なにかに気づいて、そして留る亜あにメールをしたのかもしれない――。

  　二上山が近づいてくる。

  　二上山は、かつて「ふたかみやま」と呼ばれていた。その名のとおり、ふたりの神がいたと思われていたのだろう。

  　その姿形は特殊だ。ラクダのこぶのようにふたつの頂いただきが寄りそうようにしてそびえている。高いほうを雄お岳だけ（五一七メートル）、低いほうを雌め岳だけ（四七四メートル）と呼び、なだらかな稜りよう線せんがふたつの頂を結んでいる。

  　険しい山、というわけではなく、遠目に柔らかなふたつのこぶが特徴的。どこかユーモラスでさえある。

  　飛鳥あすかに都が置かれていたころ、二上山から見て東にある飛鳥は、生者の国であり、西は死者の国であると考えられていた。その証拠に、当時の天皇の陵りよう墓ぼは二上山の西側、その麓ふもとに数多く残されている。

  　むつきはすでに、二上山に足を踏みいれたのだろうか――圭悟はさっきから、何度もむつきの携帯電話にかけつづけているが、つながらなかった。

  　近鉄線の二上山駅で、タクシーを降りた。

  　正面には雄岳が見える。その背後には雌岳があるはずだ。さらに雌岳の奥へも山々が連なるのだが、竹たけの内うち街道と呼ばれる古くからある道路が、稜線を横断している。

  　二上山に登るには、いくつかルートがあった。

  　この二上山駅のすぐそばにある登山口から雄岳の頂上を目指すルート。

  　二駅先の、当たい麻ま寺でら駅から当麻寺へと向かい、当麻寺の後方にある登山口から、雄岳と雌岳を結ぶ稜りよう線せんへ出るルート。

  　竹たけの内うち街道で高いところまで上がり、若干迂う回かいするようにして雌め岳だけの頂上に出るルート。

  　そのなかで、圭けい悟ごが二に上じよう山さん駅からのルートを選んだのには理由がある。

  　むつきが荷物を持っていないからだ。資料や書籍を持ち歩いていないから、二上山に行く前に十分な調査をすることができないだろう。法ほう隆りゆう寺じ駅へ戻ったとき、「二上山」という名前の駅を発見したなら、まずはその駅へ向かうのではないか。

  　そしてこの推測は見事に当たった。

  　駅前にある、食料品などを販売している店の女性が、

  「ええ、えらい美人の女の人なら来ましたなあ」

  　と言ったのだった。およそ、一時間ほども前だという――。

  　そのとき、圭悟の携帯電話が鳴った。
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  　山道を登りながら、間ま宮みやむつきは考えた――。

  　夏なつ目め漱そう石せきの書いた『草くさ枕まくら』の主人公は、山道を登りながら人の世の住みにくさを考えた。つらつらと、まさに山道に導かれるように――そして、思いがけない石に足を踏みはずしそうになって、主人公はふと我に返る。

  　むつきがいたのは、二上山の登山道。

  　ゆるやかな坂道でスタートしていたので、かなり油断していた。途中から、急勾こう配ばいと階段の連続に変わったのだ。

  　斜面に群生しているまだまだ若い杉木立が、清浄な空気を発散している。

  　ふだんの不ふ摂せつ生せいな生活が祟たたって、息があがりはじめていた。

  　昔のことを断片的に、思いかえす。

  「間宮くん、どうして奈良にはあれほど多くの古こ墳ふんや遺跡が残っているのかわかるかい？」

  　目の前に、五十嵐いがらしの背中が見える。

  　ここは、ふたりで歩いた飛ひ騨だ山中ではないか――。

  「七九四年に平へい安あん京ができるまでが、奈良一帯が日本の中心だったからではないですか？　以降はずっと京都に朝廷が置かれていました。つまり、戦乱に巻きこまれなかったと」

  　答えているのは、高校生だったころの間宮むつきだ。

  「まったく戦乱に巻きこまれなかったわけではないけれどね。……しかし過去の遺産のおかげで、奈良県内では古代の歴史学が非常に盛んだ。週末ともなればあちこちで講演会や研究会、イベントが開かれている」

  「へえ……行ってみたいな」

  「ああ、いつだって行けるさ」

  「五十嵐いがらしさんもいっしょに？」

  　ふり返る五十嵐。

  　その顔は困ったように笑っている。

  「おいおい、僕を便利な解説マシンかなにかだと思って、利用しようとしていないか？」

  　その、困ったような五十嵐の笑顔――優しさにあふれていた。

  「約束ですよ」

  　そして笑っている間ま宮みやむつき――こんなに、無む邪じや気きに笑ったのなんていつが最後だろう。

  　むつきは思いがけず大きな石の上で足を滑らせ、あわてて体勢を立てなおす。

  　身体中、汗だくだった。

  　歩きやすいものを選んだとはいえ、さすがにブーツで山登りなどするものではない。

  　予定以上に時間がかかっていた。遠回りの電車に乗ってしまったようだし――あれならタクシーを使ったほうが早かった。

  　麓ふもとの商店で買った、ペットボトルの烏龍ウーロン茶を飲む。

  　息をついて、ふと前方に目をやると――看板がとりつけられていた。

  　山頂まであとすこしだと、書かれている。

  

  

  　圭けい悟ごは携帯電話をとりだした。見知らぬ番号が表示されている。

  　――誰だれだ、この番号……もしかして学校とか？

  　近鉄線の線路を渡り、左手に折れる。民家の間を抜ける細い道路へと入る。

  「もしもし――」

  『……くん、圭悟くん！』

  「あ、はい、はい、すみません、誰です――」

  　ん……圭悟くん？

  『仲なか根ねよっ！』

  「な、仲根先生？」

  　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

  「どうしたんですか？　いつもなら自分のこと、『現代によみがえる魅み惑わくのサキュバス』とか無駄な枕まくら詞ことばつけるのに」

  『う、うるさいわね……今はそれどころじゃないの！　圭悟くん、私からひとつお願いがあるの――断ることは不可能な』

  「なんですか、それ……俺おれだって今急いでて――」

  『二に上じよう山さんに来て』

  　まどかのカウンセラー時代、これまで何度となくその暴言には度ど肝ぎもを抜かれてきたが、今回が一番だった。

  『わかる？　奈良県と大阪府の県境の山だったはず。細かいところはわからないから地図を見て。それと、今京都？　もしも京都だったら――』

  「に、二に上じよう山さんです」

  『え？』

  「今、二上山です……」

  

  

  　そこは自動車の、助手席のシートの上。

  　まどかは、シートの上にある携帯電話に顔を押しつけて電話をかけていた。

  　圭けい悟ごの言葉を聞いて、今度は、まどかが絶句する番だった。

  「なんでこんな危ないところに来たのよ!?」

  『ちょっ、え――!?　たった今来いって言ったの誰だれ!?』

  「車が多く通っているような通りを探して。国道とか、有料道路とか。近くに民家はないの」

  『急になんですか――』

  「今どこ！」

  『……二上山駅から、登山口に向かってます』

  　二上山駅――まどかの知らない駅だ。だが、圭悟が登山口に向かっているというのはいい。一いつ色しきはおそらく、二上山の山頂にある、大おお津つの皇み子この墓のそばでむつきを待ち伏せしているはずだ。ということは、この自動車を停とめたのも登山口の近くのはずだ。

  「落ちついて聞いて。私、拉ら致ちられたの」

  『ええ!?』

  「両手両足縛られて車のなかに放置されてる。死にものぐるいでケータイ探しだして、電話かけたのよ――お願い圭悟くん、私を見つけて」

  『あ、あの、警察を呼ぶのはダメなんでしょうか？　実は今、間ま宮みやさんを捜していて……本人に直接言いたかったんですが、たぶん誰かの罠にはまったのではないかと……』

  「罠わな……？　圭悟くん、あの暗号を解いたの……？」

  『暗号……ご存じなんですか？』

  「むつきのことはわかってる。知っていることは全部教えるから、先に私を捜して。お願い」

  『わかりました。――河合かわいさん、さっき印刷した地図貸して。急ごう』

  　よかった、これでなんとかなるか――まどかはすこし安あん堵どした。

  　――ん……今、なにか聞き覚えがあるような名前を耳にしたような……？　ああ、登と聖せい高校の生徒だからか……。

  　後ろ手で番号を押すものだから何度も間違い電話をかけ、むつきにかけてもつながらず、ようやく圭けい悟ごの番号を正確に押せたのだ。圭悟の番号を覚えていた自分を褒ほめてやりたい。

  「私えらいでしょ」

  『……は？　あの、車種を教えてください。仲なか根ね先生が閉じこめられてるっていう』

  　まどかは車種を告げた。それは、かつて圭悟も乗せたことがある、ハイブリッドタイプのセダンだった。色はレッドメタリック。

  　誰なの？　また女の人から？　どういうこと……？　というような声が受話器の向こうから聞こえてきた。木き瀬せ愛あい香かだろうと見当をつける。ふはは、車にも乗れない小娘め。

  　そのとき、まどかはひとつ気がついた。

  　言っておかなければいけないことがある。

  「圭悟くん、ひとつ注意」

  『はい？』

  「もしこの車を見つけても、みんなで近寄ってはダメ。圭悟くんひとりで来て。ロックはなんとか外しておくから」

  『は？　はあ……』

  「あと、電話は切らずにおいて。拉ら致ちったやつが戻ってきたらすぐ知らせるから」

  『はい』

  「うん、いい返事」

  　そう――圭悟ひとりで来てもらわなくては困る。

  　なぜって、一いつ色しきにボタンをちぎられるわ、後部座席から這はうように助手席へ移るわ、両手で携帯電話を持ったり落としたりで身体の位置を変えるわ――。

  　その結果、まどかのジャケットはほとんど脱げ、シャツも真ん中辺りまでボタンがとれてしまっているのだ。うすいピンクのブラジャーが、完かん璧ぺきに露出している。

  「髪の毛ぼさぼさで化粧もひどいんだけど……それぐらい許してよね？」

  『え？　なにか、なにか言いました？』

  「いいえ、なんでもないわ。がんばって！」

  『はい！』

  「やー、欲情してきちゃうなー」

  『なにか言い――』

  「言ってない！　イッてないよ、まだ！」

  『はあ……』

  　そう言えば携帯電話、電池切れたらやばいよな……と思いつつ、なんとなく今の状況が楽しくなってしまい、切るに切れない。

  　それから二十分して――。

  　圭けい悟ごにより、レッドメタリックのセダンが発見されるのである。

  　考えてみれば、三つの登山ルートのうち、一いつ色しきはもっとも人ひと気けのないルートを選ぶことは明白だった。当たい麻ま寺でらを通っていくルートも、竹たけの内うち街道から行くルートも、ともに交通量が多い道を通らざるをえない。

  　唯一、二に上じよう山さん駅からのルートが、ほとんど人に会わずに済むのだった。

  　圭悟はまどかに言われたとおり、ひとりでこちらに向かって走ってきた。目元までちょこんと窓に出して、確認するまどか。

  「仲なか根ね先生！」

  　助手席のドアをつかみ、圭悟が一気にドアを開ける。

  「圭悟く～ん、すっごく待ってた――」

  　ジャケットがほとんど脱げ、シャツのボタンもちぎれてブラジャーが露あらわなまどかが言うと、圭悟の顔が引きつり、ばたん、とドアが閉じられた。

  「ちょっと、圭悟くん、それ勘違い！　大幅に勘違い！　私的には全然オッケーなんだけどいやいやそうじゃなくて見せたくて見せてるわけじゃないんだけどいやいや圭悟くんならいいんだよ、見せても？　――ってあああ泥沼ー！」

  　やっぱり勘違いされた。
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  「私を拉ら致ちした男……それは一いつ色しきよ」

  　まどかにまずそれを聞いて、圭けい悟ごは言葉を失った。

  『劫ごう光こうの道みち』が今回の携帯メールに関わりがあるとは、圭悟はまったく考えていなかった。

  「間宮むつきだけを狙ねらったメールだった、ってことですか……？　スパムメールという形をとって、それをごまかそうとした、と」

  　そして圭悟は一色のことを思いだした。

  『ＱＯ』の事件で、蔵ざ王おうの山中で出会った男。

  　なんのためらいもなく、圭悟に向かって拳けん銃じゆうを発砲した男。

  　そして尾お花ばな秀しゆう五ご朗ろうの腹部に、弾丸を撃ちこんだ男――。

  「一色って……誰だれ？」

  　愛あい香かが圭悟に聞く。

  「……一色は殺人事件の容疑者として、指名手配されてるらしい」

  「指名手配!?」

  　英えい慈じが大声を上げた。

  　ふとまどかが、英慈の後ろにいた留る亜あに気づいて、言った。

  「……留亜ちゃん？　そう……あなたがいっしょだったから、この暗号を解けたのね」

  　留亜は首を振る。

  「暗号はみんなで解いた」

  　今のまどかと、留亜とのやりとりに圭悟はどことなく違和感を覚えた。まるで、ふたりが、カウンセラーと生徒という関係ではなくずいぶん前からの知りあいのような――。

  　しかし、それを聞いているほど時間があるわけではない。

  「でも、どうして沢さわ口ぐちは死んだんでしょう。間ま宮みやさんだけを、その、狙ったのなら……沢口は別に……」

  　言いながら圭悟は、考えたくない可能性に気づいていた。

  「あいつは、一色の狙っていた間宮さんより先に、写真の場所を発見してしまったから……」

  　メールに添付されていた山の写真は、ぼかされていた。それはむつき以外の人間に、場所を特定させないためではないか――。

  「だから、殺したのか……？」

  　そして圭悟はもうひとつのことに気がついた。

  　まどかは圭悟のメールアドレスを知っている。ということは、

  「二通目と、三通目のメールは、俺だけに送ったんですか？」

  　そう言えば、むつきは携帯電話を替えたと言っていた。だから、メールアドレスがわからない。最初のメールは偶然だったにしても、むつきと圭けい悟ごが動いていることさえわかれば、ピンポイントでむつきに情報が伝わればそれでいい。

  　そして、圭悟へメールが送信された。圭悟は、一いつ色しきの予想どおりむつきにメールを見せた。

  　くやしさが込みあげてくる。

  「圭悟くん、あなたたちにできることはひとつしかない……警察を呼ぶことよ。指名手配犯の一色巽たつみが二に上じよう山さんに潜ひそんでいると通報して、それで警察に突入してもらいなさい」

  　落ちついて言うまどかに、圭悟は答える。

  「……いいんですか？　一色は『劫ごう光こうの道みち』の幹部でしょう」

  「違うわ。私が一色を知っているのは、指名手配犯だから。それで脅きよう迫はくされ、圭悟くんのメールアドレスを教えた」

  　それは、『劫光の道』の人間、仲なか根ねまどかとしての回答だった。

  　一色は教団とは、関係ないことになっているのだから。

  「俺おれたちが警察に連絡している間に、あなたはこの場を去る――そうですね？」

  　まどかは答えなかった。

  　一色とは関わりがないとは言いつつも、一色を売る人間にはなりたくないということだろう。

  「警察を呼んで、信用してくれますか。高校生が、指名手配犯を見たと言っても」

  「……それを納得させるように話すのも、あなたたちの役割よ」

  「手伝ってはくれないんですね」

  「……がんばってね。助けだしてくれて、ありがとう」

  　まどかはそう言いのこすと、車へと歩いていった。

  　そして、圭悟たちの見守る前を、車に乗って去っていく――。

  「お、おい圭悟、マジで仲根先生いなくなっちゃったぞ」

  　不安そうに英えい慈じが言った。それもそうだ、指名手配犯が近くにいるのだから。

  　警察に通報するとして――証拠もなく、警察が信用するだろうか。

  　まどかの証言があったならまだしも、高校生である自分たちだけだったとしたら――。

  「一色じゃなくて二色のやつの写真なら……あるんだけど、愛あい香かちゃん」

  　そのとき、場違いな声が聞こえてきた。

  「鶴つる見みの陰いん謀ぼうで、僕らは危うく置いていかれるところだったよ……。愛香ちゃんを、鶴見から守るのは、僕らしかいないのに」

  「望遠レンズで、あちこち捜して回ってたんだ。なんか、山のこと、鶴見が聞きこみしていたみたいだし」

  　そこには、空間情報研究会の六人。

  「今、相手をしている暇がないんだ」

  　と言いながら、圭けい悟ごは彼らの言葉に違和感を覚えた。

  「おい、ちょっとそのデジカメ見せて。一色じゃなくて二色って――髪の色のことか？」

  　一いつ色しきの髪の毛は、真ん中で銀髪と黒髪とに分けられている。

  「そ、そうだよ――って、あっ！」

  　圭悟はデジカメをひったくって、保存されている写真を見始めた。

  「お、横おう暴ぼうだ！」

  　横でわめかれるが、それは無視して、圭悟はデジカメのプレビューをのぞき込む。

  　――これか。

  　その写真を、見つけた。

  　登山道の途中なのか、木々の切れ目に、仏ぶつ頂ちよう面づらで歩く男。

  　表情までは難しいが、髪の色が二色になっているのははっきりとわかる。

  「愛あい香かちゃん」

  「は、はい」

  　圭悟は愛香にカメラを手渡した。

  「お願いがあるんだ。警察が来たら一部始終を話して、この写真を見せて。写真があれば警察も動くんじゃないかと思う」

  「え……圭悟くんは？」

  　目の前に広がる、森を見る。

  「俺おれは、間ま宮みやさんを捜しに行く」

  「そんな！」

  「冗談だろ!?」

  　愛香と英えい慈じが口々に言う。

  「警察が来て、動きだすのにどれぐらい時間が必要かわからない。その間にも間宮さんは一色と接触してしまう。なんとかその前に見つけないと」

  「でも、もう、一時間も前に駅にいたって……」

  　そう、それは駅前の商店の人が教えてくれた。

  　そして駅前に掲載されていた登山マップを見ると、二に上じよう山さん駅からのルートは、およそ一時間で雄お岳だけの頂上に着くとあった。

  「間宮さんはブーツを履はいていた。それにタバコも吸うし酒も飲む。まともにスポーツなんてやってないはずだ。まだ山頂には着いていないと思う」

  「でも、でも、今から追いかけたって……」

  「すこしでも可能性があるのなら、見殺しにはできない」

  　愛香は両手でカメラを抱えたままうなだれる。

  「私も行く」

  　そこへ留る亜あが口を挟んだ。

  「留亜、俺おれは冗談で言ってるんじゃ――」

  「……いざとなったら逃げる」

  「そういうことじゃない」

  「それに……私が、行かなきゃ」

  　留亜は、含みのある言葉を言った。それがどんな意味かはわからない。

  　そして圭けい悟ごは一方で違う可能性も考えていた。

  　留亜の力が強いことは知っている。そして、度ど胸きようもある。ホテルで男にからまれたとき、留亜は堂々と対処していた。

  　まともにケンカをしたら圭悟が負けるかもしれない。

  　それに、ふたりで行けば、ひとりがもしも捕まっても、もうひとりが逃げられる――もちろん、捕まるなら自分だ、と圭悟は考えているが。

  「圭悟、俺」

  　英えい慈じが口を開いた。

  「お、俺も、お前について――」

  　言いにくそうに、言葉を切る。

  　その唇が、震えていた。

  「……河合かわいさん、わかった。お願いする」

  　圭悟は言った。

  　ほんとうなら、英慈に来てもらいたかった。けれども、無理に連れていくことはできない。

  「圭悟、俺は……」

  「英慈」

  　言葉を遮さえぎって、圭悟は言った。

  　英慈だってついていくと言おうとしたのだろう。だが恐怖のほうが勝ってしまった。

  　――俺だって怖い。

  　ただ英慈と違うのは、間ま宮みやむつきという人物を知っていて、この場で死なせるわけにはいかない――それだけだ。

  「俺としてはひっじょーに不本意だけど、愛香ちゃんのこと、しばらくの間、頼むぞ」

  「でも、俺は――」

  　圭悟はうなずく。

  「お前にしか頼めないんだ。頼まれてくれ。愛香ちゃんになにかあったら、許さないからな。――だから、愛香ちゃん」

  　圭悟は最後に、愛香に言う。

  「警察に通報するのは、頼んだ」

  「……行ってほしくない」

  　うつむいて、愛あい香かがつぶやく。

  　そう言うだろうとは、圭けい悟ごも思っていた。

  「でも……信じるって、決めたから。圭悟くんが帰ってくるの待ってる。絶対無事に帰ってきて。危なくなったら、まずなにがあっても、逃げることを考えて。誓える？」

  「ああ、誓えるよ」

  「じゃあ――」

  　愛香は目を閉じた。

  「キスして」

  　一瞬、圭悟の思考が止まった。

  　それは圭悟だけではなかったようで、誰だれしもが唖あ然ぜんとして言葉を失っている。

  「そ、それは――」

  「できないのっ？」

  　赤くなって愛香が言う。

  　できるわけがない。

  　けれども、ここで「信じる」と言い、勇気を出して切りだした愛香の言葉を、むげにはねつけるわけにもいかない。

  「帰ってきてから！」

  　逃げの言葉かもしれない。

  　けれども、圭悟自身、絶対に無事に帰ってくるつもりだ。

  「早く帰ってくる理由ができたね」

  　愛香は満足そうにうなずいた。

  「じゃあ、行ってくる――」

  　愛香と英えい慈じに手を振って、圭悟と留る亜あは走りだした。

  　走りながら、思う。

  　――いつの間に、あんなに大胆になったんだ？　恵めぐ美みのせいか――。

  　圭悟に続いて留亜が、登山口から二に上じよう山さんへと足を踏みいれた。

  　大おお津つの皇み子この墓まで、ふつうに歩いたら一時間。

  　留亜はまだマシだが、圭悟は登山する格好をしていなかった。疲れを承知で、急ぎ足で向かわないと、よほど時間を食いそうだった。

  「……私も」

  　歩きながら、不意に留亜が言った。

  「鶴つる見みに、話をしておきたいことがある」

  　ふたりのそばで、小川のせせらぎが聞こえていた。

  　薄い霧きりが斜面から流れだし、清浄な空気とともに冷気まで運んでくる――。
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  　間ま宮みやむつきは、息が切れていた。完全に。

  　なにが頂上まであとすこし、がんばろうだ、あの看板め――と恨み言を言ったところでどうしようもない。とにかく、その看板が出てからがしんどかった。

  　階段状になっているところは木材や石いし畳だたみで段が組まれているのだが、頂上に近づくにつれ、だんだんとそれらが雑になっていく。舗ほ装そうするのが面倒になってしまったのではないか、と言いたくなるほどに。

  　たった今は、もはやそこは歩道ではなく、単に水が流れた跡ではないのかというところを通っているところだ。

  　秋から冬へと移行していく時期、しかも平日にピクニックに来ている人間がいるはずもない。登山を日課にしている地元の人もいるかもしれないが、むつきが来たときには誰だれともすれ違わなかった。

  　むつきは着ていたコートを脱ぎ、汗だくになりながら登りつづけた。

  　そして――気づけば右側に、石垣が組まれていた。

  　こんなところに石垣が、と思う間もなく、視野が開けた。

  　わずかに広い場所へ出たのだった。

  　そのまま石垣の上へ出る右側の道と、左にまっすぐ延びる道がある。

  「着いた……」

  　石垣の上――そこはこぢんまりとした公園ほどの広さがある。

  　木々がないので、空が見える。曇くもり空だ。

  　朽くちたベンチ、壊れかかっている小屋。

  　正面に、黒い鉄てつ柵さくと、鳥とり居い。

  　大おお津つの皇み子この墓である。

  　天てん智じ二年（六六三年）、大おお海あ人まの皇み子この子として生まれる。頭脳も武力も才能に恵まれていたが、謀む反ほんを企てたという罪で逮捕、処刑される。享きよう年ねん二十四。

  　四方を鉄と石の柵に囲まれ、中央はこんもりと盛り土がなされている。盛り土のところは、木々がてんでに生えていた。

  　むつきは鉄柵の正面に立ち、内側の鳥居を見上げた。

  　ほぼ山頂であるここまで来ると、冷えこみも著しい。吹きこんでくる風も強かった。

  　――さあ、ここからどうする。

  　まだ息が荒い。身体が重い。思考が定まらない――この最悪のコンディションが、むつきの感覚を鈍らせていた。

  　――この辺りに、なにかヒントがあるのかしら……。

  　無我夢中でここまで歩いてきたが、大おお津つの皇み子この墓から先のヒントは、あのメールからは読みとれなかった。

  　柵さくに沿って、石垣の縁をぐるりと歩くことができるようだった。

  　むつきは鉄柵に沿って、時計回りに歩きはじめる。

  　墓を囲む左右と反対側は、すぐに石垣になっていて、歩ける幅は一メートル程度しかない。

  　そしてむつきがちょうど大津皇子の墓の、反対側に回ったところだった。

  　ふと見下ろした、石垣の下の草地が、踏みしかれている。

  　踏まれた跡は坂を下り、先へと続いている。

  　新しい跡だ。

  　一帯は、草と木々が生えているような、なだらかな斜面だった。まともな道などはない。

  　この先になにかがあるようには思えない。

  　それなのに、足跡がついてる。

  　――この先、か……？

  　無駄足かもしれないが、ここまで来てなにも見つからない、では意味がない。

  　むつきは降りていくことにした。

  　とりあえずは誰だれも来ないだろうと柵にコートをのせておき、石垣の上に腰掛けるようにする。両手を石につけると、ひやりとした感触が伝わってきた。

  　そのまま両足をずらすように下ろしていき、腕で踏んばりながら足を伸ばす――と、ぎりぎりで地面に着いた。

  　斜面に降りたって、手を払う。

  　石垣の上では、コートがずるりと墓の敷地内に落ちていた。

  　気づかずにむつきは、慎重に斜面を歩いていく。足場は悪い。枯れ草を踏むと、バランスを崩しかけてそばに生えていた枯れ木につかまる。

  「ふー……」

  　ふり返ると、次第に石垣が見えなくなっていく。

  　道に迷うことはまずないだろうが、妙な不安をかき立てられる。

  　そうだ――不安という感覚。これをどれだけ忘れていただろうか。夢中でここまでやってはきたのだが――。

  　そんなことを考えたときに、むつきは前方に、それを見つけた。

  　横穴だ。

  　古こ墳ふんにはよくあるような、大のおとなも身を屈かがめれば入れそうな横穴だ。なかば朽くちた分厚い鉄扉が、観かん音のん開きに開かれている。踏みならされた跡は、そこまで続いていた。

  　――入ろう。

  　あのメールの出題者は、いったい五十嵐いがらしのなにを伝えようとしているのか。

  　その答えが、もうすぐ見つかるはずだ。

  　横穴の前に立つ。鉄扉に鍵かぎはついていなかったが、巨大なかんぬきがあった。

  　なかは暗いが、まったく見えないほどではない。ペンライトでも持ってくればよかった。

  　足を踏みいれる。

  　おそらく坑こう道どうだろう。足下は砂じや利りが敷かれていた。湿っている。両手を広げれば届くぐらいの道幅。

  　踏みこんだむつきの足下に、濡ぬれたような風が吹きぬけていく。

  　天井の掘くつ削さく加減を見ると、やはり坑道のようだった。本格的に深く掘ってはいないから、木材などの骨組みもなく、全体的に雑な掘り方だ。

  　二に上じよう山さんは、かつて「サヌカイト」「凝灰岩」「金剛砂」といった鉱石を産出していた。その、採掘のための坑道だろうか。

  　ひょっとしたら、大おお津つの皇み子この墳ふん墓ぼや、あるいはまだ知られていない墳墓を狙ねらっての、盗掘用の坑道かもしれないと考えた。

  　ゆるやかにカーブしていく。通路の幅は相変わらずだ。慎重に歩を進めていく。

  　そのとき――背後、坑道の入り口でがさりという音を聞いた。

  　ふり返る。

  「……誰だれも、いない」

  　明かりは入り口からの光だけが頼りだ。

  　不安はあったが、あと数メートルで行き止まりのようだ。そこまで行こう。

  　突きあたりに、なにか鈍い光がある。

  　むつきが近寄っていくとそこには、膝ひざ丈たけ程度の小さな、金属製の机があった。ロウソクの立てられていた跡が、こんもりと残っているが、すすけていた。

  　そして中央になにか文字が書かれている。

  　黒い泥と、錆さびでよくわからない。むつきは屈みこんでその文字を読もうとする。

  

  　た　す　け　て　く　れ

  

  　そう読めたとき、全身にいやな予感が走った。

  　ふり返る。

  　入り口に立つ、人の影――。

  「よう」

  　男は、言った。

  　そのときむつきは、この仕掛けがただ単に自分に向けられたものだと、悟さとった。

  

  

  　一方、山道を行く圭けい悟ごと留る亜あ。

  　留亜は静かに、自分の過去を話しはじめた。

  「鶴つる見みが……どこまで『劫ごう光こうの道みち』について知っているのかはわからないけど――私は、教団幹部の四よつ谷やという女性の、姪めいなんだ」

  　小さいころから教団には出入りしていた、と留亜は言った。

  　ふたりが歩く道の脇わきを、せせらぎが現れては遠くへ離れと繰りかえしている。そのせせらぎの反対側、斜面に生える杉木立には、細かい霧きりが流れこんでいた。

  「叔お母ばも私の母も、『肉体的にも精神的にも強きよう靱じんであれ』という考え方をしていて、小さいころから空から手てを習わされた」

  　それがふつうだと思っていた、と留亜は言う。

  「学校が終わったらすぐに帰って、トレーニングと、教団支部での勉強。ゆくゆくは教団のために、役に立てる人間になれ、ってこと。でも、学校に行けばほかの子どもたちと話が合わなくて、浮くし……私は自分の送っている生活が、あまり平均的ではないことに気づいた」

  　その一方で、トレーニングの甲か斐いもあって、空手の腕前はぐんぐん上達していった。

  　親も、四谷も、留亜の成長ぶりを喜んでいたらしい。

  「でも中学校に入ってから、私はだんだんとその生活がいやになった。ほかの女の子は、部活したり、遊んだり、男子とつきあったり……私ひとりだけとり残されてたから……。もっとほかに、私の生活はあるんじゃないかって思ったよ」

  　圭悟はそのとき、修学旅行前に留亜が言った言葉を思いだした。

  　――人間の役割なんてひとつじゃない。誰だれかに役目を背負わされることはないし、すべての役割が義務ではない。

  　回りくどい言い方だけれども、その言葉は、留亜自身を指すのではないだろうか。

  『劫光の道』の役に立つことが目標ではない、空手も勉強も、義務ではない、と。

  　だから留亜は、高校を自分の希望で決めた。

  「逃げだしたかったのかもしれない。とにかく、まったく別の暮らしをしたい一心だった。親の反対にも遭あったけど、私は頑かたくなだった。最後は私がわがままを通して……とりあえず三年間、私は自由を与えられた。教団や親、四谷さんから離れたところで、私は自分だけの時間を手に入れた」

  「……どうして、登と聖せい高校だったんだ？」

  「スポーツが強いところがよかった。登と聖せい高校は、候補のうちのひとつ」

  　でも――と留亜は言う。

  「入学前に私が望んでいたようなものを、今手にしているかと言われれば――そうではないと思う……。どんな話題がいいのかわからなくて、なかなか女子同士の会話にも入れなかったし……。ほんとうに、なにやってるんだろう。……望んで抜けだしてきたのに、やっていることは黙って泳ぎつづけるだけ――」

  「そんな自分を変えようとして……『劫ごう光こうの道みち』の信者の息子である俺おれに、声をかけた？　近い境遇の俺なら、話しやすそうだ、と」

  「違う」

  　きっ、と留る亜あが圭けい悟ごをにらむ。

  「ごめん……悪気はないんだ」

  「――ようやく抜けだしたと思った先に、また袋ふくろ小こう路じがあったような気分。……違うかな、私は変わりたいのに、変わる勇気がないのかも」

  「大丈夫だよ、河合かわいさんなら」

  　圭悟は言った。

  　それは、気休めなどではなかった。

  　今こうして、自分の境遇を話していることこそが、すでに変わりはじめている証拠ではないだろうか。

  「河合さんの話聞けて、よかった。一いつ色しきのことは知ってるんだよね？」

  「うん。……でも、教団のために一色が、どんな行動をしているかまでは知らなかった。たまに四よつ谷やさんに会っても、ほかの幹部の話とかは一切しなかったし」

  「そうか」

  「それと……鶴つる見み。言っておきたいことが、もうひとつ」

  「なに？」

  　ぼそぼそとした声で留亜は言った。

  「……いっしょの班になれて、よかった」

  　その声はたしかに小さかったけれども、しっかりと圭悟の耳に届いた。

  「木き瀬せさんはすごくかわいくて優しいし、神かん田だはバカだけど友だち思い」

  「――そして俺は、日本史係の相あい方かた？」

  「君は、誠実で、頑固なんだな、と思った」

  　褒ほめられているような、そうでないような言い方に、圭悟は頬ほおをかいた。

  「昨日の夜、なんのためらいもなく土下座して、誠実に謝る君は――木瀬さんの言うとおり、たしかにカッコよかったよ」

  「……ほかに解決策を思いつかなかっただけだよ。実際に相手を黙らせたのは、河合さんの力だから、俺おれなんて」

  「私のは……ただの暴力だ」

  　寂しそうに留る亜あは言うと、圭けい悟ごにフォローをする隙すきを与えず、

  「急ごう、話が過ぎた」

  　先に立って歩きだした。

  

  

  　坑こう道どうの入り口からの光を背に、不ふ敵てきに笑ってむつきを見すえている、男。

  『ＱＯ』の事件以来、むつきは一か月ぶりに一いつ色しきを見る。

  　格好はくたびれていたが、眼光は鋭く――むしろ一カ月前よりも、どぎつくなっているような印象があった。

  「お前が仕組んだのか、あのメールは」

  　むつきが聞くと、一色は短く笑った。

  「そうだよ」

  「五十嵐いがらしさんの、最後の論文のありかを知っているのか」

  「あー、あの教団批判のクソ文章か。知ってるよ」

  「教団批判？」

  「二ふた見みのジジイもなあ、処分すりゃあいいものを、弟子の形見のつもりかは知らねえが、自分が保管するつもりらしい」

  　むつきの目が開かれる。あの論文は教団を批判するものだったのか。完全主義の二見が編へん纂さんした教義や、学問上の研究を理論的に批判する内容であり、それを知った教団の手によって回収されていたのだ。五十嵐の隠れ家はバレていないと思っていたのに――。

  「ほかに聞きたいことはねえか？」

  「なんだその、薄気味悪い親切心は。反へ吐どが出る」

  　むつきがそう言うと、一色は低く笑い、やがてげらげらと笑いだした。

  「ひー、親切心？　そうだよなあ。俺がなんで親切心なんて発揮するのか、わかるか？　わかるだろ？」

  　これからお前を殺す。だからなにを言ってもいいだろう――と、そういうことだ。

  「実はよ、最初のメールあっただろ。あの山の写真を見て、二に上じよう山さんを連想したやつがいたんだ。そいつはここに、ひとりで来たよ」

  「ひとり……？　まさか、高校生？」

  　むつきはそのとき、圭悟のクラスメイトのことを考えた。

  「おお、そんぐれえの年だな。知ってるのか？」

  　そうか。だから圭悟は、しつこくなにかを伝えようとしていたか――。

  　――すこしでも聞いてやればよかった。

  「俺おれはなあ、今は警察の目が厳しいから下へ手たに町中を動けねえわけよ。だからお前に復ふく讐しゆうするには、人ひと気けのねえところまで来させる必要があった。わかるだろ？　それを待ってる間、考えたもんだ」

  　にやにやしながら一いつ色しきは言う。

  「どうやったら、お前が、俺の邪じや魔まをしたことを一番後悔するかってな」

  「……悪趣味」

  「褒ほめ言葉だな。それで、拷ごう問もんなんかより、もっとじわじわと考えさせる方法がよかった。そこで考えついたのが、ここだよ」

  　短い坑こう道どう。

  「準備が整って、メールも送った。お前が行動を起こすまで待ちきれなくて、何度かここまで来ちまった。――その帰り道、ケータイを持ってウロウロしているガキを見つけた。それで思いついたわけだ。せっかくだから、実験してみようか、って」

  「実験――」

  　髪の毛が逆立つような感覚。

  　こいつは、そんな理由のために、人を殺したのか？

  「そのガキをここに閉じこめて、こう言った。『三日間我慢できたら、出してやる』。個人差はあるが、水無しの状態なら、人間は一週間程度は生きられる。三日間ぐらいなら余裕だ。ただしここはケータイも通じねえし、誰だれかと話すこともできない。俺がここを閉じれば暗くら闇やみだからな、その精神状態で三日を耐えきるのは苦く行ぎようだろう」

  「とことん見下げ果てた男ね」

  「おいおい、話はこれからなんだぜ」

  　一色は続ける。

  「俺はな、三日後にここにやってきて、そのガキにこう言うつもりだった」

  　耐えかねたようにぷぷぷと笑う。

  「うそだよーん、ってな！」

  　そして噴ふきだす。

  「わかるだろ？　そのとき、すげえショックだと思うわけよ！　精神的にかなり来るだろ」

  「……それを、私にやろうというのか？　全部バラしたじゃないか」

  「ああ。実際には、それはできなかったからな」

  「どういうこと」

  「俺が来たときには、すでに死んでた。酸欠だったみてえだ」

  　むつきははっとして周囲を見回す。

  　壁は、粘土質のようだ。これなら通気は望めないだろう――。

  「だからな」

  　一色は言う。

  「ここでいろいろやろうと思ったんだが、どうもそんなにおもしろいことはできないらしい」

  「で？」

  「だから、とりあえずここにお前、閉じこめるわ」

  　むつきはその瞬間、出口に向かってダッシュした。

  　一発、一いつ色しきに体当たりするだけでいい。そうしたら外に転げでる。

  　すると一色は、鉄扉の陰から、枯れ木の束をとりだした。

  　ぶん投げる。

  　濡ぬれているのか、天井に当たってしぶきをまき散らした。思わず足を止める。

  「さて――」

  　一色がなにかを投げた。

  　直後に、業ごう火か。

  　しぶきが灯油なのだと、気がついた。

  　目の前に炎が立ちあがり、むつきは熱気のあまりに背後に逃げた。洞どう窟くつ内がにわかに明るくなり、黒々とした煙が出口を求めて一色のほうへと逃げていく。一部がこちらへやってきて、むつきは咳せきこんだ。

  　炎と煙の向こうに、一色の姿が見える。

  「ひはははははっ！」

  　熱気にとろけるような一色のシルエット。

  　鉄扉が徐々に閉じられていく。熱気がひどい。炎のせいで近寄れない。

  「最後のチャンスも逃したな！　ここで朽くちるがいい。教団を裏切るやつは許さねえ。俺おれの仕事の邪じや魔まをするやつも許さねえ。お前も、五十嵐いがらしも、最後は両方とも俺の罠わなにはまった！」

  「今――なんて言った？」

  　両方とも、罠にはまった？

  　――五十嵐さんも……罠に……？

  　置かれている状況も忘れて、むつきは叫んでいた。

  「今なんと言った、一色っ！」

  「お前たちふたりは教団をだましとおしたつもりだったのか？　ほかの幹部連中は二ふた見みに遠慮してなんだかんだ理由をつけていたが、俺から見れば、お前らが教団の裏事情を探っていたことはバレバレだ」

  　完全に気づかれていたのか――。

  「どんな情報を手に入れたかはわからねえが、お前らは逃げだそうとしやがった。俺がそれを見逃すと思うか？」

  　得意そうに続ける一色。

  「――逃げるなら深夜、深夜に追ってくる車、雨の日の急カーブ――あの先の集落に、信者をひとり潜ひそませておいた。直前に、ほんのすこし路面に滑るもんを撒まかせただけだ。あとは雨が流してくれるからな――」

  「お前が……道路に細工をしたのか……？」

  「まぐれの要素が大きかったが、それでお前らが逃げきったらまた別の手を考えていたさ。問題は、事故に見せかけなくちゃいけなかったってことだ」

  　最後の光が、鉄扉によって閉じられていく。

  「お前も知ってのとおり、あれは事故として片づけられた」

  　完全に閉じられると同時に、黒煙がむつきへと一いつ斉せいに迫ってきた。

  「うっ」

  　口元を押さえるが、あっという間に煙は充満するだろう。

  　鉄扉の向こうで、がらがらとかんぬきになにかを突っこまれる音が聞こえてくる。

  　まず、火を消さないと――。

  　むつきは突きあたりまで走り、机を持ちあげた。思った以上にずしりとしている。

  　なんとか引きずって持っていき、枯れ木にたたきつけた。

  　飛びちる火の粉こ。

  　火勢は一気に弱くなった。そして同時に暗くなる。

  「――げほっ、がっ」

  　まだくすぶっているのか、黒煙が上がってくる。目にしみる。むつきは机をほうり投げ、ブーツの底で燃えかすを踏みにじった。

  　熱気が充満している。明かりがない。

  　そして煙。

  　不意にめまいがして、むつきはその場に尻しり餅もちをついた。

  「くそ……」

  　這はうようにして、出口へ向かう。伸ばした手が、鉄扉の表面に触れた。冷たい――そして表面に水滴がびっしりとついている。

  　隙すき間まから射しこんでいる、わずかな光が消えていく。隙間に接着剤、あるいは粘土を塗りたくっているのかもしれない。

  「開けろ……」

  　むつきは、拳こぶしで鉄扉をたたく。

  　コンクリを殴なぐっているような感覚だった。

  「開けろぉぉぉおおっ！　一色！」

  　扉の外から、下品な笑い声が聞こえてきた。

  　明かりが、消えた。

  　そして、足音が遠ざかっていく。

  「開けろぉぉぉおおおおっ！」

  　両手でたたいた。びくともしなかった。

  　放置されれば間違いなく死ぬ――初めてむつきの心に、死への予感が忍び寄ってきた。

  　携帯電話をとりだす。ぼうぅとした明かりが周囲を照らす。

  　圏外の表示。

  「くそ……」

  　立とうとして、立ちくらみにも似た強いめまいがむつきを襲った。

  　その場にもう一度膝ひざをつく。上半身を鉄扉にもたせかけると、冷気が身体に伝わってくる。そのままずり落ちるように、むつきは地べたに座りこんだ。

  　火を焚たいたせいで、急速に酸素が失われたのだろうか。

  　酸欠。

  　饑き餓が。

  　一酸化炭素中毒――。

  　死への予感が、確信に変わっていこうとする。

  　たすけてくれ、という文字が脳裏によみがえった。あの文字を書いただろう圭けい悟ごのクラスメイトは、助からなかった。

  「五十嵐いがらしさん……私は……どうしたら」

  　これほど簡単に、いもしない五十嵐の幻影に踊らされた自分に怒りを覚えた。

  　むつきは鉄扉をたたいた。

  「私は……ここから出る……誰だれか！」

  　鉄扉をたたく。

  「誰か！」

  　鉄扉をたたく。

  「誰か――」

  　たたきつづける力が、すこしずつ弱くなっていく――。

  

  

  　一いつ色しきは、踏みしかれた草を散らしつつ、上から枯れ草をかぶせて大おお津つの皇み子この墓の下まで戻ってきた。石垣の上に登ると、ぱっと見ではそこに道があったことはわからない程度になっていた。これで十分だろう。もし仮に道があったところで、そこを行ってみようと思う人間などいないはずだ。

  　満足げにうなずくと、泥だらけの手を払って、一色はその場を立ち去った。

  



  
    ６
  


  

  

  　そのころ、登山口付近。

  　最初に到着したパトカーには、制服警官がふたり乗っていた。愛あい香かと英えい慈じが事情を説明したが、彼らでは判断がつかないと言った。

  「信じてくれなかったら、どうしよう……英慈くん、英慈くん？」

  　そう言った愛香に、英慈はなにも言わず、ただ歯ぎしりして山を見すえていた。

  　しかし近くにいたという奈良県警の刑事がやってきてから、風向きが変わった。

  「……ほぼ間違いないな、一いつ色しき巽たつみだ」

  　デジカメの画像を見るなり、そう言った。

  　それまでにすでに、三十分ほどが経過していた。

  　そして今、パトカーに向かって応援を要請する制服警官がいた。また、覆ふく面めんパトカーでやってきた刑事も、無線に怒ど鳴なっていた。

  　私服刑事のもうひとりが、愛香に話を聞いていた。

  「じゃあ聞くけど、どうして一色がこんなところにいるとわかったんだい？」

  「さっきから言ってますけど、ケータイメールの暗号があって――」

  　愛香が説明を繰りかえすが、刑事が理解した様子はない。だがそれでも、説明しなければならない。

  　ほんとうにデジカメの写真があってよかった、と思う。写真がなければ、警察が動くことはまずなかっただろう。

  　――圭けい悟ごくん……。

  　不安でたまらなかった。

  　――ほんとうに指名手配犯だよ。ほんとうに危ないんだよ。圭悟くん、戻ってきて。早く、できるだけ早く無事で戻ってきて……。

  　祈るような思いだった。

  　不安が募つのる。

  

  

  　もともと会話が弾んでいたわけではなかったけれども、圭悟と留る亜あの会話はこの十分ほど完全に途絶えていた。

  　情けないことに、圭悟より留亜のほうが体力があった。

  　身体中が汗をかき、息もあがるがそれ以上に筋肉が悲鳴を上げている。段差が多いのだ。

  　急な坂を上り、ゆるやかな坂道に戻る。背中をつんつんとつつかれ、ふり返ると、

  「はい」

  　留亜が持ってきていたらしい、ペットボトルのミネラルウォーターを差しだされた。

  

  「ありがとう」

  　途中まで留る亜あが飲んでいたが、そんなことを気にする余裕もなかった。圭けい悟ごは少量を口に含んで、ゆっくりと飲みこんだ。

  　清涼感。

  　身体の中心が生きかえるような思いだった。

  「悪い、俺おれもなにか買ってくれば……」

  　返すと、留亜が首を振った。留亜も余裕たっぷりというわけではないらしい。

  　再び歩きだそうと――そう思ったときだった。

  　足音。

  　前方から聞こえてくる。

  　かなりの急ぎ足だ。

  　小道は斜面に沿って左手に曲がりつつ、上方に延びている。誰だれが降りてくるのか見えない。

  　ふたりは立ち止まった。

  　圭悟がふり返ると、留亜がうなずき返す。

  　――警戒しよう。

  　そして不用意に動かなくてよかったと、圭悟はすぐに知ることになる。

  　上から現れた、男。

  　よれたシャツにジーンズ――見た瞬間、わかった。

  「一いつ色しき……」

  　圭悟がそうつぶやいたのとほぼ同時に、一色も圭悟に気づいたようだった。

  「よう」

  　と、まるで朝の散歩ですれ違った知りあいのように、手を挙げる。

  　次の瞬間。

  　かっと見開かれる目。

  　坂道を駈かけだす一色。

  　こちらへ向かってくる。腰に差していた小型のナイフを引きぬく。

  「ひはははは！」

  　圭悟はそこで、動けなくなってしまった。

  

  　一色が迫る。

  　一色が振りかぶる。

  　一色が跳躍する。

  　――殺される。

  　一いつ色しきの刃やいばが迫ってきた。

  　すぐそこに。

  　身体ごと降ってくる。

  　そのとき、圭けい悟ごはズボンのベルトをつかまれた。突如、右へ向かうすさまじい力。ぶん投げられるように、圭悟の身体が宙に浮いた。

  「なっ――」

  　留る亜あがやったと気づくのに、すこし時間がかかった。

  　右手は下り坂だ。顔面から地面に落ちそうになり、夢中で両手をつきだす。そのまま身体が転がっていく。木の幹に背中を思いきりぶつけて、圭悟は肺のなかの空気を全部吐きだした。

  　一色と留亜が対たい峙じしているのが見えた。自分の手首を押さえている一色。持っていたはずのナイフはどこかになくなっていた。

  「てめぇっ！」

  　――なにが起きたんだ？

  　そう思うのよりも早く、ふたりは一気に距離を縮めた。

  　一色が、地をなでるようなローキックを繰りだす。留亜が片足を上げてかわし、左手で一色の喉のど笛ぶえに突きを入れる。一色はそれを左手で払う――まるで、空から手ての演舞でも見ているかのような、流れるような動きだ。
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  　留る亜あの回し蹴げりを、一いつ色しきが背後に跳んでかわす。足場をほとんど確認するでもなく跳べるその姿は、背中に目でもついているかのようだ。

  「見覚えがある。てめえを知っている。誰だれだてめえは――」

  　ぶつぶつとつぶやくように一色が言う。

  「間ま宮みやさんをどこへ連れていった」

  　短く留亜が言いはなつ。

  「あ――？　そんなこと俺おれがべらべら教えるとでも思ったか」

  「鶴つる見み！」

  　一色を見すえたまま、今度は留亜が圭けい悟ごに言う。

  「行って！」

  「なんで――」

  「間宮さんは生きている。すでにこの男によって殺されているなら、こういう男は自慢げにそう言うだろうから」

  「こんの……野郎がっ」

  「やっぱり図ず星ぼしか」

  　地を蹴った一色の、弾丸のような突きが留亜に迫る。

  　留亜は半身を引いてその手をかわし、一色の腹にボディブローをたたき込む。

  　一瞬、一色の表情がこわばる――が、留亜の手をつかむと、地面に引きずり倒した。

  「留亜！」

  　踏みつけようとする一色の足を、転がって避ける。

  　斜面に転がりそうになって、滑りながら留亜が立ちあがる。

  「早く！」

  「でも――」

  「行け！」

  「……わかった」

  　圭悟は、『ＱＯ』の事件のときのことを思った。

  　あのとき、むつきが謎なぞを解き、自分はそばにいることしかできなかった。

  　今ここでも、自分にできることはなにもない――。

  「鶴見、間宮さんを見つけて。それは君にしかできない」

  　圭悟は走りだした。

  「必ず戻る。それまでなんとか――」

  「行かせるか！」

  　圭悟のほうへ一色が走りだすと、その一色へ、留亜が攻撃を仕掛ける。

  　腰から足先へと、流れるような水平蹴り。

  「ガキが、邪じや魔まするんじゃねえ」

  　急ブレーキをかけて踏みとどまり、一いつ色しきはそれを払ってかわす。

  　留る亜あが半歩詰めて肘ひじで顔面を狙ねらうと、ぱっと身を遠ざける。

  　そのすぐあと、一色は間合いを詰めると、脳天からのかかと落としを放つ――これは一色の得意技だった。

  　大技もいいところだ。しかし圧倒的なスピードと、虚きよをつく大胆さで、一色はこれを愛用していた。

  　留亜は、それをぎりぎりかわす。

  「私はお前に負けない。圭けい悟ごはきっと間ま宮みやさんを見つける」

  「ほざけ」

  　一色との距離が縮まり、また身体と身体がぶつかる激しい音が響いた。

  

  

  　留亜を残して走りだしてからしばらくして、頂上まであとすこし、といったようなことの書かれた看板を見つけた。けれども、それからどれだけ急いでも頂上が見えてこない。

  　休みなく、三十分以上も山道を登りつづけて、そこから走る――。

  　ガスのような灰色の雲が湧きでたと思うと、圭悟から熱を奪っていった。

  　足下のぬかるみがひどくなり、坂道で足を滑らせて、圭悟は転んだ。膝ひざを地面にぶつけて、しびれるような痛みが走る。

  「くそっ……」

  　立ちあがり、走りだす。

  　ふと気づけば、右手に石垣があった。

  　ゆるやかな坂道を登っていくと、開けた分かれ道に出た。

  　どっちだ――と思う間もなく、圭悟は惹ひかれるように右手へ歩きだしていた。

  　遠目に、黒い柵さく、こんもりとした盛り土が見えた。

  「わ……」

  　光。

  　つい今し方、雲が湧いたのがうそのように、晴れわたっていた。

  　地面が黄色く輝き、圭悟を引きよせているかのようだった。

  　突如として訪れる、しんとした静寂。

  　降りそそぐ光に、緑が濡ぬれたように輝く。

  　ここが、大おお津つの皇み子この墓だと直感した。

  　そしてなぜか自分が、歓迎されているかのようにも感じられた。

  「そうだ――間宮さん」

  　圭けい悟ごは辺りを見回す。

  　ベンチ、小屋、宮く内ない庁の看板――とくになにもない。

  「間ま宮みやさん！」

  　圭悟は叫びながら歩いていく。

  「間宮さん！　いませんか！」

  　吹きぬけた風が、木々を揺らした。

  「……後ろへ回れるのか、これ」

  　まさか墓のなかにいるのだろうかと想像してしまったが、そこまで大きな墓ではない。

  　そして圭悟は、裏手へと歩いていく途中で、それを発見した。

  　縦ストライプの、むつきのコートだ。

  「ここだ……ここにいたんだ」

  　あたりを見回す。

  　石垣の下、不自然に枯れ草に覆おおわれた小道を発見した。

  



  
    ７
  


  

  

  　ふーっ、ふーっ、と身体の中心から深い息を吐く。軽くにぎられた両手の拳こぶしに、汗がべっとりとついている。

  　留る亜あが、じりじりと間合いを詰めると、一いつ色しきは心持ち後ろに下がる。一色が詰めようとすると留亜が下がる――動けなかった。

  　手合わせをして、留亜は感じた。

  　強い。

  　このまま長引くと、やばい。

  　――でも、負けられない。

  　留亜はつぶやく。

  「……俺おれをここで食いとめて、どうするつもりだ。警察でも呼んだのか？　通報したところで、たかだかパトカー一台程度じゃ俺は捕まえられねえぞ」

  「お前がここにいるという写真がある」

  「ねえな、そんなもの」

  「ある」

  　その隙すきに、留亜は一気に間合いを詰め、一色の腹部に突き蹴げりを放つ。

  　一色はそれを右手で払いおとす。

  　――負けられない。

  　何度もつぶやく。

  　攻撃を繰りだし、防がれ、攻撃を繰りだされ、かわす。

  　――教団から離れて、新しい生活を始めようとしていたあのとき、私の未来には楽しいことやどきどきすることがいっぱいあると思っていた。

  　けれども、実際は、親しい友だちもできず、ただ黙々と泳いでいる自分がいるだけだった。

  　――私は変わりたい。

  　新しい生活を経験してみたい。昔を引きずりたくない。

  　この修学旅行で、愛あい香かや英えい慈じ、圭けい悟ご――あんなに楽しい人たちと同じ班になった。

  　本人はとてもチャーミングなのにあんなにひどい卵焼きをつくる愛香。

  　ふてくされながらも友だちである圭悟につきあう英慈。

  　そして、圭悟――。

  　――自分の境遇を話してしまった。あんなに正直に……。

  　お人好よしすぎる圭悟を見ていると、受けとめてくれるのではないかと思ってしまうのだ。それはきっと、圭悟が教団に関係があるとか、そういうことではなく――。

  　今なら、変われる気がした。

  「教団の人間である、お前には負けない！」

  　留る亜あは、半歩退いた一いつ色しきに向かって、渾こん身しんの突き蹴げりを繰りだす。

  　一色が両手でガードする。

  　だが、正面から蹴りがヒットすると、一色の身体が背後にふっとんだ。

  　落ち葉をまき散らして一色が地面に転がる。

  「ハー……ハー……」

  　手て応ごたえは、あった。

  　最後に残った力を、一滴残らず使い、放ったのだ。手応えがなくては困る。

  　――私は、変わるんだ。

  　しかし――留亜がつぶやいたときだった。

  　一色の身体が、ぐっと丸くなると、両手で逆立ちをした。そしてそのまま両足を地面につく。そして首を回してボキボキと鳴らした。

  「あー……まあ、ガキならそんなもんか」

  　留亜は呆ぼう然ぜんとしてそれを眺めていた。

  「もうちょっとイケるかと思ったが……」

  　そして両肩をぶんぶんと回す。

  　留亜は、単純な思い違いに、そのとき初めて気づいた。

  　――本気では、なかった……？

  　考えてみれば、留亜が空から手てをやっていたとはいえ、所しよ詮せんキャリアも十年未満、しかもこの一年半はブランクがある。そんな留亜と、『劫ごう光こうの道みち』の武闘派を率いる現役バリバリの一色とでは、言葉どおり大人と子どもほどの力量差があるはずだ。

  　そして、純粋なパワーでもそうだ。

  「シッ！」

  　一いつ色しきは大おお股またで留る亜あの目の前までやってくると、右からの回し蹴げりを放った。

  　その場で留亜は、ガードをする。

  「……かはっ」

  　ガードした両腕に走る、すさまじい衝撃。骨の中心まで響くような重み。

  「所詮は女で、ガキだ」

  　一色の回し蹴りは、ガードしている留亜を、身体ごとふっとばした。

  　地面にたたきつけられ、脳がぐらりと揺れるような感触。

  　立ち上がれない。

  　――私は、負けない……。

  　しかし、心が折れそうだった。

  　近寄ってくる足音。やがて一色が視界に現れると、その場に一色が屈かがむ。

  　留亜の両腕に、一色が膝ひざをつく。マウントポジションだ。

  「無ぶ様ざまだな。俺おれがあれでマジでやってると思ってたのか？　ふだん、誰だれを相手にしてると思ってんだ。ヒグマだぞ。あと、ホワイトタイガー。――あ、これ、うそだけどな、ひははは！」

  　なにがおかしいのか、一色はひとりでげらげら笑いつつ膝をたたいている。

  「さて――お前、このまま殺してもつまんねえよなあ。かといってさっきのガキを野放しにしておくわけにもいかねえから時間もあまりない」

  　腕を組んで、うーんなどと言っている。まるで猫がネズミをなぶっているようだ。すぐに殺すわけでもなく、ただ単純に自分の暇つぶしのために相手を傷つける――。

  　留亜は逃のがれようと身体をひねったが、両腕はびくともしなかった。一色をはねのけるだけの力は、もはや留亜には残っていない。

  「ああ、ひとつ思いついた。お前の両腕を押さえてる二本の足がある。でも、俺にはもう一本の足がありまーす！　……いくらガキでもなにかわかるだろ？」

  　一色の手がジーンズのファスナーに伸びる。それをジジジと開けながら、言う。

  「骨を折るよりも心を折るほうが楽しい、ってな。お前、黙って俺のナニをくわえたら、命だけは助けてやるよ」

  「……噛かみきってやる」

  　一色の手が、止まる。

  　右手で拳こぶしをつくり、ふり下ろした。

  　ほとんど見えなかった。留亜の顔の真横に、どすんという衝撃が走る。地面を通じて後頭部に響きが伝わってくる。

  「顔、めちゃくちゃにするぞ？　歯は全部折る。鼻もな。目をくりぬいても、まあなんとか生きていけるだろう。痛みで失神なんてするなよ、せめて、口ぐらい裂かせてくれ」

  「…………」

  　留る亜あは一いつ色しきをにらみつける。

  「――さあ、もう一度聞こう」

  　一色がファスナーを開ききると、そこに手をつっこんでごそごそやり出した。

  「黙ってくわえる、そうだろ？　くわえさせてください、って言えよ、な？」

  「……野郎」

  「あ？」

  「ロリコン野郎。ガキ相手じゃないと、勃たたないのか」

  　留亜が吐きすてるように言った。一色は、はあーとため息をつく。

  「じゃ、死ね」

  　遊びの表情が、完全に消えた。一色の顔に残っているのは、明確な殺意――いや、それどころか、ただ単にこれから行う作業への飽き飽きした感情だけだった。

  　一色の手がふりあげられた。

  　――私は、負けなかった。

  　留亜は目をつぶる。

  　――負けなかったけど、変われたかどうかはわからないよ、鶴つる見み……。

  　一色の腕が風を切る。

  　そのとき、留亜は、足音を聞いた。

  「う、わあああああ！」

  　マヌケな叫び声、一色の身体が体勢を変えるのがわかる。

  　目を開けた留亜の視界に、ぶん回される、丸太。

  　一色のこめかみに当たって、身体ごとふっとばす。

  「て、てめえ……はあ、俺おれの、留亜ちゃんに、なにするんだ！」

  「神かん田だ……？」

  　信じられなかった。

  　汗だくで、丸太をごとんと置いて、英えい慈じが屈かがみこんで留亜を起こす。

  「平気？　ケガとか、あるよな？」

  「なんで、ここに……」

  「俺……びびりだけど、圭けい悟ごはともかく留亜ちゃんまで行ったの見たら、もう、どうしても、いてもたってもいられなくて――」

  　恐怖をふるい落として、ここまでやってきたのだろう。

  　留亜は胸のうちが熱くなるのを感じた。

  「無茶して」

  「留る亜あちゃんのほうがよっぽど無茶だ。早くここから――」

  　英えい慈じが言いかけたときだった。

  　真横に立つ、影。

  　一いつ色しきの蹴けりをもろに食らって、英慈の身体が三メートルほど転がっていく。

  「あ、あああ、ああああああ」

  　英慈がその場でのたうち回る。

  「一色ぃぃぃいいいい！」

  　留亜が、最後の気力で立ちあがった。

  「お前らふたりとも、殺す。すぐに殺す。喜んでいいぞ、恐怖を感じる間もなく殺してやる」

  　一色が言った。こめかみに泥がついているが、丸太が当たる瞬間、横に跳んでショックを減らしたのだろう。

  「うるさい……恐怖を感じるのは、お前だ」

  　留亜が言う。

  「なんだと？」

  「神かん田だが、連れてきたんだ――聞け」

  「そんな時間稼ぎ……」

  　言いかけた一色の、言葉が止まった。

  　かすかに聞こえてくる音。

  　できうる限り遠くへ聞こえるよう設計された電子音。

  　この、木々に遮さえぎられた山の中腹にも聞こえてくる。

  「サイレン……一台じゃないことぐらい、わかるだろう――」

  　言いおわらないうちに、一色は走りだしていた。

  「待て！」

  　一色はそのまま、坂を転がるように駈かけていく。

  「――神田、大丈夫!?」

  「いてえ、いてえけど……」

  　留亜に抱きおこされながら、英慈が言う。

  「やっと……留亜ちゃん、俺おれの名前呼んで……しゃべってくれるように、なった……」

  「君は……正しよう真しん正しよう銘めいの、バカだ」

  　そう言った留亜の目に、光るものが浮かんでいた。

  

  

  　――こんなところで寝たらダメだろう。

  　重い意識の奥から、声が聞こえてくる。

  　――さあ、起きて。そろそろ時間だ。

  　居眠りしていたむつきを起こすとき、彼はとても優しかった。

  　触れれば壊れるような精密機器でもないのに――と思いながら、むつきはその扱われ方が、好きだった。自分が大事にされていると思えた。

  　うっすらと目を開ける。

  　差しのべられた、手。

  　――はい、起きてます――。

  　その手をにぎろうと、した。

  「しっかりつかんで！」

  　重い意識の壁をぶち破って、声が炸さく裂れつした。

  　光だ。明るい。

  「間ま宮みやさん！　俺おれです、鶴つる見みです、わかりますか！」

  　つるみ……つるみ……鶴見……？

  「圭けい、悟ご……」

  「起きあがらせます、外に出ますよ！」

  　腕をつかまれ、身体を起こされる。しかしむつきの身体に感覚はない。頭全体が靄もやでもかかっているかのようにぼんやりとし、なかば引きずられるように外へ連れだされる。

  　――私は。

  　むつきはつぶやく。

  　――ああ、そうか、閉じこめられていた。

  　大おお津つの皇み子この墓のそばに。

  「すぐに下山します。大丈夫、すぐだから」

  「私は……愚かだ……五十嵐いがらしさんの遺のこしたものが、ここに来れば手に入ると信じて……」

  「今は無理して話さないでいいですから――」

  　圭悟に背負われたようだった。

  　そして、一歩一歩、歩んでいく感覚――この、二に上じよう山さんの山頂を。

  　西に山を下れば、飛鳥あすか時代の天皇たちが眠る陵りよう墓ぼ。

  　東に山を下れば、当時、都だった飛鳥に向かう道。

  　そう、二上山の山頂は、生者と死者の境目だ。

  　なぜこんな中途半端な場所に、大津皇子は葬られたのか――。

  　もともと、大津皇子が葬られたのは馬ま来く田だという池のほとりだった。しかし、そのそばで鬼おに火びが出るという噂うわさが立った。鬼火とは死者の怨おん念ねんだと思われていた時代である。大津皇子の怨念が、まだ現世に残っていると人々は考えたことだろう。

  　大おお津つの皇み子この墓を、二に上じよう山さんに移すことを命じたのは[image: ]うの野の讚さら良らだった。二上山の西側、死者の地ではなく、二上山の頂上という場所に――。

  　天才に政権をとられることを[image: ]野讚良は恐れていた。そしてその命を奪ってもなお、大津皇子に安らかな眠りを与えるような、心の余裕がなかったのかもしれない。

  　かくして天才は、生と死の狭間に葬られることとなった。

  　魂はいまだ、どちらの世界にも行けない、宙吊りの状態なのかもしれない。

  　五十嵐いがらしを思い、忘れられなかった。五十嵐は死んだが、むつきのなかで生きつづけていた。

  　むつきにとって、五十嵐は、まだ生者と死者の中間にいたのかもしれない――。

  　――私は、生きている。

  　圭けい悟ごの足は、二上山駅のある東側へ向かうだろう。

  　ここで、別れを告げなければならない。

  　あなたは西へ、私は東へ――。

  　それでいい。

  　もうふり返らずに済む。

  　――圭悟が、私を導いてくれたのか……。

  　まだまだ高校生。子どもにしか見えないのに、身体はたくましく、むつきを支えている。山頂までやってきたのなら、疲労も相当溜たまっているだろうに――。

  　でもこれで、むつきは安心してその言葉を言える。

  「さよなら、五十嵐さん……」

  　と。

  　圭悟を巻きこんでしまったことに、罪悪感を覚えながら――。

  「……間ま宮みやさん？」

  　圭悟が問うたときには、むつきは意識を失っていた。

  

  

  　狭い路ろ肩かたを埋めつくすパトカーの群れに、なにごとが起きたのかと通行人が好奇の目を向けてくる。すでに、奈良県警は二上山周辺に緊急警戒体制を敷き、総力を尽くして一いつ色しきの確保に動いていた。

  　三件の殺人容疑、そのほか重要事件での証言も、一色には期待されていた。

  　そんな騒々しさの中心に、愛あい香かはいた。

  　説明の内容はともかく、一色の写真がすべてを物語っていた。先ほど留る亜あから電話があり、一色と遭そう遇ぐうしたと言っていた。さらに、英えい慈じともいっしょだと。麓ふもとのほうに逃げたはずだと言われたが、こちらにはまだ誰だれも来ていない。

  　日も暮れて、空に残ったわずかな明かりが、辺りを照らしていた。

  　強力な照明が運ばれてきて、発電機が稼働しはじめる。

  　愛あい香かはただずっと、登山口の、ゆるやかな上り坂を見ていた。

  　先ほど刑事たちが、五人程度の警官を、先行して山に派遣してはどうかというような議論を交わしていた。もしそんなことをするのなら、絶対自分も連れていってもらうつもりで、愛香は圭けい悟ごの安全を祈りつづけていた。

  　――戻ってきて。

  　ただ、ひたすらに。

  　そしてその瞬間は、訪れた。

  「あ……」

  　支えあうようにして歩いてくる、ふたり。英えい慈じと留る亜あだ。

  「英慈くん……河合かわいさん！」

  　そしてその背後、誰だれかを背負って歩いてくる人影――。

  「圭悟くん！」

  　愛香はたまらず駈かけだしていた。

  



  
    ８
  


  

  

  　日は完全に暮れていた。耳みみ障ざわりだったサイレンの音も、だんだん聞こえなくなってくる。

  　すでに山のなかは、暗くら闇やみに閉ざされていた。

  　暗闇のなかを駈かけぬける、ひとつの影があった。

  「くそっ」

  　さっきから何度もつぶやいている。

  　くそっ！

  　くそっ！

  　くそっ！

  　腹の虫が収まらない。

  　――この俺おれが……捕まるだと？

  　完全にやられた。

  　間ま宮みやむつきを洞どう窟くつ内に閉じこめたところまでは、想定どおりの展開だったのに。

  　――どこがどうして計画が破は綻たんしたんだ？　……とにかく今は、逃げの一いつ手てだ。

  　二に上じよう山さんを抜け、大阪府側に出るつもりだった。

  　登山口はすべて奈良県側にある。だから、奈良県警は動いているだろう。しかし大阪府警まではどうか――。

  　自分の潜せん伏ぷく場所を確保するためにも、一いつ色しきは、大阪では事件を一度も起こしたことはなかった。奈良県警は動いても、大阪府警が動かないというのは十分ありうる。

  　身体が重い。道なき道を走っているのだから、それも当然だ。しかもさっきまで、留る亜あを殺す気で襲っていたのだ。

  　そろそろ限界だ――。

  　せせらぎの音が聞こえたので、そちらへ歩いていく。軽くまたげるぐらいの幅で、暗くら闇やみの底にぬらりと光る小川を発見した。

  　斜面を滑るように降りていく。小川に両手をひたすと、びっくりするほど冷たい。

  　一いつ色しきはその水を飲んだ。生きかえる思いだった。

  　落ちつくと、その場に座りこんで、斜面に身体を横たえた。

  　わずかに虫が鳴いている。そしてせせらぎ。

  　風が止やみ、辺りは完全に静まりかえっていた。

  　このまま寝てしまいたい。しかし、朝になれば山狩りが始まるかもしれない。逃げるなら、このチャンスを逃のがしてはならなかった。

  　一色は、信じている。

  　どんなピンチも、どんな逆境も、くららが導いてくれると。

  　今回の行動も、くららの導きがあったからこそできたことだ。二に上じよう山さんに罠わなをしかけること、間ま宮みやむつきを亡き者にすること――一色は、「ご託たく宣せん」に忠実に従った。

  　しかし、失敗した。

  　これはひとえに自分の力不足だ――と一色はくやしさのあまり歯がみした。

  　――いっ、しき……。

  　名前を呼ばれたような気がした。

  　周囲を見回す。しかし、誰だれもいない。

  　気のせいか――と思うと、坂の上を歩く、青白い姿が見えた。

  　――いっしき……。

  　りん、と鳴る、鈴の音。

  「くらら様……」

  　祈ると、見える、くららの姿――。

  　一色にとっての、奇跡。

  　くららが見えている限り、警察に捕まることはない――。

  　青白い姿を追って、一色は歩きだした。

  　真しん劫ごう院いんくららに初めて会ったあの日、一色は奇跡を体験した。

  　くららは一色の過去を言いあてていった。家族との不和、特殊部隊時代に同僚の隊員を殺しかけたこと、表おもて沙ざ汰たになっていないいくつかの強盗、そして、持病のことを。

  　一色は、肝臓癌がんに身体を蝕むしばまれていた。

  　特殊部隊を追いだされてから、酒におぼれていたことも影響しているかもしれない。一いつ色しきは癌がんにかかったことを知り、自じ暴ぼう自じ棄きに陥っていた。

  　くららは、癌を治すと言った。

  　そのときのことを、一色は忘れられない。

  　一色の腹に当てられた、くららの白い手。温かいような、むずむずするような感覚が、皮膚を走る。

  　そしてその箇所を中心に、身体中に温かい血がめぐっていくのを一色は感じた。

  　腫しゆ瘍ようは、小さくなっていた。

  　その後、一色はくららを信仰するようになり、症状はみるみる快方に向かった。

  　――くらら様の起こした、奇跡だよ。

  　今だってこうして、遠く離れた地でもくららは自分を導いてくれる――。

  　一色は、やがて大阪府側に山を抜けた。

  　スポーツ公園がある。その横を、月明かりを頼りに歩いていく。

  「――おおい、そこの君！　そこでなにしとる！」

  　前方からやってきた、オートバイ。

  　巡じゆん回かい中の、地域の警官だ。

  　――やっぱり俺おれは、ツイている。

  　わざわざ、足まで持ってきてくれた――。

  　警官がライトでこちらを照らす。

  　両手でその光を防ぐ一色。口元だけが見えていて――やがて、にやりとゆがんだ。
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  エピローグ　恋の話

  

  　ひたすら、叱しかられた。

  　奈良県警から登と聖せい高校に連絡が行っていたようで、警察の取り調べが終わり、夜の九時に京都のホテルに戻ると――教員が勢せい揃ぞろいしており、質問攻めにあった。その後、説教。ちなみに、携帯電話のメールについての話を、ちゃんと理解できたであろう教員は誰だれひとりとしていなかった。

  　修学旅行の三日目は、ホテルから外には出るなと言われ、担任の谷たに田だの監視のもと、売店を冷やかしたり、無駄に三度も大浴場に行ってみたりした。

  　昼過ぎ。ホテルのロビーにある大型テレビで、ニュースが流れていた。

  　指名手配犯である一いつ色しきによって、警官のひとりが気絶させられ、オートバイを奪われたというニュースだった。大阪府警もその後、警戒線を張ったが、一色は捕まらなかった。

  　今日になって、何度かむつきに電話をかけてみたが、しかしつながらなかった。

  「鶴つる見み。――ニュース、見た？」

  　そこへ留る亜あがやってきた。圭けい悟ごがうなずくと、留亜はため息をついた。

  「……河合かわいさん、ケガは大丈夫？」

  　留亜は頬ほおに絆ばん創そう膏こうをつけ、首にも湿布を貼はっていた。身体中あざだらけで、歩き方もぎこちない。

  「俺おれ……河合さんに一番きついこと任せてしまって」

  「いいよ。――人間には役割がある。でもその役割は義務ではない」

  　留亜は穏やかな顔で言う。

  「私は、変われたかな……」

  　圭悟が答えようとしたそこへ、

  「おーい、そこにいたのかよ」

  　英えい慈じがやってきた。

  　一色に蹴けられたという横腹が紫色になっていて、あばら骨にもヒビが入っているらしい。

  　けれども昨晩、英慈は同じクラスの連中にその傷を自慢していたから、痛みよりも英慈の見栄のほうが勝った、ということか。

  「留亜ちゃん、ケガ、どう？」

  「……平気だ」

  「俺は平気じゃないよー。だからナデナデして、ね？」

  「……元気な鶴見にやってもらえ」

  「えー、圭悟になでられたりしたら治るどころか芽が生えてくるよ。朝顔の」

  　どういうたとえだ。

  　圭けい悟ごは口を挟もうとして、止よした。

  　――十分変わったじゃないか。

  　修学旅行に来る前と比べて、留る亜あはずっと変わった。それだけはほんとうに、間違いのないことだ。

  「なにニヤニヤしてるんだ、圭悟」

  　不意に現れた人影に、臑すねを蹴けりとばされ、圭悟は跳びはねた。

  「いってぇ！」

  　恵めぐ美みが腕組みして圭悟をにらんでいる。その横に、困ったような顔をした愛あい香か。

  「貴様が周囲にかけた迷惑を考えれば、蹴りなんて安いものでしょうが。私に話しかけるときは今後、『ありがとうございます』を最後につけること」

  「ふ、ふざけんなありがとうございます」

  「よろしい。今後もそうしなさい」

  「くそー……」

  　臑をさすっている圭悟を見て、

  「……ふふ」

  　留亜が笑った。

  　その様子に、びっくりしたように恵美と愛香が留亜を見る。それもそうだろう――留亜が笑ったところなんて、圭悟だって見たことがない。

  「ふーん……。まあ、トラブルは多かったけど、シャッフルは成功だったみたいね」

  　恵美は、ばんばんと圭悟の背中をたたくと、手を振りながら去っていった。そして、エントランスにいた男子生徒と手をつないで外に行ってしまった。

  「……なんとかランキング総合なんとか位の、陸上部の……」

  　演説会のときに見た、男子生徒。

  「恵美ちゃん、がんばったからねー」

  　圭悟の横で愛香が言った。

  　問題検討委員のくせに、自分のためにがんばっていたのか――と圭悟は言いたいところだったが、そこはこらえる。

  「あ、そうだみんな聞いて。愛香からみんなに、とってもうれしいニュースです！」

  　不意に愛香がそう言ったものだから、どきりとして圭悟と英慈が顔を見合わせる。

  　――卵焼きか!?

  　まずそれを連想した。

  　――あれは一日目の夜に、ちゃんと処理したぞ！

  　――ここのホテルの厨ちゆう房ぼうを使って、新たにつくった、ということは……？

  　圭けい悟ごと英えい慈じがアイコンタクトでそこまで話したところで、愛あい香かは言った。

  「谷たに田だ先生が、外に連れてってくれるって！」

  

  

  　ほかの先生には内緒で、近場に一か所だけ連れていってあげる――という、担任の谷田からの提案だった。

  　夕方、ホテルのエントランスに現れた谷田に、

  「近場ってどこっすか！　どこに連れてってくれるんすか！　よ、よ、よもや、き、着物を着た女性と、イケナイ遊びをするような――」

  　真っ先に英慈が食いついたが、それにはとりあわず、谷田は言った。

  「知ち恩おん院いんという、浄じよう土ど宗しゆうの総本山があるんだよ」

  「……寺……」

  　ずーんと凹へこむ英慈だったが、「来ないなら置いていくぞ」と圭悟が言うと渋しぶ々しぶついてきた。

  　知恩院は、承じよう安あん五年（一一七五年）の創建。浄土宗の開祖である法ほう然ねん上しよう人にんが、後半生を過ごしたという寺だった。敷地は広く、本堂も堂々とした立派なものだ。

  　圭悟たちが着いたころには、空には残照がわずかに残るばかりで、吹いている風も冷たかった。こんな時間に拝はい観かんできるのか――という圭悟の疑問は、なかに入ると氷ひよう解かいした。

  　ライトアップされていたのだ。

  　江戸時代にできたという方ほう丈じよう庭園。庭園の紅葉が夜空に赤々と葉を広げており、それを下から証明が照らしている。

  　漆しつ黒こくの夜空に、赤々と燃えるような紅葉。

  「うわあ……ロマンティック、だね」

  　うっとり見上げる愛香に、圭悟が答える。

  「うん、こういうお寺の楽しみ方もあるんだなあ」

  　知恩院のライトアップは人気があるようで、見に来ている客も多かった。

  　この数日のことがうそのように、平和で、落ちついていた。

  　ふり返ると、英慈が留る亜あに、からんでいる。

  「うう、傷が痛いよー留亜ちゃん」

  「……耐えなさい」

  「痛みに耐えても、留亜ちゃんの言葉の痛みには耐えられないよう」

  「…………」

  　それを横で、谷田がにこにこして見守っている。実に平和だ。

  「圭悟くん、あっち行こう」

  　愛香に手をとられて圭悟は歩いていく。

  　あの紅葉がきれい、あの本堂もなかなか、などと言って歩く。それだけで楽しかった。

  　――河合かわいさんは、自分を変えようとしていたけど。

  　圭けい悟ごはふと、思う。

  　――俺おれと愛あい香かちゃんは変わったんだろうか？

  　にぎられた手から、感じられるぬくもり――人前で手をつないだりすることもなかった前に比べれば、やはり変わったのかもしれない。

  「……圭悟くん？」

  「あ、ごめん。ぼーっとしてた」

  「もー」

  　ふたりは立ち止まる。

  　気づけば、ライトアップされていないほうへと抜けてしまったようだった。

  「あれ」

  　見える範囲に、英えい慈じたち三人もいない。

  　暗がりにある人ひと気けのない通路。乾いて、すこし肌寒い風が吹いている。

  　客の声が遠くに聞こえていた。

  「戻ろうか」

  　と言おうとして、言葉をのみこんだ。

  　愛香が圭悟の手を引いた。

  「いろいろあったけど、圭悟くんが無事でよかった」

  　小声で、言う。

  「……ありがとう。心配かけちゃったね」

  「それはもういいの。だから――」

  　ちらりと圭悟を見る。

  　なにを言いたいのか、わかった。

  　昨日からずっと、ふたりきりになる時間がなかった。

  　愛香が言ったことを思いだす。

  　二に上じよう山さんへ入っていって、無事に帰ってきたら。

  　キスをする。

  　それが、約束だった――。

  　――こ、ここで？

  　向きあうようにして立っている。

  　そしてすこし赤くなった顔で、圭悟を見上げるように、愛香が顔を上向ける。

  　――マジで？

  　愛香が、目を閉じた。

  　心臓がうるさいぐらいにどくどく動いている。

  　圭けい悟ごは愛あい香かの両肩に手を当てる。触れた瞬間、愛香の身体がびくりと動く。こちらの手もびくりとする。

  　愛香のことを思う。

  　子どものように無む邪じや気きで、純粋。料理が下へ手たで、そのくせ料理好きで、どこか間まが抜けている愛香だけれども――この三日間を通じて、今までにない気持ちを愛香に抱いていた。

  　それを、どんな言葉で形容していいかはわからない。

  　ただ、血管が破裂しそうなぐらい、勢いよく身体を血がめぐっている。

  　圭悟は身体を屈かがめた。

  　愛香の唇に、圭悟の唇が近づいていく。

  　――触れたら、なにかが変わるんだろうか。

  　そして触れあう、瞬間。

  　声。

  「けーいごー！」

  　建物の陰から現れた、英えい慈じ。

  　ふたりとも弾かれたように、猛スピードで離れる。

  「……あれ、なにやってんの？」

  　まったくわからない、というように言う英慈。

  　英慈――――――――――――――――!!

  　と、叫びたいが、それ以前に喉のどがヒューヒューいって声が出ない。

  「あっちに谷たに田だ先生と留る亜あちゃんいるから、行こうぜ」

  「あ、ああ……」

  　ちらりと愛香を見る。恥ずかしいからか、愛香はうつむいていた。

  　――英慈のタイミングが悪いのはいつものこと、か……。

  　圭悟はふわふわした足取りで歩きだす。

  「あっ！」

  　そのとき、横にいた愛香がその場に転んだ。

  「大丈夫？」

  　圭悟があわててしゃがみこむ。

  「おい、先行ってるぞー」

  　と、英慈はさっさと行ってしまった。

  　愛香は圭悟から伸ばされた手をつかむと、そのまま身体を引きよせるように、

  「大丈夫だよ――」

  　圭悟の唇に、自分の唇をそっとつけた。

  　柔らかい感触。

  　ぴりっ、と電気が走ったようになり、圭けい悟ごの身体が一瞬止まった。

  「――行こ、圭悟くん！」

  　愛あい香かは立ちあがり、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

  「あ……」

  　まだ呆ぼう然ぜんとしている圭悟の手を、愛香がぐいぐいと引いていく。

  　身体中が麻ま痺ひしたように、動きが鈍い。

  　――今、たしかに。

  　なにか柔らかいものと柔らかいものが触れあった。

  　そして、身体中を、得え体たいのしれない電気みたいなものが、駈かけめぐった。

  「愛香ちゃん」

  「なーに？」

  「叫んでも……いいかな。『うおー』って」

  「……バカっ！」

  　困ったように赤くなり、愛香が唇をとがらせた。

  　圭悟は圭悟でほんとうに、叫びたいのをこらえるのが精一杯だったわけだけれども――。

  　そして修学旅行の最後の夜が、更けていったのである。
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  　修学旅行はその翌日をもって幕を閉じた。最終日に、圭けい悟ごは絵え璃りへの土産みやげ物を買った。いろいろと考えた末、和菓子を始めとして、食べ物を。

  　ようやく家に着いてそれを見せると、じろじろと土産を見回し、絵璃はうむとうなずいた。ぎりぎり合格点、ぐらいだろうか。

  　久しぶりの自分のベッドで、圭悟はぐっすりと寝た――。

  　その、次の日。

  　よく晴れた土曜日だった。

  　圭悟はこの日、しなければならないことを決めていた――むつきに会うのだ。

  　あれから何度も電話をかけたが、むつきは出なかった。

  　圭悟は、公こう和わ大学の研究棟とうにいた。

  　登山の結果の筋肉痛は、だいぶ和やわらいでいる。

  　土曜の大学に人ひと気けは少ない。その研究室でも、圭悟の目の前にいる女性以外、ほかに姿はなかった。

  「――ここにいるんじゃないかと思ってましたよ」

  　圭悟は間ま宮みやむつきに向かって、言った。

  　見た目はそんなに変わっていない。ただどことなく、寂しそうな表情が見えるのは、圭悟の気のせいなのだろうか。

  「帰りなよ。話すことなんて……」

  「そう、言われるんだろうな、とも思ってましたよ」

  「……それとも、法ほう隆りゆう寺じでの私の暴力にたいして謝罪を求めに来た？」

  　まさか、と言って圭悟は首を振った。今さらそんなことをするぐらいなら、二に上じよう山さんへ助けになんて向かわない。

  　圭悟は、研究室内にあるデスクのひとつに、紙の束が積んであるのを見つけた。

  「あのデスク、散らかってますね」

  「……私のデスクよ」

  「引っ越しの準備でもしているみたいだ」

  「そうね。そうかもしれない」

  　むつきは立ちあがり、デスクのほうへと歩いていく。そして紙の束、雑誌らしきものを手にとって、表紙を眺める。

  「五十嵐いがらしさんが書いたものよ」

  「へえ……。ちょっと読んでみたいですね」

  　立ちあがろうとした圭悟を、むつきは手で制する。

  「お願いだから……」

  　むつきは、身体の底から絞りだすように、言った。

  「まわれ右して……帰って」

  「なんでですか？」

  「君には感謝してる。私の命を救ってくれた。だから――帰って」

  「言っている意味がわかりません」

  「わからなくていいの！」

  　むつきの悲痛な声が部屋に響いた。

  「まだ間にあう。だからもう、帰って。そして私のことは忘れて」

  　なぜこれほどまでに、むつきの感情が悲しみに支配されているのか、圭けい悟ごはようやく気がついた。

  　むつきは、圭悟を『劫ごう光こうの道みち』から遠ざけようとしている。教団に深く関わっているむつき自身からも遠ざけようとしている。

  　おそらく一いつ色しきと、圭悟や留る亜あが遭そう遇ぐうしたことも、警察から聞いたのだろう。

  　そして、今後、圭悟を巻きこみたくないと思ったのだ。

  「君の母親が『劫光の道』の信者だっていう事情はわかる。でも、それは私に関係せずとも解決できる問題。家族でよく話しあったらいい」

  　家族でよく話しあう――まさかそんな言葉が、むつきの口から出てくるとは思わなかった。

  　むつきは続ける。

  「君にとって、私といっしょにいるメリットはないはずよ。ここにいればいるだけ、君にとってのリスクは高くなる――あのおかしな宗教団体は、君を、私と同じレベルの危険人物と考えるようになるかもしれない」

  　それは理屈として、正しかった。

  　圭悟にとって残りの懸け念ねんは、母親がまだ『劫光の道』の信者であることだった。早く脱会してもらいたいと思うが、それは鶴つる見み家の問題だ。むつきが教団にたいして抱いている感情とは、まったく種類が違う。

  「もう、探たん偵ていごっこは終わりよ。君は高校生として大学受験の準備でも始めなさい。それがお互いのためでしょ――違う？」

  　むつきは言って、紙の束を机に落とした。

  　その手元が震えているように見えた。

  「そう……ですね。あなたの言うことはそのとおりだと思います」

  　圭悟は立ちあがり、口を開いた。

  　むつきが目を閉じて、うなずいた。

  「でも俺おれは、あなたとの関わりを止める気はありません」

  「――どうして！」

  「まだ、『パートナー』だと思ってますから」

  　むつきの目を見すえて、圭けい悟ごは言った。

  「法ほう隆りゆう寺じで……言ったでしょ、君は――」

  「『パートナー』の解消までは言われてません」

  「じゃあここで解消するわ」

  「お断りです」

  「一方的に止やめるわよ！」

  「でも俺おれは、止めません」

  　むつきは両手をにぎりしめ、うつむいた。

  「……どうして」

  　そうたずねるむつきは、今まで見た彼女のどんな姿とも違った。どこか幼くて、冬の夜にひとりで震えているような――そんな寂しい姿だった。

  　――どうして、か……。

  　圭悟には、自分がここまで執着する理由がわかっていた。

  『劫ごう光こうの道みち』という危険な動きをする宗教団体に、大切な人を奪われたむつき。そして『劫光の道』に、妹の命を危険にさらされ、母親を奪われたままの圭悟。

  　性格も、境遇も違うけれど――そこだけは同じだった。

  「あなたのように言ってみると、『利害が一致した』、ってことですかね」

  「利害なんて――」

  「いいんです、今はそれで。理由なんてあとからいくらだってつけたらいい。今大事なのは、俺はあなたの『パートナー』だって思ってることと、ひとりよりもふたりのほうが、ずっと、恐ろしいことにもつらいことにも耐えていけるってことでしょう」

  　圭悟は言った。

  　むつきは、辛しん辣らつな言葉で、他人を寄せつけないときがある。それはただ単に、他人との馴なれあいが嫌いなだけだろうと、圭悟は最初思っていた。

  　けれどもその考え方はすこし違う。今のむつきは、圭悟と馴れあいたくないから遠ざけようとしているのではない――圭悟を巻きこみたくないから遠ざけようとしているのだ。

  　まったく一般的ではないけれども、それは優しさと呼んでいいのかもしれない。

  「君は……まったく」

  　ため息をついて、むつきは手近なイスを引きよせる。

  「頑固」

  　そして、そこに座った。

  「『誠実』って言ってもらえます？」

  「『頑がん迷めい』に変えておくわ」

  　言いながらむつきは、呆あきれたように笑った。

  「結局、君のペースに、私が巻きこまれたのか……。そういうところは、全然似てないはずなのに、五十嵐いがらしさんをどこか思わせて……」

  「え？　なんですか？」

  「いいの。それより君――後悔することになると思うよ？　ほんとうにいいのね？」

  　念を押すむつきに、圭けい悟ごはにっこりと笑って、答えた。

  「あなたといると後悔の連続ですから。なにを今さら」

  「……そこにタバコあるからとって。今から火を点つけて君に投げるから」

  「えー！」

  　笑いながら、圭悟はテーブルにあったタバコとライターを、むつきに手渡した。

  「……まだ、『パートナー』でしょ？」

  「生意気」

  　人差し指を圭悟に突きつけながら言ったむつきの表情は、和やわらいでいた。

  　さあ、なにから話そうか――と、むつきは煙を吐いた。

  　それからむつきは、圭悟にいろいろな話をした。

  　五年前の、大雨の日の事故を。

  　家を出て「二ふた見み」の名前を捨てたときのことを。

  『劫ごう光こうの道みち』と自分の関わりを。

  　くらら、という名の少女に惚ほれこみ、家を捨て、教団に入りこんだ父親の二見のことを。

  　五十嵐がどれほどすばらしい知性の持ち主で、ユーモアのセンスがあったかということを。

  　五十嵐のことは、言い方を変えれば、「初恋の話」だったのかもしれない。

  　そして世にあふれる多くの「初恋」と同じように、むつきの初恋は成じよう就じゆしなかった。

  　けれども、その話をしているときが、一番むつきの表情が輝いているように圭悟には思えた。話している間のむつきは、きっと、高校生だったころの間ま宮みやむつきに戻っているから。

  　高校生同士の圭悟とむつきが、恋の話で盛りあがっているのだとしたら、こんなに楽しいことはなかった。

  　しかしそれが、単なる仮定の話であることは、考えるまでもなく圭悟にはわかっている。

  　今は、むつきの言葉が尽きるまで、話を聞いていよう――そう、思った。

  　たとえそれが、成就しなかった、悲しい恋の話でも。

  　ひとりでは語ることすらできないのだから。



  
    〈　了　〉
  


  



  


  あとがき

  

  　こんにちは、三上康明です。

  　前巻のあとがきでは下世話な話題をしてしまったので、結構引いてしまった方もいらっしゃるかもしれません。（もしも前巻を未読で、なおかつ現在立ち読み中の方は『Ｍのフォークロア　キュクノスの迷宮』のあとがきをご確認のうえ、以下を読まれたし）

  　なので、今回は前回以上に下世話な話をしましょう。

  　さて、まずは重要な質問から。

  　ずばり皆さんは「先輩派」「後輩派」どちらでしょうか！　あるいは「同級生派」？

  　――とか、聞いておいてなんですが、「先輩」って響き、いいですよね。「後輩」なんて、子供っぽくて相手になりませんよ。ええ全否定ですよ。「同級生」なんて、どうしてそんなニッチなマーケットに目を向けるのか疑問でなりませんよ。ええ全否定ですよ。

  　でも……待てよ。

  　そんなこと言うわりに、なんでこの小説には「先輩」がひとりも出てこないんだ……？

  　この疑問にぶち当たったとき、「先輩」という存在がいかにすばらしいかを、「あとがき」という場でもいいから読者諸氏に説明しなければならない！　という無駄な使命感にかられたのでした。

  　中学校のころ陸上部だった少年ミカミヤスアキは、そこで、美しい先輩が四人もいるという幸運に恵まれました。部長でまとめ役のＳ先輩。包みこむような優しさのＫ先輩。ジョークのどぎついＹ先輩。ちっちゃいのに生意気な（後輩が言うのも変ですが）Ｏ先輩。

  　よくよく考えたら、この設定そのものがすでにライトノベル！　むむ、さらにまた気づいてしまった。どうしてこの実話をもとに、ちょっとおっちょこちょいだけど笑顔がキュートな主人公と、個性的な先輩四人が織りなすラブストーリーを書かなかったんだろう！

  　陸上の大会の写真をみんなで見ていたときのこと。「焼き増しするよー」と言ったＯ先輩に、思わず「僕は……先輩たちの写ってる写真が、欲しい、です……」なんてモジモジしながら答えちゃったりした貴重な体験を活かせるのに！　ああ、今思いかえすだけでも死にたくなるけどな！　実話だよ悪いかよ悪いよね！

  　でもそんな要望にも、ちっちゃい手で焼き増しを渡してくれたＯ先輩ありがとう。今でも家宝です！　ああー、我ながらキモイ、キモイよー。

  「先輩」という言葉はすでにいくつもの宿命を背負っているんです。まず、自分よりよりも早く卒業してしまう。そして学校を知りつくしている。あと、恋人のいる人も多かった。

  　触れがたい魔城。それが「先輩」という言葉のうちに潜んでいるわけです！

  　……でも、待てよ。

  　よくよく考えると、「後輩」という言葉は、自分自身が「先輩」側に回るだけで、構図は同じわけですね!?　「同級生」にいたっては、「校内で唯一タメ口を使える相手」という特殊な関係がっ！　ああ、学校ってすごい！　隙がない！　一分の隙もないシステム！

  　ただひとつ惜しい――惜しいことがある！

  　……なんでそのすばらしさに、在校中に気づかなかったんだろう、自分は……。

  

  　さて、末筆ながら謝辞を。

  　毎度、原稿に的確なダメ出しを下さる担当編集様。声を聞くだけで肝が冷えます。そしてイラストレーターの連様。鹿にたかられてる英慈のイラストが最高です。

  　そして、この本を手にとって下さった皆さんに、最大級の感謝を。文章を書いている最中はたったひとりの作業ですが、しかし――おっと。あとは、本文の最終行に譲りましょう。

  　次の機会にまた、皆さんに会えますように！

  



  
    三　上　康　明
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